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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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intro　─携帯メールと妹のおっぱい─









「──タケルには失望しました」

　夏休みが終わり、始業式だった今日の午後。僕はシルヴィさんに呼び出されていきなりそんなことを言われたのだ。

「失望したって、僕、何かした？」

「いいえ、むしろ何もしないことに私は失望したんです」

　シルヴィさんは唇を尖とがらせたまま、続けた。

「せっかくの夏休みだったんですよ。学生にとっては待ちに待った夏休み。夢の長期休きゆう暇か。持て余す時間。持て余す時間。そして持て余す時間！」

　え～と、シルヴィさんは夏休み中、どれだけ時間を持て余していたんだろう。

「タケルは友達になってくださいと私に言いました」

「うん。確かに言ったね」

「だったら、夏休み中、一度くらい私を遊びに誘っても良かったはずです」

　ぷっくりと頰ほおをふくらませて、恨うらみがましい目で僕を見る。

「べ、別に私は誘われるのを楽しみに待ってたとかそういうことは全然ないです！　ただ友達になったのなら夏休み中に一回くらい遊んだりするんじゃないかって思って予定をあけておいたのに……おいたのに……」

　微妙に涙目だった。なんだか、自分がとっても悪いことをしてしまったような気がしてきたぞ。

「え、えっとですね、実は僕、夏休み中は色々と忙しくて、ほとんど実家の方に戻ってたんですよ」

　僕も明あ日す香かも神楽かぐら特とつ区くに引っ越してきてしまっているため、もともと住んでいた住居まわりだとか、その他もろもろの手続きなりなんなりをしに戻っていたのだ。

　さらに宝石歌姫ビジユカンタトリスである明日香の付き添いでお偉いさんに会ったり、パーティーに出たりと予想外のイベントに駆り出されて想像以上に慌ただしい毎日に追われていた。気がついたら夏休みが終わっていたって感じだ。

「だから、僕も誰だれとも遊べてないんですよ。シルヴィさんは実家に帰ったりしなかったんですか？」

「私は、その、実家とは色々ありますから……」

　そっか。シルヴィさん自身の気持ちは前向きになっても、家族だったり、それを取り巻く環境との摩擦は簡単に解消されたりしないか。

「あ、でも、お姉ちゃんは帰ってきたらって言ってくれたんです」

　一転、嬉うれしそうな顔をする。やっぱりお姉さんのことが憧あこがれで、大好きなんだな、シルヴィさんは。

　日本の宝石歌姫を妹にもつ僕と、フランスの宝石歌姫を姉に持つシルヴィさん。そういった意味で、僕達の間にはきっと他の人には理解されない共感があるのだ。

「って、話を逸そらさないでください。夏休みの間、タケルが忙しかったことは理解しました。ただ、私が今一番問題に思っているのは、お友達になったにも拘かかわらず、未だに一度も一緒に遊んでいないことなんです」

　眉まゆをキリッとさせながら、シルヴィさんが人差し指を立てる。

「あ、あくまで一般論で言ってるんですけど、お友達は一緒に遊んだりするものだと思います。だから、タケルはそのことをもう一度良く考えるべきではないでしょうか」

「うん、そうだね。じゃあ、今度の休みの日にでも、一緒に遊びに行こうか？」

　そう言った瞬間、パーッと花開いたようにシルヴィさんの顔が綻ほころんだ。周囲から浮いていたため、ずっと気を張って、独りぼっちの学校生活を送ってきたシルヴィさんだ。

　誰かと一緒に遊ぶ。ただそれだけでもすごく嬉しいんだろうな。

　シルヴィさんに言われる前に、僕から誘うべきだった。確かに、これじゃあ失望されても仕方がない。

「こ、今度の休みですね！　た、タケルがそう言うなら私の予定はあけられますけど？」

「うん。じゃあ約束ですね」

「は、はい！　そ、それで、デー……一緒に遊びに行く時に連絡先を知らないと困ると思うです」

「あ、そういえば携帯の番号、交換してなかったですね」

　僕自身、そんなに頻ひん繁ぱんに携帯を使う性格でもないんで、すっかり失念していた。

「じゃあ交換しましょう。えっと、赤外線で」

「赤外線？」

　僕の言葉に、シルヴィさんがピカピカの携帯を手にぽかんとした表情を浮かべた。

「赤外線でなにをするんですか？」

「アドレスデータの交換ですけど。って、シルヴィさんの携帯、赤外線通信が付いていない機種ですか？」

　今の携帯ならほとんどの機種に付いていると思うけど、古いのを使い続けていれば付いていなくてもおかしくはないか。

「い、いえ、そういうわけじゃ……というより、付いているかどうかもわからないです」

「へ？」

「だ、だから、まだ誰だれともアドレスを交換したことが無いんです！」

「じゃあ、今までは手打ちで入力してたんですか？」

　そう言った途端、シルヴィさんの瞳ひとみから光が消えていった。

「だから、私は誰ともアドレスを交換したことが無いと言ってます。赤外線通信で、なんてことはひとことも言ってないです」

「え、えっと……」

　これはどんなフォローをすればいいんだよ！　まさか、今まで一度も交換したこと無いなんて思いもしなかったよ。

「この携帯から電話をかけたこともかかってきたことも一度も無いですし、外に持ちだしたのも今日が初めてですけどなにか？」

「それは携帯を持っている意味が──」

「なにか？」

　シルヴィさんがニコニコと笑みを浮かべながらもどす黒いオーラを漂ただよわせながら、首を傾かしげる。

「い、いえ、何でもないですっ！」

　な、なんていうか、切ない。切なすぎるよ、シルヴィさん！

「で、どうすればいいんですか？　その赤外線というのは」

「じゃあ一緒に操作しましょう。そんなに難しくないですから、すぐに覚えられると思いますよ」

　そして、ふたりの携帯を突き合わせながら、操作する。シルヴィさんは少し興奮したように頰ほおを赤らめながら、画面を覗のぞいていた。

　きっと新しいテクノロジーに触れて、ワクワクしているのだろう。

「はい、データの通信がおわりましたよ。メインメニューから電話機能の電話帳を開いてみてください」

「わ、わかりましたっ」

　緊張した面持ちでボタンを操作して、目を大きくぱちくりさせてから、

「あ、ありました！　タケルの名前がアドレス帳の一番最初にありました！」

　ぴょんぴょん、と小さな子供みたいにその場で飛び跳ねた。

「えへへ」

　そしてぎゅっと大切なものを守るように、自分の胸元に携帯を抱え込む。ここまで喜んでもらえると、僕も嬉うれしくなるな。

「これでいつでも連絡できますね」

「うんっ！　じゃなくて、そ、そうですね」

　こほんと一つ咳せき払ばらいをして、自分を落ち着かせるように深呼吸する。で、また携帯を開くと、アドレス帳を確認して、にへりと頰を緩ませる。その仕草が小動物みたいで、なんとも微笑ほほえましい気持ちになった。

「そんなに何回も確認しなくても、消えたりしないですよ」

「な、何回も確認なんてしてないですっ。変な言いがかりは止めてください。って、なにをにやにやしてるんですか」

「いや、シルヴィさんが可愛かわいらしいなって思いまして」

「なっ！　か、かわっ、可愛らしいって、な、なにを言ってるんですかーっ！」

　シルヴィさんの陶磁器のように綺き麗れいな白い肌が一瞬にして赤に染まった。肌という肌を真っ赤に染めながら、ぷるぷると小さく震えている。

「かわ、可愛らしいだなんて……っ」

　あ、あれ？　もしかして怒らせちゃった？　可愛らしいってのが、子供っぽいって意味に取られちゃったか？

　シルヴィさん、自分が子供扱いされることに対しての反発はものすごいものがあるからな。

「きゅ、急に変なことを言わないでくださいっ！　よ、要件は終わりましたので、私、これで帰ります。さよならですっ！」

　慌あわてたようにシルヴィさんはそう言って踵きびすを返すと、ぱたぱたとスカートを揺らしながら駆けていった。




「ってなことが、昼間あったんだよ」

「で、早速ぺったん娘こからメールがきたから兄さんは嬉うれしそうな顔をしていると」

　ベッドでうつ伏せになって携帯をいじっている僕の顔を、同じように隣で寝転がっている僕の妹──姫ひめ咲さき明あ日す香かが覗のぞき込んでくる。

「嬉しいっていうか、微笑ほほえましいなって思ってさ」

「微笑ましい？」

「うん。シルヴィさん、本当にメール初心者なんだなって」

　携帯のディスプレイに表示されている文字列。つまり、シルヴィさんからのメールなわけだけど、




　件名：こんばんは、シルヴィです。初めてメールをしてみます。ちゃんと届いていますか？　届いていたら変身してください。




　本文：なし




「た、確かにこれは初心者丸出しね。まさか、こんな前時代的な間違いを見ることになるとは思わなかったわ」

「しかも変身してくださいって」

　つい最近、僕も同じ変換ミスを学院長とのメールのやりとりでしちゃったんで、人のこと言えないけど。

　それにしても、ベッドの上にちょこんと座って、一生懸命、たどたどしくメールを打っているシルヴィさんの姿が容易に想像できてしまって、自然と口元が緩んでしまう。

「まずは件名と本文の違いについて教えてあげないとな」

　携帯を操作して、メールの文章を作成していく。最初からあまり長い文章を打っちゃうと、シルヴィさんが返信する時に困るかもしれないから、適度に短くまとめた文章を作って、送信っと。

「……やっぱり嬉しそうな顔してるじゃない」

「そうかな？　まあ、シルヴィさんと仲良くなるのは普通に嬉しいからね」

　友達になってからも、シルヴィさんは学校では相変わらずクールな空気を出したままだし、学年が違うってこともあって、そこまで一緒に行動したりする機会はない。

　だから、こうして学校以外でやりとりが出来るのは嬉しいし楽しい。

「ふ～ん、嬉しいんだ。兄はシルヴィとメールするの、嬉しいんだ」

　ちょっとだけ拗すねたようにそんなことを言う。相変わらず独占欲の強い妹だ。

「友達と、より仲良くなれるのは誰だれだって嬉うれしいことだろ？」

「友達ねぇ～。ま、いっか。じゃあさ、わたしにもメールしてよ」

「なんで？　こんなに近くにいるんだから、わざわざメールしなくたって」

「いいの。わたしも兄さんとメールがしたいの。シルヴィばっかりずるいよ」

「ずるいって言われても、何を書けばいいんだよ？」

　ふたりで同じベッドで寝転がっている（年とし頃ごろの女の子が、兄とはいえ異性と密着状態で添い寝するのはさすがにやめた方が良いと何回も忠告したんだけど、そのたびに明あ日す香かはまったく聞き入れないどころか、「兄さんはわたしと添い寝するとなんかまずいことになっちゃうんだ？」とニヤニヤしながら一層身体を密着させてくるので忠告は諦あきらめた）状態で、わざわざメールで確認することも伝えることもないわけで。

「ん～と、口では直接言いづらいこととか？　たとえば、兄さんのわたしに対する熱い愛情とか～、劣情とか？」

「目を潤ませて、上目遣づかいで劣情とか言うな」

　自分が美少女だってことを十二分に理解した上で、自分がもっとも可愛かわいく見える角度、表情で迫ってくるんだもんな。

　これだから、人から見られることを仕事にしているヤツは危険なんだ。妹だっていうのに、なんか変な感情が湧わいてきそうになる。












「ん？　なになに？　本当に劣情を催もよおしちゃったの？　お兄ちゃん♪」

「くっ！」

　しかも可愛かわいい声でお兄ちゃんなんて普段と違う呼び方までしやがって！

「ま、それはともかく、早くメール送ってよ。文章はなんでもいいからさ」

「わかったよ」

　僕は『いいから早く寝ろ』とメールを書いて、送信のボタンを押した。メールが飛んでいくアニメーションがディスプレイに流れて三秒後。明あ日す香かの携帯から、




『明日香、愛してるよ』




　僕の声が流れた。って！

「ちょっ！　お、お前───っ！　な、なに本当に着ボイス設定してるんだよっ！」

　先日、脅迫まがいで言わされた僕の恥ずかしボイスをー！

「えへへ、兄さんから愛してるって言われちゃった。わたしも愛してるよ、兄さん♪」

「しかも、心から嬉うれしそうにそんなこと言うな！　そのボイス、消去するから携帯よこせ！」

「だ、ダメだよ！　絶対に嫌！」

　明日香は携帯を胸元に抱えるように隠して、僕に背中を向けた。

「いいから、よこせって！」

　背中側から抱きつくような形で明日香が携帯を隠した辺りに手を伸ばす。

　──ふにょん。

　って、なんか手のひらに非常に柔らかくて弾力のある感触が。

「あんっ」

　そして明日香の口から妙に色っぽい息が漏れた。

「あー、兄さん、今、妹のおっぱい揉もんだ！」

「も、揉んだってお前が携帯をわざわざ胸元に持っていくからだろ？　そんなところに持っていかれたら胸に触れちゃうのも仕方ないだろうが」

「それがわかっててわざわざ手を伸ばしてきた時点で、もう揉む気まんまんだよね？」

「うっ」

　明日香の胸を揉む気なんて別に無かったんだけど、状況を考えると言い返せない。

　っていうか、携帯を奪うためとはいえ、僕はなんでなんの迷いもなく手を伸ばしたんだ？

「んもー妹のおっぱいを揉む兄なんて、変態中の変態だよねー」

　ここぞとばかりに反撃してくる明日香。ちなみに明日香の携帯は、すでに胸の谷間に埋もれさせてあって手の出しようがない。

「そんな変態におっぱいを揉もませて怒らない妹なんて、世界広しとはいえわたしくらいしかいないよ？　兄さんはもっとありがたいと思うべきだよ？」

　そもそも、妹はお前しかいないんだけど。

　それに、そんなことをどこか誇らしげに言ってるお前の方が客観的にみたら変態なんじゃないだろうか。

　これはシルヴィさんと楽しそうにメールをしていたことに対する明あ日す香かなりのヤキモチなんだろうけどさ。

　それにしても、この着ボイス設定。本当に止めさせないと、いつか大変なことになりそうだぞ。主に僕が。

　その後もシルヴィさんからのメールと明日香からのちょっかいは三時間以上続き、楽しい夜は更けていったのだった。






１章　─優しいウソと厳しいホント─









「やっぱりすごい人気ですね、明日香さん」

　僕の隣を歩く花か穂ほが少し離れたところにいる明日香を見ながら口にした。

　朝の登校時間。カンタトリス音楽院へと続く神楽かぐら特とつ区くのメインストリート『新しん神か奈な川がわ中央通り』の途中で花穂と合流し、三人で登校するのがここ最近の習慣となっているのだ。

　新神奈川音楽特区──通称、神楽特区は世界各国の首脳が共同で政府を構成する特別行政区であり、世界で唯一の魔法使い教育機関『カンタトリス音楽院』を有しているため、そこを訪れる人種は非常に国際色豊かだ。

　とは言え新神奈川の名が示す通り、元々は日本の神奈川県の一部であった地域でもある。

　故にそこに住む、あるいは訪れる人口の比率で言えば、圧倒的に日本人が多いのは当たり前のことで、日本の宝石歌姫ビジユカンタトリスである姫ひめ咲さき明日香がカンタトリス音楽院に転校してきたという情報は非常に大きなトピックスとなった。

　最初の頃ころは学院側も隠そうとしていたし、噂うわさも半信半疑であったためにそれほど大きな騒ぎにはならなかったのだが、その情報が隠せなくなった頃ころから、登校中にファンを自称する人々に握手やサインをねだられたりするようになったのだ。

　今も沢山の人に囲まれて、歩きながら器用にサインを書いている。

「やっぱり宝石歌姫ビジユカンタトリスってすごいんですねー」

「そうだな。歌姫カンタトリスには慣れてるはずの神楽かぐら特とつ区くでさえこの騒ぎなんだからな」

　さすがに最初の頃に比べればその数は減っているけど、それでも未だに毎朝十人くらいの人たちには声をかけられている。

「私なんて、入学から一度も声かけられたことないですからねー」

　ちょっとしょんぼり気味に花か穂ほがそう言った。

「まあ、明あ日す香かは宝石歌姫だから、歌姫研修生イミテーシヨンとは根本的に認知度が違うからな」

　もちろん、人気も実力も、そして重要度も桁けた外はずれに違う。

「ほら、花穂。あそこ、見てごらん」

　僕が指さした先には、きっちりとスーツを着込んだ男性の姿があった。

「ん？　ファンのひと、ですか？」

「いや、日本政府が付けた明日香専用のＳＰセキユリテイポリスらしいよ。他にも常に複数人が明日香に何かあったときに即座に行動できるように近くに控えてるんだってさ」

　明日香自身は必要ないと主張しているらしいけど、日本政府としては、そのわがままだけはどうしても飲めないらしい。それだけ日本にとって明日香は重要な存在なのだ。

「ほえー、なんかテレビの中の人みたいです」

「ま、実際にテレビの中の人なんだけどな。それも世界でトップクラスに数字の稼かせげる売れっ子だ」

　一緒にいる時はあまりにも無邪気で無防備だから、それを忘れそうになるけど。

「やっぱりすごいですよね、明日香さん。私よりも年下なのに、しっかりしてるし。それに比べて私は情けないです」

「そんなことないと思うぞ。花穂に歌姫としての才能があるのは学院長も認めているし、今の成績がいまいちなのは僕が足を引っ張り続けてきた結果なんだから」

「それは違いますよ！　タケルさんは足を引っ張ってなんていません。タケルさんと一緒だからこそ私は気持良く歌うことが出来るんです！　それにタケルさんこそすごい才能があるんですから」

　花穂は心からそう思っていてくれている眼まな差ざしを僕に向ける。

「うん。だからふたりで頑張って、少しでも明日香に近づこう。演習で毎回明日香が相手をしてくれるのも、訓練としてはすごくラッキーなことなんだし」

　世界でトップクラスの実力を持つ宝石歌姫と毎週のように実戦形式の訓練が行えるなんて幸運、普通に考えればあり得ないことなのだ。

「このまま地道に努力を続けていけば、宝石歌姫ビジユカンタトリスは無理かもしれないけど一線級で活躍できる歌姫カンタトリスになれると思うよ。いきなり明あ日す香かなんて規格外と比べる必要はぜんぜん無いんだからさ」

「そう、ですね。はい、頑張りましょう」

　花か穂ほはこくりと頷うなずいた。けど、その表情が曇くもっていたのが僕には少し気になっていた。





　　◇◇◇






「今日は皆さんにふたつ、連絡事項があります」

　朝のホームルームの時間。学院長は教室に入ってくるなり、いつもよりも神妙な顔つきで話し始めた。その空気にみんなの姿勢が正される。

「まずひとつ目。本来であれば今月の末に開催が予定されていました秋季音楽祭ですが、前回の襲撃事件のこともあり今回は中止とする、という形で決定しました」

　その瞬間、教室がざわついた。

　それもそうだろう。優秀な学生が選抜されて出場するＩＣＣ主催大会と違って、音楽祭は基本的にすべての生徒が出場できる。

　実力的には上級生に敵かなわない一年生にとって、音楽祭は実際に大きなステージに立って、お客さんの前で来武ライブを披ひ露ろうできるチャンスの場なのだ。

　その音楽祭が中止されるとなると、やはりモチベーションの低下は免まぬがれないだろう。

　学院長も当然、そのことはわかっているようで、フォローするように言葉を続けた。

「その代わりと言ってはなんですが、来週末に開催されますＩＣＣ主催九月大会『セプテンバーエリミネーション』には一年生からも代表を選びたいと思います」

　再び教室がざわつく。でも、さっきのざわつきとは違い、今度のは驚きと興奮が強く混じったざわつきだった。

　あくまで学院が主催し、お祭り感覚で捉とらえられている音楽祭とは違い、ＩＣＣ主催大会はれっきとした国際大会なので世間の注目度も段違いだ。

　学院生にとっては出場できただけでも名誉なことだし、もしそこで勝利でも上げようものならば、一気にスターへの道がひらけると言ってもいい。

　そのチャンスがいきなり目の前に提示されたのだ。歌姫、奏士トルヴエールを目指す人間なら興奮しないわけがなかった。当然、僕の気持ちも高ぶっていた。

　──世の中に対して自分の意見を通したいのであれば、力をつけ、結果を出し、権限をもって主張しなさい。

　学院長にそのような意味のことを言われ、僕は奏士としてＩＣＣ主催大会で勝利することを目標に掲げた。

　その目標に対しての第一歩が具体的に見えたのだ。漠然としていた目標が、一気にリアリティを増す。

　もちろん、冷静に考えれば今の僕が学院の、つまり神楽かぐら特とつ区くの代表に選ばれることが無いのはわかっている。けど、やっぱりこう、燃えてくるよね。

「あ、あの！　質問ですっ！」

　みんなの熱気を受けてか、珍しく花か穂ほが手を上げた。キリッとした視線を学院長へと向ける。

「山やまの辺べさん、何かしら？」

「あの、代表ってどうやって決めるんですか？　代表決定戦とか行うんでしょうか？」

　みんな気になっていることだからだろうか、クラス中の視線が教壇へと集まる。

「うん、良い質問ね。率直に言って代表決定戦は行いません。今までの演習の結果、他にもさまざまなことを考慮して私が誰だれを代表にするか決めるわ」

「演習の結果、ですか……」

　明らかに花穂の表情に落胆の色が浮かんだ。今までの演習の結果が査定に使われるのであれば、花穂と僕が代表に選ばれる可能性は限りなくゼロに近いだろうから。

　残念だけど、これは仕方ないことだよなぁ。

「一年生の代表枠はいくつくらい用意されるんですかー」

　花穂に続いて、アーシアが質問する。

「まだ決めてないわ。上級生との兼ね合いも考えて、これからの調整ね」

　それからも、ホームルームの時間中、ひっきりなしに学院長への質問は続いたのだった。





　　◇◇◇






　結局、今日は一日中『セプテンバーエリミネーション』の話題で持ちきりだった。どの授業中にもやる気と熱気、そしてどこか浮ついた空気が流れていた。

　そして、あっという間に時間はたち、下校の時間。昇降口で靴に履はき替え、校門をくぐったところで僕は見知らぬ女の子に絡まれてしまったのだった。

「おお、やっと出てきた。神かん凪なぎタケルくんってキミ、だよね？」

　つかつかと近づいてきて、値踏みをするような感じで僕の顔を覗のぞき込む。

「はい、そう、ですけど……」

　誰だ、この子は？　会ったことは、ないよな？

　肩くらいまでの長さの髪をポニーテールにしている爽さわやかな印象の女の子。整った顔立ちの中で、意志の強そうな大きな瞳ひとみが強い光を宿していた。

　ピンと伸びた背筋に、ジップアップパーカーとキュロットのシンプルな服装がよく似合っている。

　明あ日す香かやシルヴィさんのようにパッと見の華やかさは無い。けど、表情や仕草から活発なイメージを醸かもし出しながらも、清せい楚そで爽さわやかな雰囲気を崩さないその女の子は、正真正銘の美少女だった。

　明日香たちがアイドルであれば、彼女はスポーツ界のヒロインといった感じだ。

　こんなに印象的な女の子、一度でも会っていれば忘れるはずないよな。ってことは、初対面だと思うんだけど。

「う～ん、ふむふむ、75点、80点、70点、95点、おまけして85点」

　女の子は謎なぞの点数を口にしながら僕の周りをくるりと回った。

「あ、あの、何ですか？　何か僕に用ですか？」

「あー、ごめんごめん。いきなり失礼だったね。これが噂うわさのタケルくんか～って思ったら、ついつい採点しちゃったよ」

「採点？」

「うん。なかなかの高得点だね。さすが見る目あるわー、あの子」

　なぜか満足そうに、うんうんと頷うなずいている女の子。

「あの、さっきから置いてけぼりっていうか、会話についていけないんですけど」

　そもそも会話にすらなっていない気がする。

「あ、そうだね。じゃあ、まずは自己紹介からしよっか。あたしは川かわ澄すみ花音かのん。見ての通り日本人で年は永遠の十七歳。身長は──」

「おいおい！」

　永遠の十七歳って！　っていうか、

「そこまで詳細な自己紹介はいらないですから、どうして僕のことを知っていたのかとか、採点ってなんなのかとか、その辺のことを教えてもらえると」

　名前を聞いてもまったく聞き覚えがないのだから、初対面なのは間違いなさそうだ。

　となると、どうして僕のことを知っていたのか、本当に不思議だよな。噂のタケルくん、とか言ってたし。

「ふっふっふっ、それはね──っと、口で説明するよりも、もっと話が早いのが来たみたいだよ。おーい、やっほー！」

　川澄さんは説明を途中で止めて、僕の背後に視線を移すと大きく手を振った。僕がそれにつられるようにして振り返ると、

「えええ─────っ！　か、花音ちゃんっ!?　どうしてここにいるのっ！！！」

　花か穂ほが盛大にびっくりしていた。




「つまり、川澄さんは花穂の友達だったと」

「うん。親友中の親友だよ。まわりからはフラワーズって呼ばれてるんだ。花か穂ほと花か音のんでフラワーズ。ってことで、あたしのことは花音でいいよ。その代わりあたしもタケルくんって呼ばせてもらうから」

　初対面で、しかも同い年くらいの異性をいきなり名前で呼ぶのは普通に考えれば抵抗があるんだけど、それを感じさせないのが花音の魅力なのか、僕はその言葉に素直に頷うなずいていた。

「で、花音ちゃん、急にどうしたの？」

　相変わらずびっくりした表情のまま、花穂が訊きく。

「もちろん花穂の様子を見に来たんだよ。そろそろ花穂がホームシックにかかってるんじゃないかなーって心配してさ」

「もう、子供じゃないんだから大丈夫です～」

　頰ほおを膨ふくらませつつも花穂はすごく嬉うれしそうで、僕が初めて見る安心しきった笑みを浮かべていた。

　なるほど、こうしてふたり並んでいる姿を見ると、さっきの親友中の親友って言葉にも納得できる。

　花穂と花音。ふたりから受ける印象は真逆だ。けど、だからこそふたりの関係がぴったりとハマるというか。

　お互いに心から信頼しあっていて、僕の知らない花穂の表情がそこにあったから、現パートナーとしてはちょっとだけ悔しいって気持ちも湧わき上がったりする。

　奏士トルヴエールとして歌姫カンタトリスのことを一番理解していたいという欲求なんだろうか。まあ、花穂と出会ってまだ半年ちょっとなんだから、知らないことの方が多くて当たり前なんだけど。

「でも、来るなら来るでちゃんと連絡してよ。そしたら色々と準備できたのにー」

「あはは、ごめんごめん。なんせ急に外泊許可がおりたもんでさ。十日ほどこっちに居る予定だから、花穂んち泊めてね」

「それはいいけど、でも今日はバイト入っちゃってるから夜まで時間あかないよ？」

「わかった。じゃあ、花穂のバイトが終わるまでタケルくんに街の案内をしてもらって時間を潰つぶしてるよ」

　決定事項とばかりに、僕の隣に移動すると腕を取る花音。

「えっと、僕に選択の余地はなし？」

「ん？　もしかしてタケルくんも予定あるの？」

「いや、特にないんだけど」

「じゃあ、いいじゃん。街を案内してよ。実はあたし、結構方向音痴なんだ。神楽かぐら特とつ区くに来るの初めてだから、タケルくんが案内してくれると心強いな」

　爽さわやかな笑みを浮かべながら、まっすぐな視線を向けてくる。なんか、こう自然にお願いされちゃうと断ることなんて出来ないよな。

「了解。僕でよければ付き合うよ」

「おっ、ありがとー。うんうん、花か穂ほから聞いていた通り、とってもいい人だ」

　ニカっと笑う花か音のんの後ろで、なぜか花穂がちょっと複雑な顔をしていた。

「タケルさん。花音ちゃんは私の親友なんですから、変なことしちゃダメですよ？」

「しないよ。今日会ったばかりの相手に変なことなんてするわけないだろ」

「逆にあたしがしちゃったりして？」

「花音ちゃんっ!!」

「あはは、冗談だよ、冗談。花穂が心の底から惚ほれて──」

「わーわーわーっ！」

　何かを言いかけた花音の口を花穂が慌あわてたように塞ふさぐ。って、花穂。それ、鼻ごと押さえてるからきっと花音、息できないぞ！

「んぐぐぐぐぐ～～～～～！！！」

　案の定、花穂の腕の中で顔を赤くした花音が空気を求めるようにもがき始める。けど、花穂は花音の口を──というか言葉を塞ぐのに必死だ。いったい、花音は何を言おうとしていたんだろう？

　ってこのままずっと眺めていたら、本当に花音がやばい。

「花穂、そろそろ手を離さないと、花音が窒ちつ息そく死ししちゃうぞ」

「え？」

　僕の言葉に反応した花穂は、自分の手と花音の顔色を見て、慌てて花音を解放した。

「けほっ、けほっ。し、死ぬかと思ったよ。うっすらと三さん途ずの川、見えてたし」

　一気に肺に空気が入って咽むせた花音が涙目で花穂を睨にらむ。

「か、花音ちゃんがいきなり変なことを言おうとするから悪いんだよ～」

「でも花穂、電話ではいつも鈍感で困ってる～って愚ぐ痴ちってるじゃん。だから、気を利かせた親友がズバっと言ってあげようと思ったのに」

「も、物事には順序ってものがあるの～」

「順序ねぇ。でも、その順序に囚われすぎてると後からやってきた肉食獣に横入りされちゃうよ？　現に強力なライバルがふたりも登場してるんでしょ？」

「う、うぅ。それを言われると……で、でも、まだ心の準備が～」

　ふたりして何やら意味深な会話をしているけど、それよりも、

「花穂、そろそろバイトの時間、まずくないか？」

　結構、長話しちゃってるから、時計を見るとそろそろぎりぎりな感じだ。

「ほ、ほんとだ。急がないと。じゃあ、花音ちゃん、バイト終わったら電話するね」

「うん、待ってるー」

「そ、それと、もしタケルさんに変なこと言ったら花か音のんちゃんとは絶交だからねー」

　そんな言葉を残し、最後まで気になるのか、こっちをチラチラと何度も振り返りながら、花か穂ほはアルバイトへと向かった。

「絶交って久しぶりに聞いたよ。まるで小学生の喧けん嘩かみたいだな」

「あはは、そうだね。けど、花穂との絶交は嫌だから余計なことは言わないようにするよ」

　花音はからからと笑って「さ、あたしたちも行こっか」と僕の手を引いた。





　　◇◇◇






「へ～、ここがアポワルージュか。さすが、天下の歌姫研修生イミテーシヨンたちが通うだけあっていいお店だね」

　花音にねだられるようにしてやってきたのは新しん神か奈な川がわ通り沿いにあるカフェ、アポワルージュだ。美味い、雰囲気良い、だけど高い。で有名な神楽かぐら特とつ区くを代表するデートスポットでもある。

「ひゃっほー！　ほらほら見てよー、このイチゴのタルト！　イチゴびっしりだよ！　ザ・イチゴ！　びっしり過ぎて、もう、あたしどうしたらいいんですかー。高まる漲みなぎる幸せすぎるー！」

　どんどん高まるテンションと幸せそうな顔。

　ここまで素直に大喜びされたら、少しくらいお値段が高くてもご馳ち走そうしてあげてよかったなんて気持ちになるんだから、素直な感情表現の威力は絶大だな、なんてことを、アイスコーヒーをちびちび飲みながらぼんやりと考えていた。

「あ～む」

　フォークで大粒なイチゴとカスタードクリームを口に含み「んんん～♪」と身み悶もだえながら頰ほおを蕩とろけさせる。ほんとに美味しそうに食べるな、この子は。見てる方も幸せになれる見事な食べっぷりだ。

「ああもう！　ケーキなんて食べたの二年ぶりくらいだよー。あたしは、今この瞬間のために生まれてきたと言っても過言ではないね！」

「いやいや、大げさすぎるから。それだけ喜んでもらえると僕も嬉うれしいけど」

「女子だったら誰だれだって喜びますって。このイチゴタルト、絶品すぎるもん。ホント、このお店は神だね！　他にも種類豊富だし。あたし、今までの人生の中で一番迷ったよ、どのタルトにするか。イチジクに柿、りんごにぶどう、かぼちゃ、洋なし、さつまいもだよ！　ほんと、見てるだけで涎よだれが溢あふれてきてさー」

　そう言いながら花音はショーケースの方へと視線を向ける。多分、気がついてないと思うけど、物欲しそうに口が半開きになっている。本人が言うとおり、今にも涎が溢れ出しそうだった。

「あのさ、もう一個くらいだったらご馳ち走そうしてもいいよ」

「ホンマでっか！」

　ものすごい食いつきだった。っていうか、なんでいきなり関西弁!?

「せっかくこうやって知り合いになれたんだし、その記念にさ」

「なっ、なになにっ！　タケルくんが超かっこいいんですケド！　あ、あたしを惚ほれさせる気っ!?　惚れさせて何をする気なんだこのやろーっ！」

「ちょ、テンションあがりすぎだから！　ほら、みんなの注目を集めてるって」

　拳こぶしを握りしめ立ち上がった花か音のんは店内の視線を独り占めしていた。

「だってさ、この絶品タルトをもういっこ奢おごってくれるなんて、テンションあがって当然でしょ！　あたし、桃源郷に行ってくる！」

　それから花音はショーケースにかぶりつくようにしてもう一個のタルトを選ぶのに十分、さらにそれを大事に大事に食べて、食べ終わるまでに三十分の時間を要した。

「はぁ～、満足満足～。こんなに幸せな気持ちになれたの、いつ以来かな～。ごちそうさまでした♪」

「満足していただけたようで何よりです」

　素直に美味しいと言い、素直に喜び、素直に欲しがり、そして素直にお礼を言う。自然体って言えばいいのだろうか？

　一緒にいてリラックスできる。花音はそんな不思議な魅力をもった女の子だった。

　花音はずずず、と紅茶を飲んで一息つく。少しばかりの沈黙の後、

「唐突に話が変わるんだけどさ、その、タケルくんに相談っていうか、ちょっと重たい話しても大丈夫かな？」

　少し言いづらそうに花音は切り出した。

「重たい話？」

「うん。花か穂ほにも内緒なとびっきりヘヴィな話。今日、はじめて会った人にするような内容でもないんだけど、でもタケルくんにしか出来ない話でもあるんだ」

　花音の纏まとう空気がさっきまでとは百八十度変わる。けど、その裏にある真っ直ぐさは同じだった。

「もしかして、花音が神楽かぐら特とつ区くに来た本当の目的って、僕にその話をすることだったのかな？」

「うん。花穂の様子を見に来たってのも噓うそじゃないんだけど、一番の理由はこれ。あたしの利己的で傲ごう慢まんな我わが侭ままなお願いをね、タケルくんに聞いてもらえないかなって思って来たんだ」

　何も偽いつわらず、感情も言葉も心もまっすぐに直球勝負。それがきっと花音の生き方なんだろう。だから、僕も何も偽いつわらずに返す。

「とりあえず、話を聞くだけならできるよ。花か音のんのお願いを聞けるかどうかはわからないけど」

「うん、ありがと」

　花音は真っ直ぐに背筋を伸ばすと、コホン、と花か穂ほとよく似た仕草で一度咳せき払ばらいをして、




「──あたしさ、もうすぐ死んじゃうんだ」




　淀よどみなくそう言葉にした。
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（Shino's view）




「よっ、久しぶり」

　肩越しに軽い声をかけられて、東雲しののめ詩し乃のは振り返った。

　そこに立っていたのは、ネクタイをゆるめ、首元を開けたＹシャツに草臥くたびれたダークグレーのスラックス。ボサボサのままの髪、顎あごには無精ひげとどこからどう見てもうだつの上がらないサラリーマン風の男だ。

「遅い。三十分の遅刻よ」

「悪い悪い。これでも急いで来たんだけど、尾行を撒まくのに結構手間取っちゃってさ」

　睨にらみつける詩乃の視線をさらりといなして、男は詩乃の正面の席に座った。

　間接照明による薄暗い店内にはゆったりとしたジャズがＢＧＭとして流れている。カウンターと二組のテーブル席からなる小さな店構えは密会をするには持って来いの場所だ。

「尾行？　ぜんぜん撒けてないじゃない」

「おっ、気がついた？」

「当然。あんたの後に入ってきた、あからさまに怪しい連中がこっちを意識してるんだもの。気がつかないわけないでしょ」

　詩乃は顔を動かさずに視線だけで男の後方、カウンター席に座る三人組の男の姿を確認する。

　国籍まではわからないが、風ふう貌ぼうからどうやらアジア人のようだ。漂ただよわせている雰囲気は堅かた気ぎのそれとは明らかに違う。

　詩乃に気づかれている時点で大した存在ではないが。

「撒いたのは俺おれの同僚だよ。ったく、久方ぶりの妹との逢おう瀬せだっていうのにウチの連中、わざわざつけてくるんだもんな。まったく無粋な連中だよ。で、アイツらは意図的に連れてきたのさ。お前にも念のため顔を見せておこうかと思ってね」

　そう言って男──防衛省情報本部ＤＩＨ所属、東雲しののめ暁あかつき一佐は不敵に笑った。

　そりゃあ、兄妹とはいえ、カンタトリス音楽院学院長と日本の情報本部情報官が密会をするとなれば監視を付けられても当然だ、と詩し乃のは思いつつも、暁があえて連れてきたという男たちに意識を集中させた。

「どこの連中？」

「中国。『龍尾ドラゴンテイル』の連中さ」

「龍尾って──中国の犯罪シンジケートの連中がなんでこんなところに？」

「最近、ウォーターフロントにあるスカイタワーに入ってきたんだよ。ジオ・ネットワークス社。表向きはＩＴ系の企業となっているけど、実態は龍尾の神楽かぐら特とつ区く活動拠点といったところだな」

「活動拠点、ね。具体的な動きは？」

「今のところは何とも。ただ、気をつけろ。奴らの狙ねらいは多分、カンタトリス音楽院、そしてお前だ」

　暁の言葉を正面から受け止め、詩乃は目で続きを促うながす。暁はポケットからタバコを取り出し火をつけると、紫煙をくゆらせてから詩乃に顔を近づけた。

「音楽院に蓄積された歌姫カンタトリス及び魔法関連の研究データ、そしてお前の頭脳がどうしても欲しいらしい。ドイツ、イタリア、中国の連中は」

　だらしなさの浮かんでいた暁の表情が一気に引き締まる。その眼光に鋭い光が宿っていた。

「もしかして、六月の音楽祭襲撃事件の目的も、本命はそっちだったってこと？」

「ご名答。あいかわらず頭の回転が速いなお前は。あの日、イタリアと中国によるカンタトリス音楽院への襲撃が予定されていたんだとさ。ドイツの宝石歌姫ビジユカンタトリスがお前の身柄を拘束の後、イタリア、中国の部隊による学院への襲撃、占拠。学院とお前の解放を交渉の材料に、平和条約で定められた国家登録歌姫数の制限の解除、魔法に関連する研究及び実験の予算制限緩和、カンタトリス音楽院に蓄積された魔法学研究データの開示を迫るつもりだったらしい」

「そんな交渉のテーブルに戦勝国側がつくとも思えないけど」

「だろうな。それはもちろん想定済みだ。で、交渉が決裂した場合、学院関係者や生徒たちを人質にお前を従属させ、そこから本格的な武力の行使、というのが奴らの描いていたシナリオだったってわけだ。戦争経験のあるお前が味方につけば、戦力のバランスが大きく傾くからな。優れた防衛設備を持つカンタトリス音楽院を拠点にまずは神楽特区の自衛組織を無力化、戦勝国側の態勢が整わない内に神楽特区全域を占拠。ここまでくれば、国土が戦域になると予想される日本は確実に平和的方針に流れるだろうし、ロシアとはすでに話がついていたなんて情報まである。一気に形勢逆転ってとこだ」

「ロシアがなぜ？」

「さあね。ま、あそこの敵は今も昔もアメリカだからな。アメリカを出し抜ける破格の条件でも提示されたんだろう。ま、実際は姫ひめ咲さき明あ日す香かの介入によってお前の拘束は失敗、さらには事前に情報を摑つかんでいたアメリカ、イギリスの牽けん制せいでイタリア、中国は動けずじまい。ロシアも静観したまま。結局、ドイツだけが割を食った形で落ち着いたわけだ」

　なるほど、裏ではそういう動きがあったわけか、と詩し乃のは納得する。

「で、今度は国としてではなく、裏の組織を使って何か企たくらんでるってことね」

「そういうことだ。回復の兆きざしの見えない深刻な世界的な経済不況、解決策の見つからないエネルギー資源枯こ渇かつ問題、その他もろもろ行き詰まっていた感のある現代社会において、魔法はそれを打破できる可能性をもった新しい概念だからな。誰だれもがその研究・開発でイニシアティブを取りたいと思っている中での条約による制限だ。このままでは差が広がるばかり。敗戦国の連中が何とかしたいと思うのも理解はできるさ」

「じゃあ、先月のイタリアからの提案の真意は？」

　イタリアの宝石歌姫ビジユカンタトリス、モニカの『特別提案権』を使っての『公式競技規則ルールブツク』の改訂、ＩＣＣ主催大会におけるタッグマッチの追加が行われた。実際、九月大会『セプテンバーエリミネーション』から公式に──つまり勝者にＩＣＣポイントが与えられる試合としてタッグマッチが行われることになっている。

「来武ライブという枠組みの中で、現状をひっくり返すための可能性の模索といったところかな。ここ数年、ＩＣＣランキングの変動はほとんど無かったからな。条約によって色々と制限されているドイツ、イタリア、中国はずっと下位のままだし、このままならそれがひっくり返ることはないだろう。ならば、可能性のひとつとして一石投じてみたってところじゃないか。もちろん、それなりの勝算もあるんだろうが」

「ポイントを稼かせいで特権を行使し、堂々と条約の緩和を提案するってことね」

　歌姫カンタトリスの獲得したＩＣＣポイントによって国、及び歌姫に与えられる特別提案権──特権は外交のカードとして大きな力を持つ。

　しかし、特権は特権によって相殺されるため、例えば一国だけが膨ぼう大だいな利益を得るような無茶な提案をしたところで、それをよしとしない他国の特権によって相殺され終了だ。それをゴリ押すには反対する全ての国の合計を上回る特権を行使すれば良いのだが、それは事実上不可能である。

　改革を望む国は総じてＩＣＣランキングの下位にあり、現状維持を望むアメリカを中心とした上位国にはどうしたって特権数で勝つことが出来ない仕組みになっているからだ。

　ただ下位国を締め付けるだけでは現状のシステムは破は綻たんするだけなので、大勢に影響の無い範囲で上位国がお目こぼしをした提案を幾いくつか通す、というのがＩＣＣの設立及び来武ライブというシステムが出来上がってからの流れになっている。

　結果、魔法学分野での格差はＣ９内に於おいても確実に広がってきているのだ。

「ま、何をどうしたところでこの歪いびつなシステムがそれほど長続きするとは思えないけどな。と同時に、せっかくエンターテインメントとしての生ぬるいルールを構築してまで魔法を大衆にとって親しみやすいものへと仕立て上げたんだ。それを壊したくないのも事実だろう」

　幻創曲レチタテイーヴオはあくまで魔法を現実へと展開するための式である。だから、わざわざ誰だれかに聴かせる必要なんてどこにもない。合図に合わせて演奏を始める必要もなければ、堂々と歌っている姿を晒さらす必要もないのだ。

　魔法を発動させるだけなら奏士トルヴエールは必要ないし、奏士無しの魔法でも街を破壊する程度なら簡単にできる。歌姫カンタトリスとは武器も持たずに、そんな素振りを見せずに武力行使を行える、ただ存在するだけで兵器と呼べる存在なのだ。

　故に魔法の使用は厳しく制限され、その処罰は非常に重たいものとなっている。

　逆に言えば、その本質を知れば、魔法は民衆にとってはただの恐怖の対象となってしまう可能性もある。

　魔法に携たずさわる人間が一番危き惧ぐしていることは大衆が魔法排斥の方向に動くことで、魔法が人類にとって必要不可欠なものである、という免罪符を得るまでは魔法自体が生ぬるいものであるという認識でいてほしいのだ。

　カンタトリス戦争における大部分の事実は情報操作によって歪わい曲きよくし伝えられ、隠いん蔽ぺいされ、あるいは装飾された。

　だからこそ、今の私はこうして存在していられるのだけど──と詩し乃のは自じ嘲ちよう気味に口元を歪ゆがませた。

「で、ひとつ相談があるんだが。情報提供料として引き受けてくれないか？」

「なに？」

「ジオ・ネットワークス社の連中に国にお帰りいただくためのネタが欲しい」

「そんなこと簡単に言われても困るわよ。私はあくまで学院長でしかないんだし。工作活動はそちらの本業でしょ？」

「ああ、だから今してるんだよ。確かお前の学校に龍尾ドラゴンテイル幹部のご子息が居たはずだよな。大変プライドがお高く、それでいて親離れの出来ていないお坊ちゃまが」

　とぼけた調子でありながらも、その眼光は鋭く詩乃を射ぬく。抜け目のなさは相変わらずか、と詩乃は白旗をあげた。昔からこの兄のお願いごとには弱いのだ。

「約束は出来ないわよ。風が吹いたらその背中を軽く後押しをするくらいしか」

「それでいいさ。さて、難しい話はこのくらいにして、後は久しぶりに兄妹水入らずの団だん欒らんといきますか。今日は俺おれのおごりだ。なんでも好きなものを食ってくれ」

　調子のいいその声に、詩し乃のはやれやれとばかりに肩をすくめた。





　　◇◇◇






　四肢をベッドに投げ出したまま、僕はぼんやりと天井を見上げていた。

　いろんな事を考えながらもその思考はまったく形にならず、ぐにぐにと姿を変えては汚泥のように頭の中を占拠し続ける。

　夕方、アポワルージュで花か音のんから聞いた話の内容。どうして花音がこのタイミングで神楽かぐら特とつ区くへとやって来たのか。どうして僕を探していたのか。

　その理由は僕が想像だにしていなかった内容だった。花音と別れ、こうして自宅に戻ってきた後も、感情を、思考を上手に処理しきれないでいる。

（花音の願い、叶かなえてあげたいとは思うけど……）

　思考は袋小路に迷い込んだまま、ぼんやりと数時間前のことを思い返していた。




「──あたしさ、もうすぐ死んじゃうんだ」

　まるで世間話でもするように花音はそう言った。その表情も、その声音も、やっぱり自然体のままで、だから、僕は一瞬、花音が何を言っているのか理解できなかった。

　オウム返しのように口を開く。

「え？　死んじゃうって？」

「そのまんまの意味だよ。あたし、ちっちゃい頃ころから重たい病気でさ、今までなんとか頑張ってきたんだけど、もう限界なんだって。余命残り僅わずか。先週の火曜日だったかな？　担当のお医者さんからそう言われちった」

　あっけらかんと、決して強がってるわけでもなく、投げやりになってるわけでもなく、ただ事実を事実として花音は僕に語った。

「十八歳の誕生日までは生きられないんだって。だから永遠の十七歳。なんてね。想像以上に重たい話でびっくりしたでしょ？」

　喫茶店の窓から差し込む夕陽の赤を背中から浴びて、花音は柔らかに微笑ほほえむ。

　そんな花音とは対照的に、僕は激しく混乱していた。口内が一気に渇いて、温ぬるくなったアイスコーヒーをひとくち口に含んでから、次の言葉を探した。

「……えっと、その、冗談？」

「冗談だったら良かったんだけどねー。でも、残念ながら冗談じゃないんだな、これが」

　両手で頰ほお杖づえをつきながら、透き通った視線を向けてくる花音。その曇くもり無く力強い瞳ひとみが、花音の言葉が真実であることを雄弁に物語っていた。

　それにわかる。花か音のんと出会ってまだ数時間だけど、花音はそんな冗談を言う子じゃないって。

「あはは、あたしの為にそんな泣きそうな顔してくれてありがと。まだ出会ったばっかなのに、そんな顔してくれるなんてタケルくんはやっぱり優しいね」

「だ、誰だれだってそんな話を聞かされたら──」

　泣きそうになるし、悲しくだってなる。

「いや～これがね、同情してくれる人は結構いるんだけど、素直に悲しんでくれる人ってなかなかいなかったりするんだよ。って、そんなことはどうでもいいか。話、続けても大丈夫？　この後も聞いてくれる？」

　花音の言葉に僕は小さく頷うなずいた。花音は僕にお願いがあるって言っていた。それを叶かなえてあげられるかどうかはわからないけど、話を聞くことは出来ると僕は言ったのだから。

「まー、死んじゃうのはね、結構前から覚悟してたんだ。ショックがないかって言われればそんなことはないし、怖くないかって聞かれたら、そんなもん怖いに決まってるって答えるけど。あたし、基本的にはダメっ子ちゃんだからさ」

「そんなことないよ。花音は強い、と思う」

　そんな状態でありながらも、花音は取り乱すこともなく、自暴自棄になることもなく、こうしてそれを受け止めて笑っているんだから。

「それは花か穂ほのおかげなんだよ。こう見えてあたし、昔は結構荒れてたんだ。もう、どうして自分だけこんなに不幸なんだろうって。周りはみんな敵、あたしより幸せなやつはみんな爆発しろっ！　みたいに思っててね。誰かれ構わず当たり散らしてたから、病院でも施設でも嫌われ者だったのさ」

「施設？」

「うん。児童養護施設。あたしが荒れていたもうひとつの理由。あたし、生まれてすぐに両親に捨てられたんだ。で、さらにおっきな病気を患わずらっちゃったわけでしょ。なんていうか、荒れて当然だよね。だから、病院ではお医者さんや看護師さんに反抗してばかり。施設でも暴れたり、いたずらしたり。どんどん孤独になっていったけど、どうせ死んじゃうんだからどうでもいいやって、ずっと思ってた。そんな時にね、花穂と会ったんだ」

「花穂と？」

「うん。花穂が施設に入ることになったの。戦争で両親を亡くしてね」

　花音の言葉に、僕の心臓はキリキリと軋きしんだ。

「あれ？　その顔、もしかして花穂から聞いてなかった？」

「うん」

　僕が頷くと、花音は失敗したって顔をしてから、言葉を続けた。

「じゃあ、あたしから聞いたってことは花穂には内緒にしておいてね。その、いつか絶対に花か穂ほが直接タケルくんに話すと思うから」

「うん、わかった」

　もう一度、しっかりと頷うなずく。

「で、続きね。荒れに荒れまくっていた当時のあたしは、当然新入りにロックオンするわけ。それにしてもずいぶんとぽやぽやした、気の弱そうな子が来たな～なんて思いながら、どうやっていじめてやろうとか色々計画を立ててね。追い出してやる、くらいのことまで考えてた。けど、物事ってのは思い通りに進まないもので、どんなにいたずらしても、どんなにキツイ言葉をぶつけても花穂はへこたれなかった。逆にあたしに付き纏まとうようになってさ」

　当時のことを思い返すように、花か音のんが上方に視線を動かす。僕の脳裏にも、ツンツンとした花音の後を、ほんわかした笑顔を浮かべた花穂が付いてまわるイメージが浮かんだ。

「で、ある日、あたしは訊きいたのよ。なんであたしに付いてまわるんだって。あたしはこんなにもあんたに意地悪して、ツラくあたっているのにって。そしたら花穂、なんて言ったと思う？」

「花音ちゃんの方が辛そうだから、とかかな？」

「あはは、さすがは花穂のパートナー、花穂のこと、よくわかってるね。正解。花穂はあたしに向かって『だって花音ちゃん、すごく辛そうだから。いつもひとりぼっちで、無理して怒ってて。でも、私わかるよ。花音ちゃんが本当は優しい女の子だってこと。だって、私にひどい事言った後、花音ちゃん、いつも後悔するような、泣きだしそうな顔するから』なんてこと言うのよ。『花音ちゃんにどんな悲しいことがあったかわからないけど、私は花音ちゃんとお友達になりたいな。無理して怒ってる花音ちゃんじゃなくて、元気よく笑ってる本当の花音ちゃんに会いたいな。そっちの方がね、きっと楽しいと思うよ』ってさ」

　ストローの包装紙を指先で弄いじりながら、花音はひとつ息を吐き出した。

「ひねくれて、意地を張って、強がって、周囲に当たり散らすことで悲劇のヒロインごっこをしていた花音さんはさ、それであっさりと陥落。まあ、ひねくれた性格は簡単には直らなくて、その後も結構迷惑かけちゃったんだけどさ。花穂はずっとあたしの友達で居てくれた。そして、花穂と花音、ふたり合わせてフラワーズって名乗って、フラワーズルールなんて作っちゃってね」

「フラワーズルールって？」

「ふたりが一生親友でいるための大切な約束事ってところかな。フラワーズルールその１、女が泣いていいのは嬉うれしい時と男を騙だます時だけ、みたいな」

　なんだかよくわからないけど、子供の頃ころのごっこ遊びの延長みたいなノリなのかな。

「結局フラワーズルールはその２までしか思いつかなかったんだけどね。ってどうでもいいか。とまあ、あたしと花穂の馴なれ初そめはこんな感じなんだけど──」

　これからが本題だよとばかりに、花か音のんが少し間をおく。

「あたしにね、花か穂ほが来武ライブで勝利するところを見せて欲しいの」

「来武で勝利って、次のＩＣＣの大会でってこと？」

「うん。あたしの時間が残されているうちに。次の大会が、きっと最後のチャンスだから。花穂の晴れ姿を、どうかあたしに見させてくださいっ！」




　それが、花音のお願いだった。

　出来ることなら叶かなえてあげたいと思うし、そうでなくても大会で勝利するのが僕たちの目標である。

　けど、さすがに次の大会──セプテンバーエリミネーションでは勝つことはもとより、代表に選ばれることさえも難しいだろう。

　学院長は今までの来武演習の実績をもとに次の代表を選ぶと言っていた。だから、学院の中で一番勝利数の少ない僕たちが選ばれる可能性は限りなくゼロに近いのだ。

　どんなに考えても、花音の願いを叶えてあげられる手段が見つからなくて、僕は自然とため息をこぼしていた。

「もう、これで七回目だよ、兄さんが溜ため息いきついてんの。悩み事？」

　明あ日す香かがうつ伏せになって肘ひじで上体を支え頰ほお杖づえをつきながら、僕の顔を覗のぞき込んできた。

「悩み事っていうか、考え事っていうか。どうやったら花穂と大会に出られるのかなって」

「そんなの、順調にいけばそのうち出られるわよ。へなぽ娘こには才能あるし、兄さんとの相性も悪くないし。ま、わたしの方が兄さんとの相性はいいけどね」

　そんなことを言いながら、明日香は僕との距離を縮め、仰あお向むけに寝転がっている僕の胸に顔を乗せた。

　重なり触れ合う身体と甘い香りに、明日香のやつ最近は際限なく甘えてくるなあ、なんてことを少し思いながらも、今はそのことで議論してる余裕もない。

「そのうちじゃ困るんだよ。来週の大会に出たいんだ」

　僕の胸の上で明日香の顔がぴくりと動く。じっと、探るような視線を投げかけてきた。

「来週ってどうして？」

「プライベートな部分もあるから詳しいことは言えないけど、花穂がステージに立ってスポットライトを浴びている姿を見せてあげたい人がいるんだ」

「ふ～ん。見せてあげたい人、ね。それは来週の大会じゃないとダメなのね？」

「うん。多分、それが最初で最後のチャンスだって」

　僕の答えに明日香は考え事をするように小さく唸うなる。明日香なりに色々と考えてくれてるんだろうけど、今回の件をどうこうするのはさすがに難しいだろう。

　かといって、夕方のあの花音の表情を思い出すと、簡単に諦あきらめることもしたくない。

　花か音のんにとって、これが最後のわがままなんだろうから。叶かなえてあげたい。

「ねえ、兄さん。兄さんにとって、その誰だれかに花か穂ほの晴れ姿を見せてあげるのは、すごく大切なことなんだよね？」

　真剣な声音の質問に、僕も真剣に頷うなずく。

「ん、わかった。なら、わたしも色々と考えてみるよ。ＩＣＣ絡んでるから、うまくいくって約束はできないけど」

「うん、ありがとう」

「でね、兄さんに頭なでなでしてもらえたら、いいアイディアが浮かんでくるような気もするんだけどなー」

　上目遣づかいでねだるように言う明あ日す香かに僕は苦笑しながらも、右手を明日香の頭へと移動させる。

　サラサラした髪を撫なでると「うんうん、これでいいアイディアが浮かんできそー」と明日香は気持ちよさそうに目を細めたのだった。





　　◇◇◇






（Kaho's view）




「おぉっ。花穂さん！　花穂さんのおっぱいはさらに大きく成長してるじゃないですか。これは揉もんでもらった？　もしくは自分で揉んだかー！」

　湯気がもうもうと立ち込める浴室の中で、花音が両手をワキワキと動かしながら迫ってくる。

「確認させなさい。花穂がこの半年でどのくらい成長したのか、お姉さんに確認させてみなさい」

「ちょ、だ、ダメだよ、花音ちゃんっ！」

「ふっふっふっ、その怯おびえる顔もそそりますなー。身を縮めて必死に胸を守ろうとするその仕草も堪たまらんです。しかぁし！　この狭い湯船の中、どこにも逃げ場などないのだよ、山やまの辺べ花穂くんっ！」

　があ～っと勢い良く花音の身体が跳ねて、そこを中心に水しぶきがあがる。

「わ、わぷっ」

　跳ねたお湯が花穂の顔にかかり、花音の両手はターゲットロックオンよろしく花穂の胸を摑つかんでいた。

「か、花音ちゃん。お風ふ呂ろの中で暴れたらだめだよ」

「んふふ～、これから訪れる快楽で暴れまわることになるのは花穂のほうだけどねー」

　にんまりとした笑みを浮かべた花か音のんは指先に力を入れた。その先にある花か穂ほの弾力がふにゃりと形を変える。

「ふわわぁっ」

「うんうん柔らかいのに張りがあって。この感触、堪たまらないねー。ええのんか？　ここがええのんか？」

「ひゃっ、あっ、ああんっ……だ、だめ、花音ちゃんっ」

「おぉ、色っぽい声。お姉さん、ドキドキしてきちゃったよ」

　楽しそうに言う花音を花穂は可愛かわいく睨にらんだ。そして、むん、と気合いを入れる。

「もう、こうなったら私も反撃するよ。花音ちゃん、覚悟」

「かかってきなさい。返り討ちにしてくれようぞ」

　湯船の中で、ふたりの裸体が跳ねて、じゃれ合って、そして「あはは」と笑い声が反響する。

　やっぱり花音ちゃんと一緒だと安心できるな。花穂は心からそう実感し、だからこそ心をちくちくと突き刺す痛み──不安を確認しないわけにはいかなかった。

　人差し指を花音の谷間からおへそに向けて滑らせる。その感触に、花音は擽くすぐったそうに身を捩よじらせた。

「痛く、ないんだよね？」

「うん。ぜんぜん平気だよ。見てくれはちょっと痛そうだけどねー」

　花穂の指先が触れているのは年とし頃ごろの女の子のすべすべな肌ではない。縫ほう合ごうした痕こん跡せき──つまり手術跡が残っているのだ。

　そして、その痕はそこだけではなく、花音の身体はいたる所にメスが入れられ、そして縫合されている。

「でも、やっぱり色気はないよねー。男の子がみたら引いちゃうかな？　まあ、男に見せる予定なんて今のところまったく無いんだけどさ」

　明るく笑い飛ばす花音。だけど、女の子なんだからまったく気にしていないはずなんてない。

　覚悟があったとしても、肌に傷跡が残ることへの感傷はあるだろう。だから、花穂は言葉にした。

「もし、花音ちゃんの裸を見る人がいて、その人が引いたりバカにしたりしたらすぐに私に言ってね。私がとっちめてあげるから」

　花音ちゃんのこの傷をそんな風に思う人がいたら許せない、と花穂は思う。

だってこの傷は誇れるものなんだから。花音ちゃんが一生懸命生きようとした、必死に病気と闘っている勇気の証なんだから。

　それに、私が付けさせちゃった傷でもある。

「うん、わかった。でも多分、花か穂ほに言うよりも先にあたしがぶっ飛ばしてると思うよ。しかもグーで」

　勝ち気な表情を浮かべながら、花か音のんは力こぶをつくってみせた。

　日常のほとんどの時間を病室の中で過ごしてきた花音の肌はやや色白く、体つきはどちらかと言えば華きや奢しやな方だ。

　けど、手術の跡を除けば健康体である自分の身体と大きく違うところなんて無いのだ。それなのに花音ちゃんの身体は病魔に蝕むしばまれていて、そして、きっと──。

　言葉にするべきかどうか、少し迷って、そして花穂は口を開いた。

「で、花音ちゃんが遊びに来た本当の理由はなに？」

　緊張のためか、やや問い詰めるような口調になってしまった。

「ん？　学校の前で言ったとおり、花穂の様子を見に来ただけだよ」

　花音は花穂の視線を正面から受け止めた上で、にこにことそう返した。

「最近、ちょっと身体の調子が良くてさ、外泊許可が出たんだよ。来週の日曜日までね。で、この期間になにしよっかなって考えたら花穂の顔が浮かんできたってわけ。しょっちゅう電話してたとはいえ、半年以上も会ってなかったわけだし。親友としては会いたくなるのも当然じゃない？」

　すらすらと言葉を繫つなげる花音。けど、花音が言葉を続ければ続けるほど、花穂にはその噓うそがわかってしまった。

　本人が思っている以上に、花音は噓が下手なのだ。花穂と最初に出会った時からずっと、花音は噓が下手だった。

　だからこそ、ふたりは親友になれたのだし、この時間がきっと、とてもかけがえの無い、大切なものなんだということに気づけた。

　気づけてしまった。

「あとは、いつも花穂が電話で言ってるタケルくんを見てみたかったってのもあるけどー。いい人だね、タケルくん。ちょっと惚ほれちゃったかも」

「だ、ダメだよー！　タケルさんに手を出しちゃダメだからねー！」

「わかってるって。花穂の想い人に手を出すわけないじゃん。あ、でも、ちょっとつまみ食いするくらいなら」

「花音ちゃんっ！」

　施設にいた時と同じように、花音が花穂をからかって、花穂が頰ほおを膨ふくらませて。そんなありきたりなやり取りの最中、花音がぎゅっと花穂を抱きしめた。

「花穂がひとり暮らしするって聞いた時は正直言って心配だったけど、タケルくんみたいな人が側に居てくれるんだったら安心だよ」

　耳元で、囁ささやくような花音の声が響く。

「うん、ほんと安心だ」

　それはまるで自分に言い聞かせるようなつぶやきで──だから花か音のんちゃんは噓うそが下手なんだよと。

　花か穂ほは胸の奥からこみ上げてくる大きな感情のうねりを抑えきれなくなって、花音の抱ほう擁ようを解くと、あわてて湯船から立ち上がった。

「あ、わ、私、髪洗っちゃうね」

　洗い場に出てシャワーのバルブを一気に回す。ノズルからはお湯になる前の冷たい水が降り注ぎ、土砂降りの雨のように花穂の顔を濡ぬらした。

　けど、花穂は避けるでもなく、冷水を浴び続けた。

　──ここで泣いちゃ、だめなんだから。フラワーズルールその１、守らないと。

　そんなことを自分に言い聞かせながら、必死に頭の中を切り替える。

　花音ちゃんが私の様子を見に来たというのは噓じゃない。ただ言っていないことがあるだけで。花音ちゃんはきっと、残された最後の時間で私に会いに来てくれたんだ。

　それが花音ちゃんの最後の望みだった。

　そして、私にとっても最後のチャンス。花音ちゃんとの約束を守るための、最後のチャンス。

　──泣いてる暇ひまなんて無い。

　花穂は打ち付けるシャワーの中で、ぎゅっと唇をかみしめた。





　　◇◇◇






「上は大火事、下は大水、これなーんだ？」

　場所は学院長室である。早朝、僕は目覚めると共に学院長へとメールを送った。少し相談したいことがあります、と。

　もちろん、相談の内容はセプテンバーエリミネーションの代表選考に関してで、実際に選定を行う学院長に色々と話を聞いてみたいというのが狙ねらいだ。

　コネを使って頼み込むのはさすがにアレだけど、話を聞くくらいならぎりぎりセーフだろう。

　明あ日す香かも手段を考えると言ってくれているけど、確実ではない分、出来る限りの可能性は模索していきたい。

　返信はすぐにきて、朝のＨＲ前に学院長室を訪ねてきなさいという内容だった。

　そして今。なぜか学院長の得意げな表情と共に、僕になぞなぞが提示されたのだ。

「あの、展開が予想外すぎて反応できないんですけど」

　いつもどおりセクハラはされるだろうなと身構えては来たんだけど、いきなり小学校低学年レベルのなぞなぞを出されるとは予想外だった。

「私に相談があるんでしょ？　このなぞなぞに答えられたら話を聞いてあげるわよ」

　セクハラではないにしろ、本題の前にひとつ雑談をしないと話は進まないらしい。まったく。僕は考えるまでもなく答える。

「お風ふ呂ろです。でも、今どき五右衛門ごえもん風ぶ呂ろなんてほとんど残ってませんから、そのなぞなぞ自体がどうかと思いますけど」

「不正解よ、神かん凪なぎタケルくん。問題はちゃんと聞かないと。でないと、私もキミの相談をちゃんと聞いてあげないわよ」

　艶つややかな黒髪をかき上げて、学院長は優雅に笑った。

「私が言ったのは、上が大水、下が大火事、じゃなくて、上が大火事、下が大水、なの。さあ、答えは何？」

　紫がかった瞳ひとみが挑発するように正面から僕を見た。

　悔しいことに、その瞳に吸い込まれそうになる。綺き麗れいな人だと心から思う。清せい楚そさと妖よう艶えんさの両面を持ち合わせた漆しつ黒こくの髪は見事な天使の輪を作り、髪とは対照的な白色の肌にはひとつの汚れもない。

　最上級の紫水晶を思わせる瞳には理知的な光を宿し、かと思えば口元には思春期の少女のような無邪気な笑みが浮かんでいる。

　相反する要素が絶妙のバランスで混じり合い、彼女にしか出せない独特の雰囲気をまとっている。綺麗でいて可愛かわいくて、知性的でありながら無邪気で、清楚でありながら色っぽい。

　それでいて若干十九歳という年齢でカンタトリス音楽院の学院長に就任し、さらには神楽かぐら特とつ区くの宝石歌姫ビジユカンタトリスでもある。世界でもっとも賞賛を受け、憧あこがれの視線を向けられている人物と言ってもいいだろう。

　僕だって、本性さえ知らないままであれば純粋に憧れていられたものを。

「わかりません」

　僕がそう答えると、学院長はその答えを待ってましたとばかりに口元をニヤリとさせ、

「キミをオカズにＢＬ的妄想に勤しんでいた昨日の私よ」

　あいかわらずの変態っぷりだった。ひねりにひねったセクハラだった！　ってかやっぱりセクハラかっ！

「あんたやっぱり最低だよっ！　そして、背筋がぞぞっとするので、そのうっとりした目で僕を見ないでください！」

「うふふ、そういうリアクションがまた堪たまらないのよね。ちなみに答えの意味はわかる？　上が大火事っていうのは妄想のあまり顔が火ほ照てってしまったことの比ひ喩ゆで、下が大水っていうのは──」

「ストォップッ！！！　それ以上はいろんな意味で危険なんで言わないでください！」

　つか、生徒の前でなにさらっと危うい発言をしようとしてるんだよ！

「え？　私はただ興奮のあまりお茶をこぼしちゃって床が大変だったのよって言おうと思っただけなんだけど、キミは何を想像しちゃったのかな？」

　ニヤニヤといやらしい視線を向けてくる学院長。

「もしかして、なにか生々しいこととか想像しちゃったり？　しちゃったり？」

　ここぞとばかりに得意げなのがこれまたムカつくわけで。このままいいように弄いじられ続けるのも悔しいな。僕にだって少しくらい反撃してもいい権利があるはずだ。

「そりゃ想像しますよ。なんせこの前、学院長の裸を上から下までじっくりと見ちゃいましたからね。詳細にひとつひとつの部位の形を記憶しちゃいましたから。もうリアルに色々想像できちゃって困ってます！」

　って勢い余って口から出たのはガチのセクハラ発言だった。ま、まあ、このくらいのセクハラ、学院長なら簡単にいなし──、

「なっ、ば、ばかっ！　あ、朝からな、な、なにいやらしいこと言ってるのよ！」

　って、あ、あれ？

「しょ、詳細に記憶って、だ、だめよ、そんなの！　は、恥ずかしいでしょ……」

　学院長は瞬間的に顔を真っ赤にし、両手をパタパタさせながら盛大にうろたえていた。












「それにリアルに色々想像って、こ、こ、これだから思春期の──あ、熱っ」

　わたわた動かしていた手が机の上のコーヒーカップにあたって、その中身が盛大に学院長へとぶちまけられた。

「だ、大丈夫ですかっ！」

「だ、大丈夫よ。もうだいぶ微ぬ温るくなってて、火傷やけどとかしてないから」

　取り乱しながらも、大丈夫だと手で僕を制する学院長。

　えーと、この人、もしかして自分に対するガチのセクハラ発言には極端に弱い？

　なんかこの取り乱し様を見ていると、普段のセクハラキャラはあくまでキャラ付けで、本当はものすごくウブで恥ずかしがり屋なんじゃないかって気もしてくる。

　温泉の時も、淡雪のような白い肌を全身真っ赤にしてたし、思ったよりも小さな肩はふるふると小刻みに震えていたし、学生には無い色香を漂ただよわせる豊かな双丘とその頂きに実った小粒の桃色な──って、そんなことを考えていたら本当に学院長の裸体が詳細に思い出されてしまったぞ。

　だ、ダメだダメだ、朝からそんなこと考えてたら色んな意味で──、

「あーもう、パンツまでグショグショになっちゃった」

　──僕はもう、何も言えなかった。




「で、相談って何かしら？」

　服を着替えた学院長が何事もなかったかのように僕に問いかけた。最初からこうなら話も早いのに。

「その、セプテンバーエリミネーションの代表選出に関してなんですけど」

「なに？　代表にしてくださいって裏取引でもしに来たの？」

　興味深そうな視線を受けながら、僕は首を横に振った。

「違います、さすがにそこまではしませんよ。ただ、僕達が代表に選ばれる可能性があるのか、あるのならば、どうすればその可能性が高まるのか教えてもらえたらなって思いまして」

「率直に言ってしまえば、キミ達のコンビが代表に選ばれる可能性はないわ。今の成績でキミたちを代表に選んだとしたら、確実に他の生徒から不満が出るでしょうね」

「……ですよね」

　学院長の答えは予想していた通りのものだった。

　僕達に大会に出たい理由があるように、他の生徒達にだってそれはある。

　みんな、大会に出ることを、そして結果を出すことを目標に毎日努力を重ねているのだ。だから、代表に選ばれるのは、それなりの説得力がなければならない。

　でなければ、それはただのズルでしかないのだから。

「ひとつ訊きいてもいいかしら？」

「はい、答えられることなら」

「キミがそこまでして大会に出たい理由は何かしら？　今までの実績から今回代表に選出される可能性が限りなく低いこと、さらに私にそのことを聞きに来ること自体があまり褒ほめられた行為じゃないことはキミも理解してることでしょ？」

「はい」

　学院長の言うとおりなので、素直に頷うなずく。

「理解した上で、キミがこうして行動を起こした理由を教えてもらえるかしら？」

　興味深そうな視線に晒さらされながら、さて、どこまで話したものかと僕は思考する。

　包み隠さず、すべてを話したら情にほだされた学院長が特別に──なんて甘いことを一瞬考えて、それは無いかと思い直す。そういうところでフェアな判断が出来るからこその学院長だ。

　それに、あまり軽々しく他人に話してもいいようなことではない。

「詳しい理由は言えないですけど、どうしてもセプテンバーエリミネーションのステージに花か穂ほを立たせてあげたいんです」

　僕が言葉を選んでそう伝えると、学院長は小さく首を傾かしげる。

「山やまの辺べを？　それはキミも一緒に、という意味ではなくて？」

「はい。そりゃ、僕も一緒に出られるのが一番いいですけど。でも、今回は花穂が選ばれることが最優先と言いますか」

「へ～、だったら可能性が無いわけでもないけど」

「本当ですかっ！」

　学院長の言葉に、僕は思わず前のめりになってしまった。

「簡単なことよ。代表選出が確実で、かつ固定のパートナーを決めていない上級生の奏士トルヴエール研修生とコンビを組めばいいの。このタイミングでのパートナー変更は誰だれの目から見てもあからさまだから色々と言われるでしょうけど、誰をパートナーとするかは本人たちの問題だからね」

「なるほど。で、花穂は誰のパートナーになればいいんですか？」

　選出が確実でパートナーの決まっていない奏士研修生となると、その数は限られているはずだ。僕には思いつく名前がなかった。

「ふ～ん、自分のパートナーが他の奏士と組むっていうのに余裕ね。それだけ山辺のことを信頼してるってことなのかしら。それとも、姫ひめ咲さきやシルヴィがいるから特に拘こだわってないとか？」

「いえ、そういうわけじゃ。もちろん花穂のことは信頼してますけど、これで花穂が新しく組んだパートナーの方が良いって言ったら仕方ないかなとは思います。もともとは僕が花か穂ほの足を引っ張っていたのが原因なわけですし」

　僕が最初からもっと花穂のパートナーとしてしっかりしていれば、演習の成績も変わっていただろうし、今回の代表に選ばれる可能性だって残っていたはずだ。

「さすがは似たものコンビね。これなら言っても大丈夫かしら」

「え？　何がです？」

「実はキミの前に山やまの辺べも相談に来たのよ。なんとかして代表に選ばれる方法はないですかって。すごく思いつめた顔をしてね」

「花穂が、ですか？」

　花か音のんは花穂にも言えない秘密の話って言っていたから、自分の余命のことは話していないだろう。ってことは花穂が自分で気がついてしまったってことなんだろうか？

「あまりに真剣だったから同じ事を教えてあげたんだけど、さすがにパートナーを変えるってことに対しては抵抗があるみたいだったわ。だから、キミが背中を押してあげるといいんじゃないかしら。そうすれば、山辺も安心できると思うし」

「はい、ありがとうございます」

「ちなみに今回の条件に当てはまるのはただひとり。奏士トルヴエール学科二年の張榮威チヤン・ウインウエイよ。残念なことに、と言えばいいのか、才能はあるけれど色々と問題の多い生徒だから、そこだけは気をつけてね」

　心配するような眼まな差ざしの学院長に僕は頷うなずいた。





　　◇◇◇






「おはよ、花穂」

「あ、タケルさん、おはようございます」

　教室につくと、花穂は席についてパラパラと楽譜をめくっていた。

　今日は学院長室に寄るために朝早く家を出ているので、時間的にはいつもよりもまだ早く、教室の中の生徒の数は少ない。

　別に毎日が遅刻ぎりぎりの登校をしているわけではないけど、進んで早い時間に来るような優等生でもないので（どちらかと言えば、朝から甘えんぼう光線全開な明あ日す香かの相手をしていてそれなりに遅い時間になってしまうのが事実だけど）ここまで人の少ない朝の教室は新鮮だった。

「タケルさんも今日は早かったんですね」

「ああ。ちょっと学院長に用事があったからさ」

　それだけで花穂は察したのか、少し申し訳なさそうに僕を見上げた。

「えっと、もしかして昨日花音ちゃんに何か言われました？」

「来週の大会で花か穂ほの晴れ姿を見せて欲しいって」

　窺うかがうような視線に素直に答えると、花穂の頰ほおが少し膨ふくらむ。

「あーもー、花か音のんちゃんったら。タケルさんにまで余計なこと言っちゃうんだからー」

「まあ、せっかくこっちまで出てきたんだし、親友の晴れ姿を見たいってのはわかるからさ」

「私も見せてあげたいとは思いますけど……」

　そこで言葉を濁す花穂。学院長の言うとおり、パートナーを変えてまで代表を目指すってことに抵抗があるみたいだ。

　眉まゆをハの字にして情けない顔をしている花穂の頭をぽんぽんと叩たたいて、笑いかけた。

「学院長から聞いたよ。花穂が代表に選ばれるための方法を」

「え？　あ、タケルさんも聞いたんですか……」

「うん。で、僕は賛成だ。今回、花穂は僕以外のパートナーと組んででも、代表になるべきだと思う」

　花穂の目をしっかり見て、正面からそう伝える。

「タケルさんは、私が別の人の演奏で歌っても、なんとも思わないですか？」

　上目遣づかいで僕を見ながら両手をぎゅっとグーの形にしてる花穂に、僕は首を横に振った。

「もちろん面白くはないよ。それに悔しいって気持ちもある。不ふ甲が斐いなさもね。けど、チャンスはこれっきりじゃないからさ。むしろ、花穂が僕以外の奏士トルヴエールとステージに立つのを見たら、なにクソって思ってもっと気合いが入るかも」

「本当ですか？」

「ああ。だから、僕に遠慮する必要なんてないよ。花穂が今まで頑張ってきた成果を花音に見せてあげないと」

　そのチャンスは今回しかないのだから。本音を言えば、その最後のチャンスに花穂の隣に居るのが自分でないってことがホントに悔しいけど。

「わかりました。じゃあ、今回だけそうさせてもらいますね。もちろん相手の人が私をパートナーにしてくれるかはわからないですけどね」

「張榮威チヤン・ウインウエイさん、だっけ？」

「はい。前に演習のパートナーに誘われた時に断っちゃってるんで、正直ちょっと不安ですけど、全力でお願いしてみます」

「うん。僕も応援するから、なんかサポートが必要だったらいつでも言って」

「はい。それで、あの、タケルさんっ」

「ん？」

「これ、新曲の楽譜です。今までで一番の自信作だって胸をはって言えます。昨日の夜、慌あわててアレンジし直したのでまだおかしなところがあるかもしれませんけど、本当に自信作なんです。それで、これはタケルさんにしか渡しません」

　それはつまり、今回のはあくまでイレギュラーで、これが終わったら絶対に僕のところに帰ってくるという花か穂ほの気持ちの証明。

　まったく、律りち儀ぎというか何というか。

「うん、わかった。早速、今日から練習しておくよ」

「はいっ」

　花穂はようやくいつも通りの明るい笑顔を浮かべてくれた。





　　◇◇◇






（Kaho's view）




「よ～しっ、頑張るぞっ」

　授業終了を知らせるチャイムがなって、担当の先生が教室を出ていった後、花穂は小さく気合いをいれた。

　上級生の、しかも、ちゃんと話をしたことのない人にパートナーにしてくださいとお願いに行くのは正直不安だ。

　けど、頑張らないと。花か音のんちゃんとの約束を果たすために。それにタケルさんも応援してくれたし。

　そう自分に言い聞かせて、ともすると逃げ出したくなってしまう弱い気持ちを花穂は奮い立たせて教室を出た。

　カンタトリス音楽院は三階建てで、三階に一年生、二階に二年生、一階が三年生の教室となっている。

　学年が違う者同士でコンビを組むことも珍しくはないが、それでも同学年同士で組む方が圧倒的に多いので、基本的に生徒が他の学年の階に来ることはさほど多くない。

　廊下にたむろしている生徒たちの顔もやはり見覚えがないものが多数で、花穂の緊張はますます高まっていった。

「す～は～」

　教室の扉の前で一度おおきく深呼吸をして気持ちを落ち着かせた。

（張チヤン先輩であってたよね？）

　一度パートナーに誘われているし、有名な先輩なので顔に覚えはある。間違えることはないと思う。

「よし、大丈夫」

　もう一度小さくつぶやいて気合いをいれると、花穂は扉を開けて教室の中を見回した。

　と、同時にクラスの中に居た二年生たちの視線が一気に花か穂ほに向けられて、思わず後ずさりそうになってしまう。

　ただでさえ、上級生たちの中に一人で踏み込むのは相当に勇気のいる行為だ。それに花穂はもともと気持ちの強い方でもない。

　──は、はやく終わらせたいな。

　焦あせるような感じできょろきょろと視線を彷徨さまよわせ、教室の一番奥側の席にようやく目的の顔を見つけた。

　腕を組み仰のけ反ぞるように座っているのが張榮威チヤン・ウインウエイ。そして取り巻くように四人の男子生徒が立っていた。

「ううっ……」

　張先輩ひとりを相手にするのだってかなりの緊張なのに、よりによってあんなに人が集まっているなんて。

　代表が内定しているくらいに成績優秀でルックスも悪くはない。家もお金持ちらしく羽振りが良いと評判の張はクラスの中心的存在である。取り巻きが居ることも日常的な光景なのだが、学年の違う花穂がそんなことを知るはずもなかった。

　思わず教室の入り口で固まってしまう。まるでリミッターが壊れてしまったかのように、際限なしにバクバクと鼓動が激しくなっていく。

　こ、これは、お昼休みとか放課後とかひとりでいる時に話しかけたほうが良いのかな？　皆さんでお話ししているときに割り込むのも悪いし。

　ってダメダメ。ここで逃げたら、いつまで経っても話しかけられなくなっちゃう。

　思わず浮かんでしまった嫌なことは後回しの思考をなんとか跳ね除けて、

「し、失礼します」

　花穂は教室へと足を踏み入れ、張の下へと歩を進めた。

「ん？　この僕に何か用かな？」

　花穂が眼前に立つと、張は面白そうに視線を寄越した。取り巻きの連中もニタニタといった表現がぴったりな笑みを浮かべて事の成り行きを見ている。

　オドオドした下級生がひとり教室に入ってきたのを楽しんでいるのだ。

「あ、あの、お話があるんですけど、お時間をいただけませんか？」

「別に構わないけど？」

　視線で話の続きを促うながす張に、花穂は困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「その、出来れば廊下とか、あまり人の居ないところでお話しできれば」

「嫌だね。時間がもったいないよ。俺おれに用があるんだったら今ここで言って」

　にべもない張の返答に今度こそ花穂は困ってしまう。

　これから張にお願いすることは、とても褒ほめられたことではない。教室の中には比較的頻ひん繁ぱんに張チヤンとコンビを組んでいる歌姫研修生イミテーシヨンの姿もあるし、そもそも下級生がそんなことをお願いに来ること自体、厚かましいって空気もあるだろう。

　そのことを誰だれよりも理解しているのは花か穂ほ自身だ。

　そして、張は自分に話しかけてきた時点で花穂の目的が何なのかを大体察していた。だからこそ、この場でそれを言わせようとしてるのだ。

　蛇のような冷れい酷こくな目が、獲物を捕らえるかのように花穂の身体に絡みつく。

　そこに潜む感情は何なのか──緊張のあまり軽いパニック状態になっている花穂にはそれを感じ取ることが出来なかった。

「ん？　なに？　話があるんなら早くしてくれない？」

　早口で責め立てるような口調は花穂の焦あせりを増幅させるため。そして、その思惑通り、花穂の思考からはどんどんと余裕が失われていった。

「あ、あの、そのっ……」

　数回、あえぐように口をパクパクさせてから、

「わ、私を張先輩のセプテンバーエリミネーションのパートナーにしてください！」

　九十度に頭を下げながら、意を決して言葉を発した。

　その瞬間、教室はざわめきだす。

　好奇、あるいは様子見だった視線のうち半分ほどが一瞬にして嫌悪、侮ぶ蔑べつ、嘲ちよう笑しように変化した。

　あからさまに罵ののしるような声も花穂の耳に届いていた。

　自然と足が震える。血がさーっと下がっていくのを体感している。いつもであれば「すいません、冗談でした」と頭をさげて逃げ出していただろう。

　けど、今回は逃げるわけにはいかない。花か音のんちゃんとの約束のためにも頑張らないと。

　心のなかで何度もつぶやいて、花穂は張からの回答を待った。

「パートナーね。考えてあげてもいいよ」

「え？　本当ですかっ？」

　予想外にあっさりとそう返されたので、反応が一瞬遅れてしまう。

「うん。一年生が勇気を出して来てくれたんだ。無下にはできないからね」

「あ、ありがとうございます！」

　これで第一段階は突破だ。最初は不可能だと思っていたけど、これで花音ちゃんに晴れ姿を見せてあげることが出来るかもしれない。

　そう考えて少しだけ頰ほおを緩めた花穂に、張の言葉が続いた。

「ただ、僕の一番の目的は来武ライブで勝ち続けること。そのために特定の歌姫カンタトリスをパートナーにしないで、その都度最適なパートナーを選ぶって方針を取っているんだ。そこで、君が僕のパートナーに相応ふさわしいってことを証明してもらいたい」

「証明ですか？　どうすれば……」

「なあに簡単なことだよ。僕は来週の月曜日にセプテンバーエリミネーションのパートナーを決定するつもりだ。だからそれまでの間、つまり今週いっぱい君は僕と一緒に過ごし、僕の指示に従ってもらう。一緒に行動して相性を確かめてみたいんだ。それで僕達の相性が問題ないようなら、君をパートナーとして登録してあげるよ」

「一緒にって、その、ずっとですか？」

「さすがにずっとだと君も気疲れしちゃうだろう。だから、そうだな、朝の登校とお昼休み、それと放課後。あとは僕からの呼び出しがあった時に一緒に行動する、って感じでどうかな？」

　──タケルさんと一緒に過ごせる時間は減っちゃうけど、今週いっぱいなら我慢できる。

「は、はい。それなら」

　花か穂ほが頷うなずくと張チヤンはにっこりと爽さわやかな笑みを浮かべた。

「よし、じゃあ決定だ。早速今日のお昼休みから付き合ってもらうけど、いいかな？」

「はい！　よろしくお願いしますっ！」

「うん、じゃあお昼休みに。悪いけど教室まで迎えにきてくれるかな？」

「わかりました。じゃあ、失礼します」

　もう一度大きくお辞儀をして、パタパタと軽い足取りで教室を出ていく花穂の背中を、

「これで今週は退屈しないですみそうだな」

　張たちは下げ卑びた笑いを浮かべながら見送ったのだった。





　　◇◇◇






「さて、今日の昼飯はどうしたものかな？」

　いつもであれば明あ日す香かに花穂、マイルズ、アーシアたちと一緒に学食に行ったりするんだけど、今日に限っては誰だれもいなかった。

　花穂は何やら例の先輩との約束があるとかで昼休みになると同時に教室を出ていったし、明日香は午後から宝石歌姫ビジユカンタトリスとしての仕事があると、午前中で学校を早退して東京の方まで出かけていった。

　日本の宝石歌姫でありながら学院に通うというわがままを押し通している明日香だけど、条件として宝石歌姫としての責任はきちんと果たすこと、というのがあるらしく、その辺はしっかりとこなしているのだ。

　マイルズ、アーシアも国からの視察が来ているらしく、ランチを一緒に取るということで出かけており、こうして見事にひとり残されたのだった。

「ま、たまにはひとりでのんびりするのも悪くないか」

　学食に行くか、部屋に戻って自炊するか、それともどっか食べにいくか、色んな選択肢を思い浮かべる。

　生徒、教員とも多国籍であるカンタトリス音楽院のお昼休みは、日本の学校とは違い長めに取られているので、比較的自由に過ごせるのだ。

　とりあえずいい天気だし、今日は外に出てみようかなと席をたったところで、

「タケル、いますか？」

　教室の入り口から顔を半分だけのぞかせているシルヴィさんを見つけた。




「今日はクラスメイトと一緒じゃないんですか？」

　暴走事件をきっかけに色々と吹っ切れたシルヴィさんだけど、学校内での態度は以前とさほど変わらずに、真面目でクールなままだった。

　教室の中で浮き気味なのも相変わらずで、『でも、それは仕方がないです。今までの自分が作ってきた環境ですから。きちんと受け止めないと』とすっきりとした表情で言ったのが印象的だった。

　もちろん、受け止めた上で少しずつ印象を変えようと頑張っている。けど、今まで自分が創り上げてきたキャラを変更するってのはなかなかに難儀らしい。

『癖くせになっちゃってる部分もありますし、それになんか恥ずかしいです。素の自分を見せるのは……』なんて愚ぐ痴ちったりもしていた。

　まあでも、少しずつでも確実に前進はしているみたいで、夏休み前の日に、『今日、教室に入るときに、おはようございますって言えました。そしたら何人かがおはようって返してくれたんです』なんてモジモジしながら小さな声で嬉うれしそうに報告してくれたもんだから、僕は思わずその小柄な身体を抱きしめたくなってしまった。

　なんて可愛かわいい生き物なんだろうと！

　そして昨日のメールで『一緒にお昼を食べるお友達ができました。まだひとりですけど』と新たな進展報告があったので、てっきりお昼はその子と食べるものだと思っていたんだけど。

　と、僕のポケットの中で携帯がブルブルと震えた。取り出してディスプレイを見ると、シルヴィさんからのメールの着信があった。

『今日はタケルに報告しておきたいことが出来ましたので、お友達とは別々で食べることにしました』

　僕に報告しておきたいことか。なんだろう？　っていうか、

「なんでこうして面と向かっているのにメールなんですか？」

　僕が訊きくとシルヴィさんはカチカチと携帯を操作してから、こっちを見た。

　僕の携帯がブルブルと震え着信を確認すると、シルヴィさんの頰ほおがほころぶ。

『メールだと何か問題ありますか？』

「いや、別に問題があるわけじゃないですけど、普通に話せる距離なんだから話した方が早いんじゃないかなと」

　そう言うとシルヴィさんは微妙にしょんぼりした顔で僕と自分の手元の携帯を交互に見た。

「…………」

　そして、無言のまま恨うらみがましい視線を僕に向けてくる。頰ほおもぷっくりと膨れていた。

　ええと、もしかして……。なんとなく、シルヴィさんが何を考えているのかわかってしまった。

「シルヴィさん、誰だれかとメール出来るのが嬉うれしくてやめられないとか？」

　今まで誰ともメールでコミニュケーションなんてした事のなかったシルヴィさんだ。こうして誰かとメール出来るのが嬉しくてたまらない状態なんじゃ？

　昨日の夜もなんだかんだ言って寝るまでの間、三時間くらいやりとりしてたし。

「……っ」

　僕がそう訊きくと、びくっとシルヴィさんの肩が跳ねて、急々とメールを打ち込む。そして着信。

『別にタケルとメールが出来るのが嬉しいわけじゃないです　そんなことありえないです　ただ練習しておいた方が良いかなって思っているだけで。噓うそじゃないですよ』

　バレバレだった！

　文面も至ってシンプルだし表情もクールに決めているけど、顔文字が致命的なまでにシルヴィさんの心情を表現していた！

　めっちゃ動揺してるし、最後なんとか誤魔化そうと必死だし！

　昨日、文字だけじゃ伝わりにくい感情をわかりやすく相手に伝える顔文字ってのがあるんで、使ってみると良いですよとアドバイスしたけど、こんな時まで顔文字で本音をわかりやすく伝えてこなくても！

　素直すぎるよシルヴィさん。なんかもう、ホント可愛かわいいなこの生き物は！

「メールなら家に帰ってからいくらでも付き合いますんで、直接会っている時は普通に会話しましょうよ」

　ニヤニヤしてしまうのを堪えながら言うと、シルヴィさんは高速でメールを返信。

『わかりました。タケルがそこまで言うのであれば、家に帰ってから沢山メールしてあげてもいいです。あくまで練習ですけど』

　って、めちゃくちゃ喜んでますよね！　シルヴィさんの顔をよくよく見てみるとニヤケそうなのを堪えて頰がプルプルしているのがわかる。

　シルヴィさんの本性がみんなにバレたら、あっという間に人気者になれそうな気がするぞ。それはそれで、なんかちょっと残念な気もするのは僕の中に芽生えた独占欲的なもののせいなのか？

　と、話を軌道修正しないと──

「で、僕に報告しておきたいことってなんですか？」

「花か穂ほのことです。今日の休み時間に二年の教室に来てちょっとした騒動になっていたものですから」

「ああ、張チヤン先輩にパートナーのお願いをしに行ったことですか？」

「はい。と言うことは、タケルはすでに知ってたんですね」

　シルヴィさんが意外そうな表情を浮かべた。確かに、事情を知らない人から見れば、知っていた上で花穂のことを止めなかったのは意外に思えるか。

「今回ちょっと理由があって、花穂をどうしても大会に出させてあげたいんです。だから、花穂とふたりで話しあってこうしようって決めたんですよ。それをわざわざ知らせに来てくれたんですか？」

「そうです。それと、花穂がちょっと心配で……」

「心配、ですか？」

「あまり人の悪口を言いたくないですが、張榮威ウインウエイは正直いって褒ほめられた性格ではないです。彼のせいで精神的に追い詰められて学院を辞めざるを得なくなった歌姫研修生イミテーシヨンもいるって噂うわさもあるくらいですから。だからタケルも花穂のこと、気をつけてあげてください」

　確か、学院長もそんなこと言っていたよな。色々と問題の多い生徒だとか。張榮威、一体どんなヤツなんだ？

　シルヴィさんがわざわざ知らせに来るほどなんだから、本当に問題があるんだろうけど。

「わかりました。僕も気をつけて花穂の様子を見るようにします。知らせてくれてありがとうございます、シルヴィさん」

「べ、別に当然のことをしたまでです。花穂のことは、その、友達だと思ってますし」

　視線を逸そらしながらぼそっと呟つぶやく。

　その仕草からは、以前の周囲を遠ざけて、ひとりで殻からに閉じこもっていたシルヴィさんの面影はまったく見えなくて、僕は嬉うれしくなってしまった。

　これでもう、魔法を暴走させてしまうことも無いだろうから。

「なにをニヤニヤしてるんですか？　なんかバカにされてるみたいで不愉快です」

「嬉しいからにやにやしちゃってるんですよ。シルヴィさんが花穂のことを友達だって言ってくれて。花穂もすごく喜ぶと思いますよ」

「なっ……」

　シルヴィさんの肌が桜色に染まって、ピューッと頭から蒸気が吹き出す。

　とっても不器用で、ずっと独りぼっちで過ごしてきたこの娘こに、早くいっぱい友達が出来るといいな。

　僕は心からそう願った。願うまでもなく、きっと出来ると思うけどさ。





　　◇◇◇






（Kaho's view）




「ほら、花か穂ほちゃん、モタモタしてると置いてっちゃうぞ」

「は、はい！　すいません」

　嘲あざけるような張チヤンの声に花穂は返答し、その歩速を速めた。

　学校から出るなり、張たちの態度は豹ひよう変へんした。いや、正確には元々そうだったのだ。ただ、花穂がそれに気づいていなかっただけで。

　張とそれを取り巻く四人の男子生徒。合わせて五人分、自分の分を合わせれば六人分の鞄かばんを持って、花穂は張たちの後を必死に付いて行く。

　歌姫カンタトリスは体力勝負の部分もあるので、花穂も見た目以上に身体は鍛えてある。しかし、鞄六個を抱え、さらには男子の歩く速度にあわせての移動はかなりの体力を消耗させていた。

　周囲からの好奇の視線に晒さらされていることも精神的にジワジワとくる。

　──これくらいなんてことない。花か音のんちゃんに比べればなんでもない。花音ちゃんの方が毎日ずっと大変なんだから。

　早速挫くじけそうになる心を奮い立たせて、花穂は笑顔を浮かべて張の隣へと並ぶ。

　額には玉のような汗が浮かび、息は軽く切れている。しかし、張たちはそんな花穂の姿を面白がるように見るだけだ。

「荷物持ちくらいしっかりやってもらわないと困るよ。この程度の運動で音をあげてるようじゃ、来武ライブ中、僕の演奏には到底ついてこられないからね」

「はい。まだまだ大丈夫です！」

「そう？　じゃあ、もうちょっと速く歩いてもいい？　あんまトロトロ歩いてると遊ぶ時間なくなっちゃうし」

　その言葉には当然拒否権なんてない。しかし、あくまで花穂から大丈夫と言わせる所が張たちの嫌らしいところだった。

　これで遅れたら、大丈夫だって言ったじゃんと再び花穂を責めることが出来るのだから。

　それでも、花穂には頷うなずくことしかできない。

「んじゃ、とっとと行こう。僕達学生にとって、放課後の一分一秒は血の一滴にも値するような貴重な時間なんだからね」

　楽しげに、そして自分勝手に歩み始める男たち。大声で談笑し、我が物顔で大通りを練り歩く。

　鞄かばんを落とさないように、数歩ごとに立ち止まっては抱え直し、そして小走りで男たちに追いつこうとする花か穂ほの姿は周りからはどのように映っているのか。想像もしたくなかった。

　けど、花穂にとってひとつだけ嬉うれしいことに気づくことが出来た。

　──タケルさんは、いつも私の歩く速さを気にかけていてくれたんだ。

　今までタケルと一緒に歩いていて、花穂は自分の歩速を気にしたことなんて一度も無かった。

　けれど、タケルと花穂では歩幅も違えば筋力も違う。もしタケルが自分のペースで歩いたとすれば、花穂がそれに合わせなければならなくなるのは目に見えてわかる。

　けど、そんなことは今まで一度もなく、自分の速度で歩く花穂の隣に、タケルの肩はいつもあった。

　そんな些さ細さいな発見が花穂にはすごく嬉しかった。

　──タケルさんも応援してくれてるんだ。このくらいで挫くじけたりなんてしない。

　垂れ気味の眉まゆ毛げをきりっと引き締めて、花穂は男たちの背中を追い続けた。





　　◇◇◇






「ただいま」

　アパートの玄関を開けて中に入るなり、珍しく机に向かいノートパソコンのキーボードを弄いじっている明あ日す香かの背中が目に入った。

　そういえば、こうしてこのアパートに帰ってきたとき、すでに他人の体温がある日常にも慣れてきたな。

　ただいま、という言葉が形式的なひとりごとではなく、帰宅の挨あい拶さつへと変化した。なんだかんだ言いながらも明日香をアパートから追い出せずにいるのは、帰宅したときに誰だれかがそこに居てくれるのが素直に心地良いって感じているからなんだろうな。

　なんてことを考えながら明日香に声をかける。

「仕事の続き？」

「ん、違うよ。仕事はちゃんと東京で片付けてきました」

「じゃあ、何してるんだ？　悪わる巧だくみか？」

　明日香の後ろに立って、パソコンのモニタを覗のぞきながら言う。

「もう、悪巧みってひどいなー。兄さんのために色々と根回ししてあげてるっていうのに」

　モニタ上にはいくつものチャットツールが立ち上がっていた。そこでやり取りされている言語は多種多様だ。英語にフランス語、スペイン語にロシア語か？

　僕も日本語の他に、神楽かぐら特とつ区くの公用語である英語なら日常会話が出来るくらいにはわかる。けど、ここまで多様な言語を扱うことは不可能だ。さすがは明あ日す香かだなあ。

「根回しってことは、もしかして花か穂ほの件？」

「ご名答～。いくつかアイディアが思いついたんで、実現可能かどうか下調べついでに根回しもしてるの」

　明日香の声音があからさまに褒ほめて、褒めてとアピールしていたので、僕は明日香の頭をぽんぽんと軽く叩たたいてなでる。

　明日香はご満悦な様子で鼻歌を交えながら、高速でキーボードを叩いて複数人と同時にメッセージのやり取りを続ける。

　明日香とやり取りをしている相手が誰だれなのか、気になるような、知るのが怖いような。

　きっと普通に生活していたら僕なんか一生会うことも無いような相手なんだろうけど。

　って、そうだ。こっちでも一応動いていることを明日香に伝えておかないと。

「あの、明日香。色々動いてもらってるのは助かるんだけど、一応こっちでも──」

「うん、知ってる。へなぽ娘こが二年の奏士トルヴエールと組むってやつでしょ？　そっちはそっちで進めちゃって全然ＯＫだよ。わたしの方のは実現させるとなると結構おおごとになっちゃうから、あくまで保険って感じで考えてもらったほうが良いかも。そっちが上手くいってくれるのが一番ありがたいかな」

　あまりにも出来すぎな明日香の返答にちょっと感動してしまう。

　いつも思うけど、うちの妹は本当にすごい奴だ。昔っからこうして助けてもらってばかりで。

　それに比べて僕は情けないよな。自分で出来ることは何もなくて、出来ることと言えばパートナーを他の奏士に送り出すことだけだ。

　そして大会本番にはステージに上がることもなく、客席から応援をするだけ。

　ほんと、情けなくて嫌になってくる。

　自然と固く握りしめていた拳こぶしが、温かくて柔らかな感触に包まれた。

　ふと気がつくと、明日香が椅い子すを回転させて僕の方を見ていた。

「自己嫌悪？」

　微かすかに首を傾かしげて、明日香が問う。

「わかるか？」

「当然。なんせわたしは妹ですから。しかも、ただの妹じゃなくて、兄さん激ラブな。兄さんの感情の変化に気づかないわけないじゃない」

　そう言いながら、両手を広げる。

「兄さん、正座」

「なんでだよ？」

「いいから正座。３、２、１、はい」

　なぜか明あ日す香かのカウントダウンに逆らうことが出来ずにその場で正座をする僕。

　と、左右に広げられていた明日香の両手が、僕の頭を包み込んだ。ぎゅっと胸に抱くように頭を抱きしめられる。

「正座してもらわないと抱きしめてあげられないからさ」

　頭の上から明日香の声が降ってくる。って言うよりもこの状況！

　僕の顔は見事なまでに明日香の胸の谷間に埋まっていた。顔を左右から挟み込んでくる心地良い弾力。Ｔシャツ一枚隔てて感じるこの生々しさは、多分ノーブラだ。

　さらに昼間駆け回っていたのであろう、微かすかに残る汗の匂においとバニラのように甘い匂いが混じり合った明日香の体臭が鼻孔をくすぐり、まるでフェロモンのように僕の心臓を揺り動かす。

　妹なのに、妹だってわかっているのにその感触と匂いは女を感じさせて、なんとも言えない感情がもたげてしまった。

「あ、明日香っ！　ちょ、まずい！　す、ストップ！」

「やだ」

　僕の必死の抵抗は一刀両断される。

「やだって、ほら、この状態はさすがに色々とマズイから！」

「なになに？　妹のおっぱいに顔を埋めて、気持ちよくなっちゃう？　変態な兄さんだなあ♪」

　それだけ聞くと確かに変態な兄の現状だけど、事実なので何も言い返せない。

「んふふー。でも、止めてあげない。これは自己嫌悪で落ち込んでいる兄さんを慰なぐさめると共に、わたしのヤキモチの解消なんだから」

「ヤキモチってなんの──」

「結局のところ、兄さんが頭を悩ましているのも、自己嫌悪に陥おちいってるのもへなぽ娘このためじゃない。まあ、そこが兄さんの良い所でもあるから文句は言わないけどさ、でもヤキモチくらいは素直に妬やかせてくれないと、妹としてはやってられないのですよ」

　もう、自己嫌悪のマイナスな感情はどこかに吹っ飛んでいってしまった。

　そこに関しては明日香に感謝だけど、その代わりに込み上がってきてしまったこのモヤモヤを僕はどう解消すればいいんだ！

　僕の心の叫びが明日香に届いたのは、それからたっぷり五分後のことだった。





　　◇◇◇






（Kaho's view）




　部屋の中には規則正しい寝息が響いていた。無防備な寝顔。掛け布団はすでに蹴けり飛ばされて、捲まくれ上がったパジャマの隙すき間まからは肌色が覗のぞいている。

　病室で寝てる時は、もっと寝相よかったのに。

　記憶の中の寝姿を思い出すも、実は目の前の、乱れに乱れた寝相の方が似合ってる気がして花か穂ほは思わず笑ってしまった。

「むにゃ、むにゃ……」

　どこまでも油断したその姿はリラックスしてくれている証。

「でも、布団は蹴っ飛ばしちゃだめだよ」

　季節は夏の終わりから秋の入り口。日中はまだ暑さが残っているとはいえ、夜になればその気温は幾分か下がってくる。

　ましてや花か音のんの身体は強くないのだ。ちょっとした風邪がきっかけで大きく体調を崩すことも珍しくはない。

　肩まで布団をかけなおしてあげてから、花穂は花音の寝顔をじっと見つめた。

　カンタトリス音楽院に入学する前は、白に彩られた病室の中で、こうして花音の寝顔を見守る日々を過ごしていた。

　湧わき上がる感情は様々で、思い出される記憶も様々だ。

　ただ、どの感情にも、どの記憶にも等しく伴うのはチクチクと刺すような胸の痛み。

「花音ちゃん。私、頑張るからね。頑張って、花音ちゃんとの約束を果たすから」

　そんな花穂の呟つぶやきと共に、記憶は三年ほど昔へと巻き戻る。




「花穂、またお見舞いに来たの？　あんたも物好きだね」

　ベッドの上で上半身を起こし退屈そうにテレビを見ていた花音は、病室に入ってくる花穂を見て一瞬相そう好ごうを崩し、慌あわてて迷惑そうな顔を作ってそう言った。

「うん。お見舞いに来ると花音ちゃんが喜んでくれるから」

　のんびりとした声で答える花穂に、花音はいたずらが見つかって母親に叱しかられた子供のように仏頂面を浮かべる。

　そんな仕草もまた可愛かわいらしいなと思いながら、花穂はベッド脇わきの椅い子すへと腰をかけた。

「調子はどう？」

「良かったら入院なんてしてないよ」

「そっか。じゃあ、身体に障るし、今日は帰ろうかな？」

「良くない、けど、特別悪くもないから別に少しくらいなら大丈夫」

　慌ててそう付け加える花音に花穂は思わず笑ってしまった。

　素直じゃないな、と思う。あるいは思春期特有の難しさもあるのかもしれない。

　ずっとひねくれて、他人にいじわるをすることで自分を慰なぐさめていた花か音のんにとって、嬉うれしいとか、側に居て欲しいとか、素直に自分の感情を表現するのは非常に照れくさいことなのだ。

「そっか。じゃあ、もうちょっとだけお邪魔しようかな」

　穏やかに微笑ほほえみながら花か穂ほはそう言った。

　花音にとっては悔しいことに、ふたりの力関係は圧倒的に花穂の方が上になっているのだった。

　もちろん、花穂はそんなことを微み塵じんも考えたりはしていないのだけれども。

「今日はね、花音ちゃんにお土産を持ってきたんだよ」

　学生鞄かばんの中をがさごそと漁って、花穂は二冊の本を取り出した。緑色の背表紙とタイトルを見て花音が目を輝かす。

「あ、『百物語』の最新刊じゃん！　もう出てたの？」

「うん、今日発売。花音ちゃん楽しみにしてたから大急ぎで買ってきたんだ」

「あ、ありがと」

　嬉しさと早く読みたいという欲求が照れに勝ったらしい。花音は恥ずかしそうに感謝の言葉を述べると、手を差し出す。

　その手の上に花穂は文庫を一冊、さらに重ねるようにしてもう一冊置いた。

「へ？」

　花音の視線が「なにこれ？」と疑問を投げかけていた。

「娯楽小説もいいけど、ちゃんと勉強もしないとダメだよ」

　もう一冊の本のタイトルは『中学数学が簡単に理解できる本』だ。

　途端に花音が苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

「勉強嫌い」

「だ～め。ちゃんと勉強しておかないと後で困るのは花音ちゃんなんだからね」

　優しい花穂の眼まな差ざしに花音は唇を尖とがらせる。

「別に困らないよ。どうせ困るほど長く生きられないし」

「花音ちゃんっ！」

　多分、花穂が人生の中で初めて心から怒ったのはこの時だったと思う。

　言葉と一緒に手が出ていた。ぴしゃりと、花穂の手のひらが花音の頰ほおを叩たたいた。

　びっくりした表情で花穂の顔を見つめる花音。

　文句を言ってやろうと口を開いて、そのまま閉ざした。

　花穂が泣いていたからだ。

　大きな瞳ひとみにいっぱいの涙を浮かべて、頰を叩かれた以上に沈痛な面持ちで。

　そんな顔を見てしまったら花か音のんはなにも言えなくなってしまった。それと同時に、嬉うれしいと思う自分がいて、花音は戸惑っていた。

「長く生きられないとか、そんなこと言っちゃダメだよ」

　嗚咽おえつ混じりの声。同情とか見せかけの言葉じゃなくて、心からの声。

「花音ちゃんの病気が大変なのは知ってる。毎日苦しんでいることも、手術が難しいことも。私なんかには想像もできない痛みと闘ってるのも知ってる。私は健康だから花音ちゃんの気持ちを理解してあげることなんて出来ないし、頭だって良くないから上手に気持ちを伝えることも出来ない。お見舞いに来ることしか出来ない。でもね、そんなこと言われたら私だって怒るよ。花音ちゃんのこと、好きだもん。ずっと花音ちゃんと友達でいたいもん。だから、長く生きられないとか、そんなこと言っちゃだめ……」

　泣いている花か穂ほを見て、花音の肩からすーっと力が抜けていった。

　親に捨てられ、天からも見放され、病院や施設でも腫はれ物もの扱いで、誰だれも自分のことなんて必要としていないって思い込んでいた少女。

　そんな少女がようやく自分の居場所を見つけたのだ。

「フラワーズだね」

「え？」

　花音の言葉に花穂が聞き返す。

「花穂と花音。お花ちゃん親友コンビ。フラワーズの結成だね」

　にっこりと花音が笑った。花穂はびっくりしたように目を見開いて、それから花開くように笑った。

　フラワーズ結成の瞬間だった。

「フラワーズ結成にあたりまして、フラワーズの約束事、つまりルールを設定したいと思います。フラワーズルールその１、女が泣いていいのは嬉しい時と男を騙だます時だけです。だから即刻泣くのを止めてください」

　花穂が自分のことで悲しみの涙を流すのを見るのが嫌だったから、花音はそう言っておどけて笑った。

　けど花穂は泣き顔のまま、

「この涙はルール違反じゃないよ。だって花音ちゃんと親友になれた嬉し涙なんだから」

「まったく～、花穂は～」

　つられて花音も泣いて、ふたりで抱きしめあった。

　この姿を看護師さんたちに見られたらきっと大騒ぎになっていただろう。それくらい、ふたりは号泣した。

　そして花穂の耳元で花音が囁ささやく。

「あたしさ、手術受けるね。成功する確率はさ、びっくりするくらいに低いみたいだけど、トライしてみる」

「花か音のんちゃん……」

　成功したらそれは奇跡。いたずらに身体に傷をつけるだけの行為かもしれない。

　けど、頑張ってみようかなと花音は思ったのだ。

「奇跡をね、諦あきらめない」

　ニカッと笑う。

「だから、花か穂ほもあたしに奇跡を見せてよ。あたしばっかり努力を続けるってのもさ、なんか不公平だし」

「奇跡って？」

「あれ」

　花音が指さした先。テレビ画面の中。そこにはステージ上でスポットライトを浴びている歌姫カンタトリスの姿があった。

「あたしが元気になった時にさ、親友が歌姫になってステージ上で喝かつ采さいを受けてるの。あたしはそれを見ながら、みんなに自じ慢まん気げに言うのよ。あれ、あたしの親友なんだよってさ。素敵だと思わない？」

「う、歌姫って、無理だよ無理～。私が幻創曲レチタテイーヴオを創るなんて奇跡みたいなものだよ」

「そんなのチャレンジしてみないとわかんないじゃん。花穂には歌姫としてのすごい才能が眠ってるかもしれないし。フラワーズルールその２。フラワーズはいつだって奇跡を諦あきらめない！　ＯＫ？」












　花か音のんの病気が治ることも、花か穂ほが歌姫カンタトリスになることも、どっちもどだい無理な話だ。

　ふたりとも、それはわかっていた。

　けど、それくらいに壮大な夢を追いかけていれば毎日少しずつでも前に進めると思った。

「わ、わかった。頑張ってチャレンジしてみる」

「うん、楽しみにしてるよ。花穂がステージ上で輝いて、あたしがそれを自慢する日が来るのを。約束だからね」

　優しい時間の中、ふたりの小指がしっかりと絡まった。






２章　─耐える心と応える想い─









「あれ？　今日はへなぽ娘こは来ないの？」

　朝の登校の時間。いつもなら花穂が合流をする辺で明あ日す香かがきょろきょろと首を動かす。

「今週いっぱいは張チヤン先輩と一緒に登校することになってるんだってさ。一緒の時間を過ごして相性を測るとかなんとか」

「ふ～ん。大変だね、へなぽ娘も。何をそんなに今度の大会に拘こだわってるのかわからないけど」

　確かに、事情を知らないと、わざわざパートナーを変更してまで大会に出たがっている花穂の姿は不思議に思うんだろうな。

「でも、わたしにとってはラッキーだけどね。こうして兄さんとふたりっきりで──」

「おはようございます、タケル。と、ついでに明日香」

　明日香の言葉を遮さえぎるようにして、鈴の音のような澄んだ声がかけられる。シルヴィさんだ。

「って思った側から、今度はぺったん娘こかー！　あーもう！　せっかくの朝の清すが々すがしい気分が台無しよ」

「それはこっちのセリフです！　言うに事欠いて、ぺ、ぺ、ぺったん娘とか！　失礼すぎます。死ぬといいです！」

　明あ日す香かの挑発に、シルヴィさんが顔色を変えて突っかかる。

「でも事実でしょ？　シルヴィの胸が残念なことは。あ、そうだ。それ、ギネスに申請してみたら？　きっと認定されると思うわよ」

「なっ！　むー！　む───！」

　バチバチと火花を飛ばすふたり。まったく、花か穂ほがいなくて大人しくなるかと思ったら、今度はシルヴィさんとか。

「今のは明日香が悪いよ。ちゃんと謝りな。たとえ事実だとしても言っていいことと悪いことがあるんだよ」

「タケルも死ぬといいです！」

　おわっ！　シルヴィさんのフォローをしたつもりが、とんだ地雷を踏んでしまった。

　ぷっくりと頰ほおを膨ふくらませたシルヴィさんに明日香がニヤニヤしながら謝る。

「ごめんさない、シルヴィ。兄さんの言うとおり、事実を突きつけるという行為が必ずしも正しいとは限らなかったわ」

　火に油を注ぐというのは、きっとこういうことを言うんだろうな。

　シルヴィさんは立ち止まると、びしっと明日香に人差し指を突きつけた。

「ふ、ふんっ！　そんなことが言えるのも今のうちだと思っておくがいいです。確かに今の私の胸は残念かもしれません。スカウターで計測しても戦闘力たったの５が良いところでしょう。しかし、しかしです！　この私がいつまでも今の私のままだと思っていたら大間違いです。一年、いや半年で私の胸は驚くほどの変化を遂げることでしょう。富士山のようにおっぱいボーンってなってスカウターもボーンですっ！　恐れ入るがいいです！」

　よくわからないけど、なぜかシルヴィさんは自信たっぷりにそう言い切った。

「ふ～ん、その自信がどこからくるかはわからないけど、その、さっきから微妙にへっぴり腰になっている姿勢となんか関係あるの？」

「それに気づくなんて、さすがは宝石歌姫ビジユカンタトリスだけありますね。これは激しい修行の反動というヤツです。名誉の負傷的な」

「もしかして腰を痛めたんですか？」

　僕が訊きくと、シルヴィさんは首を横に振った。

　じゃあ、なんでそんな腰を引くような感じで、微妙に上半身を前かがみにしているんだろう？

「ちょ、ちょっと擦れると痛いだけです」

「擦れるってどこがですか？」

　再びの僕の質問になぜかシルヴィさんは顔を赤くして睨にらんできた。

　え？　なんで僕は睨まれているんだろう？　という疑問はすぐに氷解する。

「胸の先が擦れて痛いんです！　私は昨日からバストアップのエクササイズを始めました。ア○ゾンで☆５つの高評価を連発していた教本に載っているエクササイズなのでおっきくなるのは確実です。さらに努力を怠らない私は書かれていたセット数の五倍は軽くこなしてみせました。これで私の胸の成長曲線右肩上がりはとどまることを知らないはずです。ただ五倍のセット数をこなした結果、ちょっと炎症気味になっちゃって肌がひりひりして擦れると痛いのです。って何を言わせますかタケルは死ぬといいです！」

　明あ日す香かは何だかとても優しい目でシルヴィさんのことを見つめていた。

　シルヴィさん、胸、大きくなるといいね。

　僕は心からそう思ったのだった。




　と、そんな楽しい雰囲気も、僕達が校門前に差し掛かった所で一気に霧散した。

「何あれ？」

　明日香の硬い声が響く。その声音には怒りと戸惑いが混じっていた。

「……花か穂ほ」












　シルヴィさんの表情にも嫌悪感が浮かぶ。

　視線の先に居たのは花か穂ほだ。そして花穂を囲むようにして二年生の男子生徒。

　さらに少し距離をおいて、何事だと遠巻きに見る生徒たちの姿がそこにあった。

　花穂は大量の鞄かばんを持たされていた。肩かけ鞄が三つ。抱きかかえるようにしてさらに三つの鞄。手にはコンビニの袋を持たされている。

　一方、花穂を囲む男子生徒たちは手ぶらだ。あきらかに違和感のある風景。

　息を切らしながら愛想笑いを浮かべる花穂に対して、男子生徒たちは圧倒的に優位な立場から弄もてあそぶような視線を投げかけている。

　まるで奴隷か何かでも見るように。

「…………」

　僕は無意識の内に唇をかみしめていた。

　花穂が、こんな仕打ちを受けているなんて想像もしていなかった。学院長からもシルヴィさんからも気をつけるように言われていたのに。

　僕の視線が固定された先。そこには、確かに整った顔があった。けど、下げ卑びた笑みの浮かんだその顔には人間的魅力なんてまったく感じられない。

　あれが張榮威チヤン・ウインウエイか。

　睨にらみつける視線に気がついたのか、張の顔がこっちを向いて、ニヤッと口唇を吊つり上げた。

　まるで挑発をするような表情だった。

「それじゃあ、おはようのキスでもしてもらおうかな？　山やまの辺べ花穂ちゃん」

　僕の方を見ながら、命令するように張が声を張り上げる。

　花穂の顔色が明らかに変わった。

「あれあれ？　君がどうしても僕のパートナーにして欲しいって言うからわざわざ僕が相手してあげてるっていうのに、調律チユーニングの練習も出来ないって言うの？」

　蛇のようにねちっこく、弱者をいたぶり搦めとるような声。花穂が顔を伏せる。身体が小さく震えていた。

「それで、本当に僕のパートナーになりたいと思っているわけ？　僕のパートナーになって、学院生の誰だれもが出たいと思っているセプテンバーエリミネーションに出場したいんでしょ？　だったらさ、少しは僕のパートナーになるって決意を見せてほしいな。元パートナーさんの前でさ」

　花穂がびくっと震えて、顔をあげた。そして、張の視線を追って、その目が僕を見つけた。

　今にも泣き出しそうな顔に、僕の足は自然と一歩前に出た。

　それを見て、花穂の目に強い色が浮かんだ。首を左右に振る。

　大丈夫です、と。その瞳ひとみが語っていた。

　言葉を交わさなくても花か穂ほの言いたいことがわかる。だって、花穂は僕のパートナーなんだから。

　血が滲にじむくらいに強く拳こぶしを握りしめて、僕は前に出そうになる足を止めた。

「あ、あの、頰ほおでもよろしいですか？」

　一度小さく僕にうなずいてみせてから、花穂が意を決したように一歩前に出て、張チヤンにそう伝えた。

「ばーか、冗談だよ冗談。本気にしないでよ。この僕が女の子に無理やりキスをさせるわけないでしょ？　まーでも、パートナーになるからには調律チユーニングは必要だ。で、僕は唇以外の調律は受け付けない。それだけはよーく覚えといてね。あと、嫌になったらいつでも言ってよ。僕はパートナーに困ってないからさ」

　それだけ言うと、張は身をひるがえして校門をくぐった。その後を取り巻きだと思われる連中が慌あわてて追いかけていく。

「ほーら花穂ちゃん、早くおいで。それとも、もう諦あきらめる？」

「い、いえ。すぐ行きますっ」

　花穂はもう一回だけ僕の方を見て、にこっと笑うと、小走りで張たちの後を追いかけた。

「兄さん」「タケル」

　心配するように明あ日す香かとシルヴィさんが声をかけてくる。

　僕は黙って首を振ることしか出来なかった。





　　◇◇◇






「先輩、これはいったいどういうことなんですか？」

「俺おれにも詳しく説明して欲しいもんだな」

　昼休みの食堂は普段とはまったく異なる雰囲気に支配されていた。そして、僕の正面に陣取ったアーシアとマイルズも納得のいっていない表情を浮かべている。

『あそこまでして代表に選ばれたいもんかね』

『歌姫カンタトリスとしてのプライドってものが無いんじゃないの。私は実力で選ばれて初めて意味があるものだと思うんだけどね』

　そこら中から聞こえてくる声だ。もはや陰口でもなんでもなく、あからさまに聞こえるように言っているのであろう。張たちの座る席と、カウンターの間を何回も往復している花穂に対して。

「あたしは花穂がそんな子じゃないってわかってるから、なんか理由があるんだろうなって思うけどさ」

「ハタから見たらどうしたって媚こびを売って代表にしてもらおうとしてるようにしか見えないわな」

　自分は何も食べずに張チヤンたちの注文を聞き券売機に走り、料理を持っては席に戻る。何往復もして張たちの料理をテーブルに並べると、今度は水だお茶だと追加で言われる。

　花か穂ほはそんなわがままを、愛想笑いを浮かべながらこなしていた。

　それは確かにマイルズの言うとおり、媚を売っている姿にしか見えなかった。

　そして、その姿は歌姫カンタトリスとして真剣に取り組んでいる生徒たちにとっては許しがたい姿なのだ。

　普段の花穂の成績、そして人柄の良さから、まだ静観している生徒たちも多い。心配してくれている子もいるみたいだ。

　けど、反感を持つ生徒たちの数も確実に増えてきていた。

（わざと目立つようにしてるんだよな、コレって）

　食堂の中央でそっくり返る様にしている張。大声で、周囲に聞こえるように花穂に命じている。

　みんなの注目がそこに集まるように。

「ねえ、先輩。こんなの絶対におかしいよ。そもそも花穂が先輩とのパートナーを解消してまで大会に出たがるなんて考えられないし、なんか理由があるんでしょ？　あのいけ好かない先輩に脅おどされてるとか」

「なんか困ってることがあるんだったら何でも言ってくれよ。力になるからさ」

　こういう時に、友達ってホントありがたいなと実感する。

「ねえ、先輩ったら」

　焦じれたように言うアーシアに僕は答えた。

「いや、別に脅されているわけじゃないよ。その、今回はちょっと複雑な事情があって、花穂はどうしても大会に出たいんだよ。ただ、花穂は決してズルをすることをよしとしてるわけじゃなくて」

　むしろ、そのことを一番気にしているのは花穂だと思う。

「そんなんわかってるよ。だから歯がゆいって言うかさ、みんなが花穂のことをそう思っちゃうじゃん」

　その声音に苛いら立だちが混じっているのは、本当に花穂のことを心配してくれているからだ。

「うん。だからアーシアとマイルズは花穂のことを守ってあげてほしいんだ。今、みんなに対して一番申し訳なく思ってるのは花穂だと思うから。一番心を痛めているのも」

「そう、だよな。花穂ちゃんだもんな」

　マイルズは花穂たちの方に視線を向けて顔を顰しかめた後、吐き出すように言葉を続けた。

「にしても、あいつら、ほんと性格わりいな。俺おれ、久々にマジでぶっ飛ばしてーって思ったし」

「なんか花か穂ほのことを目の敵みたいにしてるよね。前に花穂がふったの、根に持ってるのかな？」

　アーシアがポツリという。そういえば、花穂もそんなことを言ってたっけ。一度、パートナーに誘われて断ったことがあるって。

「それはあるかもな。絵に描いたようなエリート様だし、めっちゃプライドが高いって噂うわさだからな」

　だから、その時の腹いせに、こうして花穂に恥をかかせているってことなのか？

　多分、そういった感情もあるんだろう。けど、僕にはもうひとつ気になることがあった。

　実はさっきから、何度も張チヤンと視線が合っている。

　あきらかに僕を意識している。そして、口角を吊つり上あげて挑発するような笑みを浮かべるのだ。

　今まで、一度も会話すらしたことが無いというのに、その視線には憎悪のようなものが含まれている気がした。

　僕、何かしたか？

　記憶をたどってみても、張先輩と何かあったという記憶にはたどり着かない。

　なんとも言えない居心地の悪さを感じながら、昼休みの時間は流れていった。





　　◇◇◇






　放課後。花穂は席に着いたまま、ぼんやりと窓の外を眺めていた。

　授業が終わってからすでに一時間以上も経っているので、教室に残っているのは花穂ひとりだけだった。

　疲れが溜たまっているのか、僕が教室の中に入っても気づかずに、外の景色を眺め続けている。

　僕は後ろから花穂に近づくと、物憂げな表情の浮かんだその頰ほおに──

「ひゃうっ！」

　冷たい缶ジュースを押し付けてやった。

「な、な、な、何事ですかーっ！　って、タケルさん？」

　花穂が勢い良く振り返って、そして僕を見上げた。

「ほれ、差し入れ。翼が生えちゃう程に元気になれる栄養ドリンク。だいぶ疲れてそうだから」

「え、あ、はい。ありがとうございます」

　花穂は僕から缶を受け取ると、にへりと笑った。

「大丈夫か？」

「はい、大丈夫です。まだまだへっちゃらです」

　ってそうだよな。そんな聞き方をしたら、花か穂ほは必ず大丈夫って答えるに決まってるじゃないか。本当はかなり参っているはずなのに。

「そっか。でも、先輩の中にひとりはちょっとキツいだろ？　その、大したことは出来ないけど、愚ぐ痴ちとかなら聞くぞ」

　僕がそう言うと、花穂が僕の顔を見つめながら「ん～」と少し考えて、

「じゃあ、エナジー補給をさせてください。このドリンクよりも私には効果的な補給方法があるんです」

　栄養ドリンクを机に置いて立ち上がった。ふたりして向き合う形になる。

「エナジー補給、してもいいですか？　手伝ってくれます？」

「いいけど、僕はどうすればいいんだ？」

「タケルさんはそのまま立っててくれればいいです」

　花穂の身体がゆっくりと前のめりに倒れてきて、こつん、とおでこが僕の胸に押し当てられる。

　そのまま体重が僕に預あずけられて、花穂の両手が僕の背中に回された。

　密着するふたりの身体。「はあ～」と花穂の吐息がこぼれた。

　静まり返った夕焼けの教室の中で、花穂の体温だけがダイレクトに僕へと流れてくる。

「か、花穂？」

「ただいまエナジー補給中です。タケルさんはそのままじっとしていてください」

「いやあ、じっとしててくださいって言われてもさ」

　こんな風に抱きしめられたら、色々と──

「じゃあ、私の身体を抱きしめ返すとか、頭をなでなでするとか、背中をぽんぽんしてくれるとか、そういうことはしてもいいですよ」

　顔を僕の胸に埋めたまま、少しだけ甘えるように花穂がそう言った。

　僕は、そっと花穂の背中に手を回した。

　小さな身体。こうして抱きしめてみて初めてわかる。細くて華きや奢しやで、ちょっとでも力を入れたら折れてしまうんじゃないかって、そんな風に感じる花穂の身体。

　支えてあげないとな。こんなに小さな身体で頑張っているんだから。

　今回は一緒にステージにあがれないけど、パートナーとしてちゃんと支えてあげないと。

「やっぱり、私の本当のパートナーはタケルさんだけです。こうしてると、すごく元気になれるんですから」

　それから暫しばらくの間、花穂は僕の胸に顔を埋めたまま、じっとしていた。

　話をするでもなく、ただこうして体温を交換し続けるだけ。でも、そこには安心感が漂ただよっていて、心地よい時間が流れた。

「よしっ。補給完了です！　これでまた頑張れます」

　元気よく花か穂ほが言って、僕から離れる。すっきりとした顔をしていた。

「でも、あんまり無理はするな。辛くなったらすぐに言えよ」

「はい。そしたらまた、補給させてくれますか？」

「ま、まあ、花穂がどうしても必要なようだったら」

「そうですね。あんまりしすぎて効かなくなっても困っちゃいますからね。ではタケルさん。そろそろ時間ですので、私は先輩たちのところに行ってきます！」

　眉まゆをきりりとさせて、花穂が敬礼をした。

「おう、行ってらっしゃい」

　パチンとハイタッチをして、僕は教室を出ていく花穂の背中を見送ったのだった。





　　◇◇◇






　ある程度の周囲の反発があることは、花穂も覚悟していたと思う。

　どんなに重たい理由があるにしろ、それはあくまで花穂の個人的な理由であるし（もちろん理由を聞いたら納得してくれる人もいるだろうけど）手段としては正々堂々と言えるものでもない。












　それでも、ここまで周囲からネガティブな感情を向けられるようになるとは予想していなかったはずだ。

　それもこれも、張チヤン先輩の花か穂ほに対する態度のせいなんだよな。花穂の態度が周囲から卑屈に見えるようにコントロールしてるとしか思えない。

「どうして、そんなことするんだろうな。やっぱり演習のパートナーを断られたことを根に持ってるからか？」

　僕は昨日に引き続きパソコンで何やら作業をしている明あ日す香かの背中に投げかけた。

「それも無いとは言えないけど、わたしはどっちかって言うと、その張って人が兄さんのことを意識してるって方が気になるかな」

「やっぱり意味があると思う？」

「うん。あくまでわたしの想像なんだけどさ、張って人の一番のターゲットは兄さんだと思うよ」

「僕がターゲット？　なんで？」

「色々想像していくと、そう考えると一番すんなりといくから」

　くるりと椅い子すを回して、明日香が僕の方を向いた。

「まず、張さんがへなぽ娘こにフラれたって話だけど、へなぽ娘の性格を考えるに『私にはもうタケルさんてパートナーがいますから。ごめんなさい！』みたいな感じで断ったと思うわけよ。となると、張さんはどんな風に感じると思う？」

「僕に負けた、とか？」

「そう」

「でも、誰だれもそんな風には思わないだろ？　どう考えたって張先輩の方が優秀なのは明らかなんだし。それに、今ならまだしも昔の僕は本当にひどい有様だったんだからさ」

　演習の史上最短敗北記録なんてものを作ってしまったくらいに。

「だから尚更でしょ。よりにもよってこんな奴にってさ。生まれながらのエリートでとってもプライドの高い張さんにとって、それは非常に許しがたい事だったわけ。ついでに言えば、へなぽ娘が見た目も性格的にも可愛かわいい上に一年の中で才能がトップクラスだったってのも屈辱を上乗せしちゃってるのよね。新入生の有望株をあんな落ちこぼれに奪われるなんて、ってね」

「そんなの、完全な逆さか恨うらみじゃないか」

　そもそも競ったつもりも奪ったつもりもないわけで。僕としては花穂がパートナーになってくれたこと自体が、奇跡的というか、とてもありがたいことだし。

「でも、こっちの世界だと良くあることだよ。知らぬ間に色んな人から恨まれていた、みたいな。妬ねたみ嫉そねみはどうしたって無くならないもの。さらに兄さん、詩し乃のにも気に入られてるでしょ？」

「うん。なぜかね」

「それも相当気に障ってると思うよ。学院長で神楽かぐら特とつ区くの宝石歌姫ビジユカンタトリス、黙ってりゃ美人の東雲しののめ詩し乃ののお気に入り。学院生なら男女問わず、誰だれだってなりたいと思うだろうし。そこに追加して日本が誇る美少女歌姫カンタトリス、姫ひめ咲さき明あ日す香かさんからも溺でき愛あいされちゃってますし」

「自分で美少女歌姫って」

「美少女でしょ？」

　ゆっくりと首を傾かしげた後、にっこり笑う。

　悔しいけど、美少女だった。

「そんな美少女のおっぱいを連日揉もんだりしてたら、世の男連中から目の敵にされても仕方ないね」

「ちょっと待て。僕が明日香のおっぱいを連日揉んだという情報は外に出回ってないはずだ。って言うより、僕と明日香は兄妹なんだから嫉しつ妬との対象になったりしないだろう？」

「そんなわけないじゃない。兄妹だって羨うらやましいものは羨ましい。兄さんとイチャイチャしてる時、かなりの殺意のこもった視線感じるもん」

「だったら、少しは外でのスキンシップを控えてくれよ」

　そんなんで、これ以上余計な敵を作りたくない。

「無理。っていうか今の時点でかなり我慢してるし。これ以上、わたしの兄さんに対する溢あふれんばかりの情愛を抑えるなんて出来るわけないよ」

　明日香はさも当然のようにそう言い放った。あれでかなり我慢してるって。

　日に日にブラコンパワーが増加していってるような気がするぞ。兄として、この教育方針は正しいのだろうか？　少し心配だ。

　妹とわかっていながら、時々グラッときちゃう僕の理性も少し心配だし。

「あとは、最近ぺったん娘こも手て懐なずけたでしょ。あの子、成績は良くなかったけど、家柄的には特別だから、やっぱり変な期待感みたいなものはあるのよね。さらにルックスは部屋に飾っておきたいくらいの美少女だし、心の底ではみんな意識してたと思うんだ。ただ誰にも懐かないってことで男連中は互いに牽けん制せいしあい均衡が保たれていた。けど、そこを兄さんが搔かっ攫さらっていっちゃったわけよ」

「いや、僕はシルヴィさんとは単純に友達になりたいって思ったわけで、搔っ攫うとかさ」

　可愛かわいいし、性格的にも最近ものすごく可愛いってのがわかってきたし、一緒にいるのが楽しくて女の子としても魅力的だなとは思うけどさ。

「なんかこうやって話してると、うちの兄、ちょっとはしゃぎ過ぎじゃね？」

「はしゃぎ過ぎじゃないから！　急に冷たい目で僕を睨にらむのはやめてくれ」

「だって、なんか腹立たしいんだもん。ま、いいわ。と言った感じで、張チヤンさん的には絶対に手に入れておきたくなるような美少女たちを兄さんが独占しちゃってるわけ。張チヤンさんからしてみれば全部奪われたって感じがしてるんじゃないかしら。それもよりにもよって、成績の冴さえない劣等生の、ルックスが特別いいわけでもなく演奏技術もそれなり、そして世界で一番妹のことを愛している、妹の身体でしか欲情できないシスコンな後輩に」

「今、最後におかしな所あったからな！　さらっと僕が変態にされていたからな！」

「つまり、花か穂ほをいじめることで、間接的に兄さんを攻撃してるわけよ。兄さんのことが相当気に入らないんじゃない？」

　僕のツッコミは無視され、明あ日す香かは真面目な顔でそう続けた。

「でも、僕が気に入らないなら僕に直接言ってくればいいのに」

「それをしたら兄さんのことが気に入らないって思ってることがバレちゃうじゃない。彼にしてみれば、表面上は兄さんなんて取るに足らない相手なんだからさ」

「なんか面倒な人だな」

「まあ、程度の差はあれどこにでもいるけどね。この手の人って」

　そんな生き方してても疲れるだけだと思うんだけど。けど、まあ、

「であれば、僕が下手に出れば、花穂に対する扱いも変わるってことか？」

「その可能性はあると思う。今までの話全部、わたしなりの解釈だから、間違ってる可能性もあるけど」

「うん。でもやってみる価値はあるかな。僕がみんなの前で頭を下げることで、状況が変わるもんなら安いものだ」

「む～」

「って、なんで複雑な顔をする？」

　明日香が腕を組んで、唇を尖とがらせる。

「複雑な気持ちだから。そう言い切れちゃうのが兄さんの素敵なところだし、へなぽ娘こへの待遇が変わるのも嬉うれしいと思うんだけど、それと同時にへなぽ娘愛されてるなーって」

「そりゃ大切なパートナーなんだからさ」

「わたしが同じような状況だったら、兄さんは同じ事してくれる？」

「そんなの当たり前だろ？　けど、明日香は優秀だから、その前に自分で解決しちゃいそうだけどな」

　明日香のことを守ってあげたいっていう欲求は昔からあるのだ。けど、そうなる前に自分で解決してしまうのが明日香で、逆にいつも僕が守られてばかりだ。

「そっか。優秀すぎるのも玉に瑕きずかぁ」

「僕はそんな優秀な明日香が大好きだけどね」

「なっ！」

　ぼんっ、と瞬間的に血が沸ふつ騰とうしたように明日香の肌が真紅に染まった。なぜかすくっと椅い子すから立ち上がって、直立する。そのまま五秒ほど固まった後、

「あ、い、今のもう一回っ！　もう一回言って！　録音っ！　録音させてっ！」

　携帯を高速で操作し僕の方に向けて、キラキラした目で見つめてきた。まるで独占スクープを摑つかんだ新聞記者のような勢いだ。

「い、言わない！　っていうか、なんでも録音しようとするな！」

「えー！　なんでよー、兄さんのケチー！　ブーブー！」

　不満そうに頰ほおを膨ふくらませて抗議してくる明あ日す香か。けど、その目め尻じりは嬉うれしそうに下がったままだった。

「もう、兄さんってたまに不意打ちでずるいこと言うんだからー」

　ようやくテンションが下がったのか、明日香は椅子に座り直すと椅子を机の方へと回転させる。

「よし。兄さんが嬉しいことを言ってくれたから、俄が然ぜんやる気が出たよ。もしもの時のことを考えて、こっちもバッチリ進めておくね」

　カタカタとキーボードを叩たたく明日香。ほんとに頼りになる妹だ。

　僕は心の中でもう一回、そんな明日香が大好きだよ、と呟つぶやいたのだった。





　　◇◇◇






「おっはよ、タケルくん。今日もいい天気だねっ」

　明日香と一緒の登校中に声をかけてきたのは花か音のんだった。

　相変わらず一目見ただけでは病気だなんてまったく感じさせない、明るく爽さわやかな雰囲気をまとっている。

「学校までご一緒していいかな？」

「僕は別に構わないけど」

　隣を歩く明日香に視線を移すと、明日香は目で「誰だれ？」と尋たずねてきた。

「ええと、この人は──」

「はじめまして、川かわ澄すみ花音です。山やまの辺べ花か穂ほの親友をやってます。姫ひめ咲さき明日香さん、でいいんだよね？　どうぞよろしくー」

　紹介するまでもなく、花音は明日香の前に立つと、人ひと懐なつっこい笑みを浮かべたまま自己紹介した。

「花穂の親友？」

「うん。明日香さんのことは花穂から色々聞いてるよー。なんでも史上最大のライバルだとか」

　興味深そうに明日香を見る花音に、明日香は自じ慢まん気げに胸を張って、

「花か穂ほの史上最大のライバルこと、世界一のブラコン妹、姫ひめ咲さき明あ日す香かです。よろしく」

　とびっきりの笑顔と共に言った。

「あはは、いいねー。それをそんなに堂々と誇らしげに言えちゃうところが素晴らしいねー」

　明日香の自己紹介が気に入ったのか、花か音のんは声をあげて笑った。

　そして三人並んで学校へと向かう。新鮮な朝の登校風景だった。

「あー、そういえば、兄さんの言ってた、へなぽ娘こがどうしても晴れ姿を見せたい相手って花音さんのこと？」

「うん、そうだよ。あたしが花穂の晴れ姿を見せて欲しいってお願いしたの」

「ふ～ん、そっか」

　明日香は花音の顔を見ながら、どこか腑に落ちなそうにしている。

「なんかおかしいか？」

　僕が訊きくと明日香は唇に人差し指を当てながら、

「田舎から親友が見に来てるから張り切るってのはわかるんだけど、どうしてそこまでしてってのが疑問かな。へなぽ娘の性格からして、今回のって相当な覚悟でやってると思うし。普段のへなぽ娘だったら毛嫌いしそうな手段でしょ？」

「それはそうなんだけど……」

　明日香が納得できそうな説明をするとなると、花音の病気に触れる必要があるしな、と花音を見やると、花音は眉み間けんにシワを寄せていた。

「花穂が何かしてるの？　タケルくんがじゃなくて？」

　ってそうか。花音は花穂が自ら代表になるために動いていることを知らないのか。

「ああ、うん。実は──」

　僕と花穂のコンビでは代表に選ばれる可能性が無いこと。

　花穂が自ら学院長の下に代表になれる方法が無いかを聞きに行ったこと。

　学院長から代表内定している奏士トルヴエール候補生とコンビを組めば代表になれると教えてもらったこと。

　そして、そのために今、花穂が頑張っていることを僕は、花音に話した。

「そういうことか。ってことは、花穂に気づかれちゃってるのかな、あたしのこと」

「多分、そうなんじゃないかなって僕も思ってる」

「だよねぇ。それは、う～ん、困ったな」

　わしゃわしゃと後頭部を搔かく花音に、今度は明日香が「どういうこと？」と訊く。

「あぁ、実はあたしね──」




「──なるほど。これで兄さんと花穂が必死だったわけ、全部理解できた」

　病気のこと、花か穂ほと花か音のんの出会いやフラワーズ結成の時などの話を聞き終わって、明あ日す香かが神妙な顔でそう言った。

「なんかごめん。あたしが思っていた以上に大変なことになっちゃってるみたいで。最後だから見れたらいいなって思ってたのは本当だけど、花穂にそんな無理させるつもりは全然なくて」

　だからこそ、花穂には内緒にして、僕に頼んできたのだろう。

「けど、花穂がそんな大変なことになってるんだったら、あたしは諦あきらめるよ。花穂が歌姫研修生イミテーシヨンやってるってだけで花穂は十分あたしの自慢になってくれたし、そもそも、あたしが見たいのは幸せな顔をした花穂なんだから、隣に居るのがタケルくんじゃないってのもなんか違うし」

　諦めたように笑う花音に、明日香は首を横に振る。

「それはダメ。これで花音さんにステージに立つ姿を見せられなかったら花穂、一生心残りになっちゃうから」

　確かにそうだ。

　花穂にとって花音さんとの約束はきっとすごく大切なもので、もし守れなかったとしたらずっと自分を責め続けてしまうだろう。

　だからこそ、張チヤン先輩にあそこまでされても必死で耐えているんだ。

　大好きな親友のために。

「大丈夫だよ、花音。花穂は絶対にステージに立てるし、これ以上ひどい目にあわないように何とかするから」

　僕は花音の目を見つめながら、しっかりと言葉にする。

　明日香の言っていたとおり、張先輩の目的が僕に対する嫌がらせなのであれば、それは全部僕が引き受けるべきものだ。

　今日の休み時間、きちんと張先輩のところにお願いに行こう。

　僕はその意思をしっかりと固め、学校への歩みを進めた。





　　◇◇◇






「おはようございます、タケルさん」

　教室に入って席に着くと、花穂が手て提さげを抱えて駆け寄ってきた。

「うん、おはよ」

「昨日はその、ありがとうございました」

　はにかみながら、花穂が上目づかいで僕を見る。

　その言葉に僕も昨日のことを思い出してしまい顔が熱くなった。今になって考えてみると、あれって放課後の教室で抱き合っていたってことになるんだよな？

　なんかすごく青春的っていうか、冷静になってみるとめちゃめちゃ面おも映はゆい。

「それでですね、昨日のお礼と言いますか、お弁当つくってきたんで食べてください！」

　僕の目の前には少し照れながらもにっこりと笑いながら僕に手て提さげを差し出す花か穂ほ。

　昨日から引き続き青春ガールの姿がそこにあった。そして僕の背中には冷たい汗が流れていた。

　普通に考えれば女の子の手作り弁当はとても嬉うれしいイベントのはずだ。けど、僕の脳裏に浮かんだのは合宿と称して行った日本アルプスのコテージでの料理風景。

　あの時、僕と花穂は一緒に料理をして、その出来があまりにも……。

　あ、あれ？　あの時、どんな料理を作ったんだっけ？　うっすらと輪郭は浮かぶんだけど、詳細に思い出そうとすると頭の中をやたらとカラフルな色彩が埋め尽くしてきて、目の裏側がなんだかチカチカと明滅を繰り返しているぞ。

　さ、寒い。それに、頭が割れそうに痛い……。妙に静かだし、身体が勝手に震えて……。

　って、なんだ？　靄もやがかった先に見えるおっきな河はなんだろう？　あの河を渡ってみればいいのかな？

「た、タケルさんっ！　どうしたんですか!?」

「はっ！」

　慌あわてた声の花穂に身体をガタガタ揺すられて、僕の意識は現実へと戻ってきた。

　なんか今、とても危険なものを見ていたような気がする。

「タケルさん、急に真っ青になって震えだしたんでびっくりしましたよ。いきなりどうしたんですか？」

「あ、いや、なんか開いてはいけない記憶の扉をうっかり開きそうになってたみたい」

「開いてはいけない扉ですか？」

「うん。花穂も気を付けたほうがいいよ。じゃあ、僕は授業の予習をしないといけないから」

　急々と鞄かばんから教科書とノートを取り出して机に広げると、その上に花穂の手提げが置かれた。

「良かったら食べてください」

「…………」

　有う耶や無む耶やにできてなかったっ！

　恐る恐る視線をあげると、そこにあるのは相変わらずな無邪気な笑顔だ。こんな笑顔を見せられたら断ることなんて出来ない。ここはあの大きな河を渡る覚悟を決めて──、

「あはは、大丈夫ですよ」

　僕が相当、悲壮感漂ただよう顔をしていたのか、花穂がそう付け加えた。

「自分が重度の料理下手ってことはこの前自覚しましたから。だから、今回は花か音のんちゃんに教えてもらいながら、何回も作り直しました。なので、ちゃんと食べられるものになってますよ。お陰で徹夜ですけど」

　よくよく見てみると、花か穂ほの両手の指には絆ばん創そう膏こうが貼はられ、手の甲や腕のあちらこちらに火傷やけどの跡がある。言葉通り徹夜をしたんだろう、目も赤く腫はれぼったかった。

「失敗作という数々の屍しかばねを乗り越えてお弁当箱までたどり着いた歴戦の勇者たちです。安心して召し上がってください」

　本当にかなりの努力をして作ってくれたみたいだった。

「うん、ありがと。大切に食べさせてもらうよ」

　僕がそう言いながら机の横のフックに手て提さげをかけると、花穂は嬉うれしそうにそれを見ながら、

「実を言うと、張チヤン先輩に作ってこいって言われて途方に暮れながら作っていたんです。気分は乗らないけど、変なものは持っていけないしって。けど、途中で放課後のお礼にタケルさんにもお弁当作っていこうって思いついてからはすごく楽しくなりまして。なので、張先輩にもお弁当は渡すんですけど、タケルさんのお弁当の方が愛情は詰まってますから。では」

　ぺこりと一礼して、花穂は自分の席へと戻っていった。弾むような足取りで歩く花穂を見ながら、うん、お昼になるのが楽しみだ。僕はそう思った。





　　◇◇◇






「失礼します」

　休み時間、僕は二年生の教室へと足を踏み込んだ。途端に四方八方から視線が浴びせられる。

　この注目のされ方は結構来るものがあるな。ただでさえ、二年生の教室ってだけでアウェイ感満載なんだし。

　そして、僕に注がれる視線の中に、敵意や侮ぶ蔑べつのような感情がこめられているものがあるのは、花穂との一連の影響だろう。

　こんな視線の中に花穂はずっと居るのかと思うと、胸が痛くなる。向けられる悪意は日に日に強まっているのだろうから。

　教室の奥、席に着いていた張先輩の前に立つと、先輩は面白いものを見るように僕を見上げた。

「この前は歌姫カンタトリスがやってきたと思ったら、今度はそのパートナーのお出ましか。なに？　僕になんか用？」

　表面上は穏やかに、そして余裕をもって対応する。

　けど、その端々からは隠しようのない敵意が溢あふれ出していた。

　明あ日す香かの言うとおり、どうやら僕はこの先輩の目の敵にされているようだ。

「その、花か穂ほのことで相談があると言いますか」

「なに？　もしかして僕の大切なパートナーを奪わないでください、とかお願いしに来たの？」

　そう言って馬ば鹿かにしたように笑う。張チヤン先輩を取り巻いている男子生徒連中も一斉に笑い声をあげた。

　あからさまな挑発行為だった。けど、あからさまなだけにムカつくな。

　いや、ここで僕が熱くなってしまったらなんの意味もない。今までの花穂の努力を無駄にしてしまうだけだ。

　僕は心を静めて、張先輩に笑顔を向ける。

「いえ、今回のことは僕も納得した上でのことなんで」

　そんな僕の態度が面白くないのか、張先輩は不満気に鼻を鳴らした。

「で、なんの用なの？」

「その、お願いと言いますか、花穂にもう少し優しくしてあげてくれませんか」

「おいおいおい、その言い方だと、まるで僕が山やまの辺べに優しくないみたいじゃないか。先輩に対してひどい言いがかりをつけるヤツだな、君は」

「大事なパートナーを張さんに奪われて、恨うらみたらたらなんですよ、コイツは」

「納得した上とか言って、全然納得できてないんだろ？」

　張先輩の言葉に、取り巻き連中が言葉を重ねてくる。睨にらみを利かせながら威圧してくる。

　連携がとれてるっていうか、類は友を呼ぶっていうか。

　僕は怒りを堪えながら頭を下げた。

「失礼なこと言ってすいませんでした。ただ、その花穂がひとりで皆さんの鞄かばんを持っていたり、学食でトレーを何度も運んでいるのを見たりしたもんですから」

　僕がそう言うと、張先輩たちは楽しそうに口元を歪ゆがませる。

「君が何を勘違いしてるかわからないけど、別にあれは僕たちが強要したことじゃないから。山辺がどうしても持たせてくださいって言うから持たせてやってるだけで」

「そうそう。俺おれたちは自分で持つよって言ってるのに、山辺が大丈夫です、私に持たせてくださいってお願いしてくるから仕方なく持たせてやってるだけだぞ」

「むしろ優しく扱ってるよな。山辺の意思を尊重してやってるんだからさ。あはは」

　ねっとりとした口調が身体にまとわりついてきて、不快だった。

「大体さ、山辺が嫌がってるんだったら本人が言うだろ？　それなのに、なにを出しゃばってきちゃってるの君は」

「山やまの辺べに捨てられないように必死なんじゃない？　奏士トルヴエールとしての能力は張チヤンさんには敵かなわないからさ、こうやって地味に点数稼かせぎに勤しんでいると」

「そうやって今まで学院長とか姫ひめ咲さきとかの機嫌をとってきたの？　けど、そんなことをしてる暇ひまがあるんだったら、奏士としての腕を磨いたほうがいいと思うよ」

「そうだね。君がちゃんと山辺の実力を引き出してあげられたら、そもそも山辺が僕のパートナーになりたいなんて言い出さなかったんじゃないかな？」

　それは事実だけに何も言い返せなかった。

　なんか、ここまでくると感心さえしてしまうな。人が嫌がることを、人の弱点を確実に突いてくる。

　他人の心を揺さぶるという点に置いては確かに才能があるんだろう。

　だからこそ、歌姫カンタトリスの心を揺さぶる音が奏でられる優秀な奏士としての立場を確立している。

　人間性は絶対に認められないし、大嫌いだけど。

「けど、そうだね。山辺はか弱い女の子なんだし、いくら本人が持ちたいって言っても確かにちょっと大変だったかもしれないね。心の優しい僕達だ、君のお願いってのを受け入れてあげてもいいよ」

　一通り僕を侮辱して満足したのか、張先輩はふいにそう言った。

「本当ですか？」

「まあね。で、他人にお願いをする時は、それなりの態度があると思うんだ」

「それなりの態度、ですか？」

「ああ。まず、上級生にお願いするのに、そうやって僕のことを見下ろしているってのはどうなんだろうね？」

　張先輩は足先で床を軽く叩たたく。ここに座れとばかりに。

　つまり、張先輩が言うそれなりの態度が何を指しているのか、僕にもわかった。

　教室の中で、周りにはたくさんの生徒たちがいる中で、張先輩は僕に土下座をしてお願いをしろと言っているんだ。

「ま、無理強いはしないよ。僕は誰だれにだって無理強いをしたことは無いからね」

　あくまで自主的に、ってのを徹底的にやってくるな、この人は。本当に抜け目ない人だ。

　花か穂ほも、ずっとこんな風に扱われて、それでも従うしかなくて。

　花か音のんのためにと、約束を果たすためにと、頑張り続けたんだ。

　だったら、僕のすることなんてひとつしかない。そもそも、最初からそのつもりだったんだから、思う存分、張先輩に気持ちよくなってもらえばいい。

　僕は教室の床に正座すると椅い子すに座る張先輩を見上げる。

　多分、ずっと僕のことが気に入らなかったのだろう。この構図に愉ゆ悦えつの表情を見せている。

　両手のひらを床につけて、それから額も床に擦りつけた。

「花か穂ほのことを、どうぞよろしくお願いします」

　ざわつく二年生の教室。

　それもそうだろう。いきなり一年の僕が土下座なんて始めたんだから。

　頭上からは嘲ちよう笑しようが降ってくる。

　けど、これで花穂への風当たりが多少なりとも弱まるのであればどうってことはない。

　こんな事くらい、僕にとっては何でもないんだ。

　それから僕は張チヤン先輩が満足するまで、お願いを続けた。
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「それにしても、これはヤラれたなー。まさかへなぽ娘こがこんな家庭的な一面大作戦で攻めてくるなんて思ってもいなかったよ」

　お昼休み、僕と明あ日す香か、そしてアーシアとマイルズの四人は教室で机をくっつけて、お弁当を取り出していた。

　みんな、今日は花穂からお弁当を貰もらったらしい。

　張先輩のも作ってるはずだし、一体花穂は何人分のお弁当を作ってきたんだ？

　なんてことを考えながら、弁当箱の蓋ふたを開ける。

　鶏肉と卵のそぼろが載ったご飯に唐揚げ、ブロッコリーとウインナーに炒いため物にプチトマトのベーコン巻き。人参のグラッセと彩りも豊かで美味しそうな光景がそこにあった。

　それぞれ形が微妙に歪ゆがんでいるので、冷凍食品じゃなくて、ちゃんと手作りなんだろう。

「うわー、しかも普通に美味しそうじゃない」

「うん、そうだね。あたしなんて、この蓋を開けたらそこにどんな阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図が待っているかとガクブルしてたけど、これは予想外だったよ」

　花穂の料理の腕前を知っていたのであろう、アーシアが心底安心したように呟つぶやく。

「やべー、俺おれ、まじ生まれてきて良かった！　人生の中で女の子の手作り弁当を食べるイベントが発生するなんて想像もしてなかったよ！」

「あんたのはどこからどう見てもオマケだけどね。先輩のお弁当と比べるとあからさまに──」

「言うな！　アーシア、それ以上は言うな！　俺だってわかってるんだ。けど、それでも嬉うれしいんだよ。だって、あれだぞ？　母さん以外の異性が人生で初めて作ってくれた弁当だぞ。ついでだってなんだっていいじゃないか！」

　力強く宣言するマイルズを気の毒に思ったのか、アーシアはそれ以上は何も言わずに静かに肩をすくめた。

「それより兄さん、はやく食べてあげたら。さっきからこっちの様子が気になって仕方のない娘こがひとり居るみたいだから。本人はバレてないつもりなんだろうけど」

　教室の前の方、多分、張チヤン先輩の分のお弁当を持った花か穂ほが、ソワソワした様子で時々こっちに視線を寄越していた。

　確実に僕たちのリアクション待ちの状態だよな、あれって。

「んじゃ、いただくとしますか」

　僕は箸はしでまず唐揚げを摘つまんだ。

　見た目は文句なしに美味しそうだ。一瞬、合宿の時の悪夢が思い出されたけど、思い切って口の中にいれた。

　醬しよう油ゆをベースにした漬けダレの程良い味付け。お弁当なので当然冷めてしまっているけど、それでもべちょっとした感じはなく、文句なしに美味しかった。

　これだけでご飯を何杯も食べられそうなくらいだ。

「うん、美味しいよ！」

　僕が言うと、教室の前の方で花穂がびくんっ、と反応する。そして、にへら～と口元を緩ませる。

「ホントだ、すごく美味しい。くぅ～、へなぽ娘の癖くせに生意気な～」

「やっべー、俺おれ、なんか勿もつ体たい無くて食えねーよ。今日の記念に保存しておきたい。でも食いたい！　俺はどうすればいいんだー！」

「いや、普通に食えよ」

　今度はご飯をかきこむ。ご飯に載った鶏そぼろの塩気と卵そぼろの甘みが絶妙にマッチして、これだけでも十分にお弁当として満足出来そうな味だ。

　花穂を見ると、胸を反り返して得意げにしていた。顔にわかりやすく「えっへん」と書いてあった。

「いやー、ほんとびっくりなんですけど。先輩って前に花穂の料理、食べたことありましたよね？」

「うん。その時のことを思い出そうとすると、なんか身体が拒絶反応を起こすから詳細には思い出せないけど」

「ですよねー。あたし、花穂からお弁当を渡された瞬間、花穂に命を狙ねらわれるようなことしたかなって本気で考えたし」

　ひどい言い草だったけど、それだけ花穂の料理は壊滅的だったってことだ。

　けどまあ、変われば変わるものだ。

「今、花穂のところに地元の友達が遊びに来ていて、教わりながら作ったって言ってたから今回は上手に作れたんじゃないか。花穂も相当頑張ったみたいだし」

　両手の指にびっしりと貼はられた絆ばん創そう膏こう、至るところにあった火傷やけどの跡、徹夜して真っ赤になった目。

　料理の苦手な花か穂ほが精一杯に頑張って作ってくれたお弁当だ。大切に食べないと。

　と、ガラガラと教室の扉が開く音が聞こえた。次いで顔を覗のぞかせたのは張チヤン先輩だった。

「あ、張先輩、お疲れ様です」

　教室の前の方でお弁当を持って待機していた花穂が張先輩へと近づく。

「あの、昨日言われましたお弁当、作って来ました。その、あまり美味しくはないかもしれないですけど、一生懸命つくりました」

　ぺこっと大きくお辞儀をして、お弁当を差し出す。

「ふ～ん、あまり美味しくないかもしれないものを食べさせようとするんだ」

「え？　あ、そ、それは、その……」

　張先輩の返しに、花穂が困ってあわあわする。

　ほんと、最悪の返し方をしやがる。そんなの謙けん遜そんから言った言葉に決まってるだろうに。

　そして張先輩はぐるりと教室を見回して、僕のところで視線を止めた。

（ちゃんとお願いしましたよね？　花穂のことをよろしくお願いしますと）

　心の中でそう呟つぶやきながら、張先輩を睨にらむと、にっこりと笑みを作って、二度ほど頷うなずいた。

　わかってるよ、といった風に。

「まあ、せっかく作ってきてくれたんだから貰もらうとするよ」

「あ、はい。どうぞ」

　そして花穂が差し出した弁当を受け取ろうとして──、




　わざと落とした。




　ゆっくりと弁当箱が落下していく。そして、

　──ガシャン、と。

　大きな音を立てて、弁当箱が床に追突した。その衝撃で中身が飛び散る。

　花穂が徹夜をしてまで一生懸命作ってきた弁当を、一瞬で台無しにしやがった。

「……あ」

　まるで現実感の伴わない、気の抜けた様な花穂の小さな声がやけに大きく響いた。

　そしてプチン、と自分の頭の中で何かが切れる音が聞こえた。

（ふざ、けんなよ……）

　無意識の内に僕は立ち上がっていた。

　張はそんな僕を見て、さらに挑発するように口角を吊つり上あげた。

「悪い悪い、手が滑っちゃったよ。でも、別にいいよね、本人自らあまり美味しくないって言う程度のものだったんだしさ。実際、美味しそうには見えないし」

　心から楽しそうに、花か穂ほに──いや、僕に向かって言葉を投げつけてくる。

「じゃあ、僕は学食に行って美味しいランチを食べるとするよ。山やまの辺べ、その床に散らばってるゴミ、ちゃんと片付けとけな。皆さんの迷惑になるから」

　張チヤンは花穂に顔を近づけて、

「わかったら、返事」

　小こ馬ば鹿かにするように言った。

「は、はい……」

　か細い花穂の声。

　そして、花穂の大きな瞳ひとみからつーっと水滴がこぼれ落ちた。

「──張っ！」

　かっ、と全身が熱くなる。こんなにも誰だれかに対して怒りを覚えたのは初めてかもしれない。

　怒りで身体が震え、どうにかなってしまいそうだった。

「おいおい、後輩が先輩のことを呼び捨てにするのは感心しないなぁ。その程度の礼儀も教わってないのかい、神かん凪なぎタケルくん？」

　挑発されているんだってことは理解できる。けど、ここまで花穂の気持ちを踏みにじられて、黙っていることなんて出来なかった。

　花穂が、あの花穂が泣いてるんだぞ？　ずっと堪えてきた花穂が。

　絶対に、張のことを許すことは出来ない。

「……明あ日す香か、お願いがあるんだ」

「了解。花穂の件はわたしに全部任せて。だから、兄さんは早くあの腐れチ○ポ野郎をぶっ飛ばしちゃってよ」

　床を蹴って一気に張までの距離を詰める。

「張っっっ─────っっっっ！！！！」

　全身に漲みなぎる怒りをそのままに、右の拳こぶしを限界まで固く握りしめて、身体を捻ひねる。そして、捻ねん転てん力りよくを利用し、撃ちだされる弾丸の如く拳を突き出した。

　ひゅっ、と拳が空気を切り裂いて、ゴキッと拳に衝撃が伝わり、

「がはっ！」

　張の身体が後方に吹っ飛んだ。

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……」

　床に倒れこんだ張を見下ろしながら、僕は荒く呼吸を繰り返す。

　張は唇から血を流しながら、そんな僕を見上げ、愉たのしそうに笑った。

「あーはっはっはっ。ついにやっちまったな、神凪タケル。せっかく山辺が今まで我慢に我慢を重ねてきたっていうのに、お前のこの頭の悪い行為で台無しだ！」

　勝利宣言でもするように高らかに言い放って、次に花か穂ほのことを見る。

「山やまの辺べ。僕はもうお前をパートナーにする気は無い。残念だったなあ。このまま今日一日耐え抜けば、僕はお前をパートナーにしようと思ってたのにさ。この馬ば鹿かが軽はずみな行動をしたせいで、お前が代表に選ばれる可能性は無くなっちゃったよ。ほんと、残念だったね」

　心から愉たのしそうに。心から小こ馬ば鹿かにするように。

　この男は残念だったね、と繰り返した。

　けど、

「うん、残念だったね。残念なのは張チヤン先輩、あなたの方ですけど」

　僕の背中から静かな声が響いた。

「……姫ひめ咲さき明あ日す香か」

　僕に並んで立った明日香のことを張は忌いま々いましそうに睨にらみつける。

「僕の方が残念だってどういう意味だい？」

「山辺花穂はセプテンバーエリミネーションに出場できるってことよ。あなたの思惑とは違ってね」

「はっ。そんな馬鹿な話があるか。いくらお前が日本の宝石歌姫ビジユカンタトリスだとしても、なんの実績も残せていないコイツを学院代表に出来るわけないだろ？　絶対に不可能だ」

　それは確かにその通りだ。いくら明日香が権力を持っているとしても、そんなあからさまな不正を学院長が許すわけない。

　各国の歌姫研修生イミテーシヨンたちを預かる学院は、公平であることが求められるのだから。そんな不正が横行すれば、学院そのものの権威が失しつ墜ついする。

　──でも、

「あら、わたしを誰だれだと思ってるのかしら？　わたしは現ＩＣＣ世界ランク三位、日本の宝石歌姫、姫咲明日香よ。あなた程度が不可能だと思うことくらい簡単に出来ちゃうのよね。残念なことに」

　明日香はそう言って、壮絶なまでに美しく微笑ほほえんだのだった。
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　徹夜の睡眠不足、今までの心労、そしてさっきの騒動のショックから気を失った花穂を保健室へと運び一時間。

　ベッドで寝息を立てていた花穂の瞼まぶたがゆっくりと開いた。

「……あ、タケルさん、と、明日香さん」

　ぽんやりとした声。まだ意識がはっきりとしていないのだろう。花か穂ほはしばらく不思議そうに僕と明あ日す香かの顔を見つめた後、跳ねるようにして上体を起こした。

「あ、あの、張チヤン先輩はっ!?」

「めちゃめちゃに恥をかかせてやったわ。二度とわたし達の教室に近づけないくらいに」

　あれから、明日香はとてもお子様には聞かせられない罵ば詈り雑ぞう言ごんを張に浴びせかけ、さらに逆上して襲いかかってきた張をあっさりと返り討ちにするという、ひとりでオイシイところを全部持っていったあげく、ここ最近の花穂の行動は病気の親友との約束を守るためだという美談をみんなに披ひ露ろうし、クラス中を花穂の味方にしてしまったのだ。

　もともとの花穂の好感度の高さ、そして張の花穂に対する態度の酷ひどさもあって、花穂のことを守ろう、応援しようという空気が一瞬にして出来上がった。

　まったく、敵かなわないよな、この妹には。

「で、でも、それじゃあ──」

「大丈夫。花穂、あんたは何も心配しなくていいから。ちゃんと大会にも出られるから安心して」

「本当、ですか？」

「うん！」

　力強く明日香は頷うなずいた。んだけど、

「実際、どうするんだ？」

　張の言うとおり、いくら明日香でも学院の代表枠に口出しをするのは難しいと思われるわけで。

「簡単な話よ。今回に限りだけど、兄さんと花穂にはわたしのパートナーとして日本代表で出場してもらうだけだから」

「「え？」」

　僕と花穂の驚きの声が重なった。こいつ、今なんかさらっと凄すごいことを言わなかったか？

「日本代表、ですか？　学院の──つまり神楽かぐら特とつ区く代表ではなくて？」

「ええ、そうよ。学院の代表枠が難しいのならば、他から代表枠を取ってくればいい。簡単な話でしょ？」

「そ、それはそうだけど、そんなこと可能なのか？」

「カンタトリス音楽院在籍の生徒が各国代表として大会に出てはいけない、なんてルールはどこにもないから。実際、わたしはずっと日本代表として出場してるわけだし」

「それはそうかもしれないけど」

　そもそも明日香の場合は順番が逆なわけで。

　僕達は日本に登録されている歌姫カンタトリス、奏士トルヴエールではないのだから、普通に考えれば不可能なことだろう。

「ま、今回は特例中の特例って言うか、タイミングが良かったってのもあるわね」

「タイミングですか？」

「ええ。ふたりとも、一応、聞いてるでしょ？　次の大会から新しいルール、タッグマッチが実施されるようになったって」

「はい」

　首肯する花か穂ほ。

　先月末、イタリアの提案によりルールブックが改正。歌姫カンタトリスふたりに奏士トルヴエールひとりという編成でのタッグマッチ形式が新しく追加されることになったのだ。

「日本政府から情報収集も兼ねて、タッグマッチに出て欲しいって言われてたんだけど、ずっと断ってたのよね。で、兄さんとへなぽ娘こをパートナーとして認めるなら出てあげてもいいよって言ったら、日本政府からは別に構わないって」

「けど、他の国は黙ってないだろ？」

　普通に日本所属の歌姫が出てくるよりも、学生である僕達が出たほうが戦力的に劣るのは明白だ。けど、登録されていない以上、それはルール違反だ。政治的に考えても、それを黙って見ていることは絶対にないだろう。

「うん。そこの調整に一番時間がかかったのよねぇ。どいつもこいつも足元ばっかり見やがってさ。さんざん根回しした上に、結局わたしの持ってる『特権』、三つも使わされちゃったよ。総理からもそんな個人的な理由で貴重な特権を、とかグチグチ文句言われるし。あんたは別に構わないって言ったじゃん」

「いや、特権三つって……」

　その一つが欲しくても取れない歌姫が世界中に沢山いると言うのに。そりゃ、総理だって小言の一つや二つ、言いたくもなるだろう。

「明あ日す香かさん……」

　花穂がうるっとした目で明日香のことを見上げる。

　明日香は照れくさくなったのか、顔を赤くしながら、視線を逸そらせ落ち着かない様子で付け加えた。

「べ、別にあんたが気にする必要はないわよ。どうせわたしには特権なんて大した使い道なかったし、張ってやつ本気でムカツイたし」

　まるでなんて事もないって感じで明日香は言うけど、特権を使ってまで花穂の為に行動をしてくれた。

　それが嬉うれしくて、誇らしい。

「……明日香さぁん」

　感極まったように花穂が明日香の手を取る。

　明日香は鼻の頭をかきながら、ぼそぼそっと言葉を続けた。

「うん、まあ、なんだ。友達がこうして喜んでくれてるんだったら悪い使い方じゃなかったかな、とか」

「でも、ここまでしてもらっても私、何も返せないです……」

「もう貰もらってる」

「え？」

　つっけんどんに言う明あ日す香かに、花か穂ほは本当にわからないと言った感じで首を傾かしげた。

「手作りのお弁当、もらったから」

「あっ」

　今度こそ本気で照れまくっているのだろう。

「へなぽ娘こ。あんたはもっと自信を持っていいわよ。お弁当、すごく美味しかったし。じゃ、じゃあ、わたしは先戻ってるね！」

　明日香は誰だれが見てもひと目でわかるくらいまでに赤面しながら立ち上がると、逃げ出すようにして保健室から出ていった。

「あ、明日香さん！　ありがとうございました！」

　その背中に花穂の声は届いただろう。扉の向こうに消える明日香の背中が嬉うれしそうに跳ねた。
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　これまでにないくらいに集中できているのが自分でも感じられた。

　花穂と一緒にセプテンバーエリミネーションのステージに立てる。その事実が、自分で思っていた以上に嬉しいらしい。

　さらに言えば、花か音のんのために自分にも出来ることがある。ってことがやる気を増幅させている一因だろう。

　頭の中で音の連なりを、そして花穂の創りだした世界のイメージを膨ふくらめながら、譜面に目を通していく。

　しかし、楽譜を追えば追うほど、これは花音の為に創られた歌なんだなってことが理解できた。

　曲調も歌詞もコード進行も、そして根底にこめられたイメージも、その全てが花音のことを思って作った曲だと言えるだろう。

　花穂はこの楽譜を僕に渡すときに一番の自信作だと言った。その自信にも納得できる。

　確かにこれは花穂にとっての代表曲になる、そんな凄みを持った曲だ。

　ただ、基本的に戦闘向きでないのが玉に瑕きずというか、そこも含めて花音のための歌なんだろうけど。

「あー、兄さん、またへなぽ娘この楽譜みてるー」

　お風ふ呂ろを上がり、バスタオルだけを巻いた状態の明あ日す香かが、肩越しに楽譜を覗のぞき込んで不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

　もちろん、本気で不満に思ってるわけじゃないのはバレバレだけど。

「新曲だからね。試合に向けてちゃんと覚えておかないと、と思ってさ。三人でステージにあがるんだから、明日香の足を引っ張らないように必死だよ」

「その言い方はなんかずるいなー。そう言われちゃうと、何も言い返せないじゃない」

　そう言って明日香はおぶさるように僕の背中から抱きついてくる。微妙に甘えんぼうモードに入っていた。

「でも、わたしの曲もちゃんと覚えておいてよ。本番じゃ使わないかもしれないけど」

　タッグマッチのルールは奏士トルヴエールひとりに対し歌姫カンタトリスふたりの特殊なチーム編成になっている。

　その編成が戦略としてどのような影響をもってくるのかは、実際に大会を迎えてみないとわからないけど、単純な魔法のぶつけ合い的側面が強いシングルマッチとは確実に違った戦い方が求められるだろう。

　チームとして同時に二種類の魔法が展開できる、それはそれぞれの歌姫に役割分担が生まれるということだ。

　魔法の組み合わせ次第では、今まで想像もしていなかった効果が生まれる可能性だってあるのだ。

　それを考えるだけで、なんだかワクワクしてしまう。

　そして、この編成のもうひとつの肝は、奏士がひとりであること。

　だから、奏士がどのタイミングでどっちの歌姫の曲を演奏するか。

　役割分担も含めて、演奏の切り替えのタイミングなど、新たな戦略性が生まれてくる。

　奏士としてはやらないといけないことが増えるけど、その分、やり甲が斐いも増すだろう。

　とはいえ、今回のチーム編成ではその辺をまったく気にする必要が無いのだけど。

　なんたって明日香はソリストだ。『太陽の独唱者ソロ・ソレイユ』と称される、今現在、世界で唯一のソリスト。

　奏士の演奏を必要とせずに、自分の歌声のみで魔法を最良の状態で発現できる才能の持ち主なので、タッグマッチルールの中ではまさにチート級の戦力と言えるだろう。

　僕は花か穂ほの演奏だけに集中していればいいのだから。

「今回ばかりは自分がソリストだったことを後悔しそうよ。せっかく一緒のステージに上がれるのに、兄さんはへなぽ娘の曲ばかり演奏することになるんだからさ」

「それだけ明日香のことを信用してるってことだよ」

「その言い方もずるいってばー」

　拗すねたように呟つぶやいて、「かぷっ」と耳を嚙かまれた。

「って、こら、耳を甘あま嚙がみするな！」

「いいじゃない、耳くらい。減るもんじゃないし」

「よくないから！　僕の精神力とか、色んなものは減るんだよ」

　お風ふ呂ろ上がりにバスタオル一枚で背後から兄に抱きつき、耳を甘嚙みする妹ってどうなんだ？

　いや、まあ、不快とかそんなことは全然無いし、むしろ……。

　って、いやいやいや。一瞬おかしな感想が浮かびそうになって、慌あわてて思考から追い出す。明あ日す香かは妹なんだぞ。

「とりあえず、そろそろ服を着ろって。湯冷めして風邪ひいてもしらないぞ」

「えー、あと少しくらい良いじゃない。頑張った妹を兄さんはもっと大事にするべきだよ」

「うん、だから、頑張った妹の曲をこれから練習をしようと思ってさ。けど、明日香に抱きつかれたままだとギターも持てないだろ？」

「ほんと!?　ほんとにわたしの曲を弾いてくれるの？」

「ああ」

　僕が答えると、明日香はぴょこんととび跳ねるように僕から離れた。その表情には満面の笑みが浮かんでいる。

「兄さん、わたしの楽譜、ちゃんと見ててくれたんだ」

「前に約束したからな。それに明日香の曲はシンプルだから覚えやすくて助かるよ」

「基本的には有名なコード進行しか使ってないからね。シンプルイズベスト！　みたいな。で、兄さんはどの曲が好き？」

　キラキラした目で僕の顔を覗のぞき込んでくる。全身からまっすぐに発せられる嬉うれしいって感情が見ていて微笑ほほえましいと共に、なんかこそばゆかった。

「う～ん、どの曲も好きだけど、一番は『ｂｅｌｉｅｖｅ』かな。王道中の王道的な曲だけど、やっぱり好きだよ」

「日本人はカノン進行の曲、好きだもんね。過去のヒット曲もすごい多いし。『ｂｅｌｉｅｖｅ』はわたしも結構お気に入りだったけど、今この瞬間にわたしの持ち歌の中でもっとも好きな曲になったよ。って、すぐ着替えるから、兄さんも早くギターの準備して！」

　明日香はその場でバスタオルを脱ぎ捨てると──

「ってこら！　そんなに簡単に兄の前で全裸になるな！」

　そんな僕の声にはまったく反応せずに、明日香はタンスの前にしゃがみこんで下着を取り出しつつ、僕の方を振り返って、

「ね、一緒に歌ってもいいでしょ？　兄さんとの弾き語り、初めてだよね♪」

　そんなに嬉しそうにされてしまったら、僕にはもう何も言えなかった。
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　神楽かぐら特とつ区くウォーターフロント地区にある高層マンションの一室で、男は苛いら立だちを隠そうともせずにクッションを蹴けり飛ばした。

「クソが！　クソがクソがクソがぁぁぁぁっ！」

　衝動のまま乱暴に頭を搔かき毟むしり、そして叫ぶ。

「この僕をコケにしやがって！　僕を誰だれだと思っているんだ！　あの『龍尾ドラゴンテイル』の幹部の息子、張榮威チヤン・ウインウエイだぞ！　それを！　たかが島国の歌姫カンタトリスごときがコケにしやがって！　許さないぞ。絶対に、絶対に許さないからな！」

　テーブルの上のコップを無造作に摑つかむと、そのまま壁に投げつける。

　ガシャンと砕け散るガラスを見て、張の気分は少しだけ晴れた。

　しかし、その程度で心の中に渦巻く憎悪の炎を消し去ることなんて出来ない。

「壊してやる。このコップみたいにぶち壊してやる。この僕に逆らった報いだ。何もかも台無しにしてあげるよ、姫ひめ咲さき明あ日す香かぁっ！」

　張は血走った目で携帯を取り出すと、電話帳の一番上の番号をコールした。

「僕にかかせた恥を何十倍にも、何百倍にもして返してやる。全世界にあられもない姿を晒さらせばいいさ」

　呼び出し音が数回なった後、電話がつながった。

「もしもし、パパ。パパにお願いがあるんだ。今日、学校で酷ひどい目にあってさ、その仕返しをしたいんだけど──」

　狂気に歪ゆがんだ表情を浮かべながら、張チヤンは電話の相手──父親に向かって自分がどれだけ酷い目にあったのかを事細かに説明していく。

　いかに自分が正しく、ただの被害者であり、いかに姫ひめ咲さき明あ日す香かが理不尽で暴力的であったかを。

「うん、そう。許せないよね。宝石歌姫ビジユカンタトリスだからって調子に乗っているんだよ。だから来週の大会で全世界に向けてあいつの醜しゆう態たいを晒してやりたいんだ。それこそ、恥ずかしくて二度とステージに上がれないくらいに惨めな姿をさ」

　父親と会話を重ねる内に、張の脳内ではすでにその映像が出来上がったのだろう。

　愉ゆ悦えつに満ちた表情で窓の外に視線を泳がせる。

　うっすらと雲がかかりどこか不気味さを感じさせる夜空の中で、血を思わせる赤に彩られた月がぼんやりと揺れていた。






３章　─幻想動物とフラワーズ─









（Shino's view）




　東京都は文京区にあるドーム型球場のＶＩＰルームから、グラウンドを見つめるふたつの影があった。

　グラウンドの中央に設置されたのは、直径五十メートルほどの超大型ステージ。

　そこで激しい戦いを繰り広げているのは、もちろん各国の期待と威信と責任を背負って、大会にエントリーしてきている歌姫カンタトリスたちだ。

　全体照明の落とされた薄暗いドーム内で、眩まばゆいばかりのスポットライトを浴びて歌い、踊り戦う少女たちは、まさに歌姫と呼べる輝きを放っている。

　セプテンバーエリミネーション。

　ＩＣＣが年に十二回主催する公式来武ライブ大会『グランプリシリーズ』の九月公演。

　三大大会に数えられる、一月の『ニューイヤーフェス』や八月の『サマー・ウォーズ』、十二月の『祭典』に比べれば、規模としては一回り小さくなるが、それでも世界最大級の公演であることは間違いない。

　そして、今回から新ルールであるタッグマッチが導入されるということもあり、Ｃ９各国は探りの意味もこめて宝石歌姫ビジユカンタトリスを筆頭とした主力歌姫カンタトリスを投入してきていた。

　タッグマッチの導入によって、来武ライブの勢力図がどのように変化するのか。

　観客はもちろん、世界各国が注目を集める今大会は、先月、マディソン・スクエア・ガーデンで行われたサマー・ウォーズ以上の盛り上がりを見せていると言っても過言ではなかった。

「それで警備の方はどう？」

「一応、客席のどこで騒動が起きたとしても、すぐに対応できるようには配置してあるよ」

　尋たずねたのはカンタトリス音楽院学院長であり神楽かぐら特とつ区く宝石歌姫でもある東雲しののめ詩し乃の、答えたのは日本の防衛省情報本部ＤＩＨ所属、東雲暁あかつき一佐だ。

「で、龍尾ドラゴンテイルの連中は本当に何か仕掛けてくるのか？」

「間違い無いと思うわ。私のところに入ってきている報告によれば、張榮威チヤン・ウインウエイは盛大に姫ひめ咲さき明あ日す香かにやり込められたみたいだから。彼の性格を考えるに、確実にお父さまに泣きついているでしょうね」

「そして、親バカなパパさんの登場ってわけか。となると、動きがありそうなのは日う本ちの明日香と中国の新人ちゃんの試合か。この組み合わせ自体がすでに仕組まれてる感じがするなあ」

「仕組まれてるでしょうね。このタイミングで新人歌姫を投入してくるってのも不自然だし」

「李深音リ・シエンイン。龍尾の秘蔵っ子ってことかな？」

「そう考えておいたほうが間違いはないでしょうね」

　張榮威の一番の目的はこのステージ上で姫咲明日香に恥をかかせることだろう。自分が受けた以上の屈辱を姫咲明日香に与える。

　そのための新人歌姫の起用、と考えるのがしっくりとはくるのだが、とは言いつつも、姫咲明日香が新人の歌姫相手に遅れをとる可能性があるとは詩乃には到底考えられなかった。

　ルールの上での戦いであれば、姫咲明日香の実力は確実に世界のトップスリーに入っている。

　たとえタッグマッチという、今までとは勝手の違うルールが用いられてることを考慮しても、その勝敗が揺らぐとは思えなかった。

　──となると、何かしらの仕掛けがあるとすれば、やはりステージの外側よね。

「暁兄さん」

「ん、なんだ？」

「そっちの情報官をひとり、張榮威チヤン・ウインウエイの監視につけて欲しいんだけど」

「お坊ちゃん自ら何か手を下す可能性でもあるのか？」

　暁あかつきは無ぶ精しよう髭ひげの生えた下した顎あごを撫なでながら、興味深そうに訊きいた。

「可能性としてはね」

　張の性格からすれば、最後の仕上げは自分で行う、なんて余計なことを言い出す可能性は低くはない。

「了解。とは言っても実はウチも人数ぎりぎりなんだよね。ってことで、お坊ちゃんには俺おれが直接付くから、今後のやりとりはコイツでよろしく」

　暁がインカムを投げてよこすと同時に、会場に盛大な歓声が沸き起こった。

　どうやら、試合の決着がついたようだ。

　結果を表示する電光掲示板を見て、暁が軽く驚いたように声をあげた。

「へー、アメリカのＮｏ．２がイタリアのＮｏ．８に負けたか。こりゃあ大金星だ」

「思っていた以上に、タッグマッチ導入によるランキングの変動があるかもしれないわね」

「これ、ランキング上位国の首脳陣は結構焦あせってるんじゃないか。アメリカ、イギリスあたりはすぐにでもルールの改変に乗り出してきそうだなあ」

　上位国にとっての今回の試合は、それを見越しての下調べの場であるのは間違いないことだろう。

　イタリア、ドイツ、中国は事前にタッグマッチに適した歌姫カンタトリスの特性、戦略を練ってきているだろうから、実際に戦うことでそのデータの収集、解析を行い次に繫つなげる。

　場合によっては特権ゴリ押しによるルールの追加などで、ランキング上位国が優位になるようなルール改変も行われるだろう。

　けど、それでもこれは驚きの結果と言えるだろう。

　会場の鳴り止まない歓声とどよめきが何よりもそれを顕けん著ちよに表している。

「──これで、止まっていた時間が動き出すかもしれないなぁ」

　そう呟つぶやいた暁の表情は、すでに情報官としてのそれに変化していた。





　　◇◇◇






（Kaho's view）




「やっほー。激励に来ったよー」

　勢い良くドアを開けて入ってきた花か音のんは、控え室の中をぐるりと見回して小さく首を傾けた。

「あれ、花か穂ほひとり？　タケルくんと明あ日す香かちゃんは？」

「日本の偉い人達に挨あい拶さつに行ってるみたい。今回、迷惑かけちゃったからご機き嫌げん伺うかがいだって」

「そっか。あたしたちのために明日香ちゃん、色々と無理をしてくれたんだっけ」

　詳しいことまではわからないけど、聞こえてくる噂うわさから想像できる範囲でさえ、明日香がふたりの為に起こしてくれた行動は常識外と言えるものだった。

　それこそ、国家レベルで責任問題になりかねないような。それでいて明日香にとっては一銭の得にもならない、そんなことを明日香はしてくれたのだ。

『だから、気にすること無いって。友達の役に立ったんならさ、わたしとしては正しい特権の使い方をしたって思ってるし』

　後日、改めて感謝の言葉を述べたときに、照れくさそうに頰ほおをかきながら言ったその言葉はきっと本音だろう。

『それに兄さんも褒ほめてくれたし。これでかなりポイントアップしたのは間違いないわね。兄さん、今なら大抵のわがまま許してくれるから甘え放題だしさ。にひひひ』

　こっちは確実に本音だった。想像している表情がだらしなさ過ぎて、とても他人にお見せできない状態になってたし。

　どんな甘え方をしたのかしらないけど、なんて羨うらやましい！

　花穂は感謝しながらも、ちょびっとだけそんな風に思ったのだった。

「ほんと、すごい人だよね、明日香さんって。いくら感謝しても感謝しきれないよ」

　そして、そんな明日香が自分のことを友達と言ってくれたことが、花穂にとってはすごく嬉うれしいことだった。

　自然と笑みが浮かんできてしまう。

　タケルをめぐってはライバル関係であるけど憎めないし、自分よりも年下だけど心から尊敬できる。

　自分にはない素敵な部分を沢山持っている。そんな女の子と友達になれた。

　タケルとの出会い、そして明日香との出会い。それは確実に花穂の人生を大きく変化させる奇跡とも言える出会いだったのだ。

「なんか、安心した」

　花穂の顔をじっと見ていた花か音のんがふいにそう呟つぶやいた。

「安心？」

「うん。花穂に、こんなにも素敵なお友達が出来て。思い切って神楽かぐら特とつ区くまで見に来て良かったよ」

　清すが々すがしい花音の表情。それは全てを悟りきったような、あるいは全てを受け入れたような、そんな表情にも見えた。

　花か音のんの一番の心残り。それはやはり花か穂ほのことなんだと思う。花音がこの世界から消え去った後の花穂のこと。

　ちゃんと前向きに歩んでいけるのだろうか？

　自暴自棄になってしまったりしないだろうか？

　そして何より自分のお葬式の時、多分泣きじゃくってくれるであろう花穂の隣で、それを支えてくれる人が居るのだろうか？

　そんな心配が、花音の足を神楽かぐら特とつ区くへと向かわせたのだ。

　でも、そんな心配は一気に吹き飛んだよと、花音の顔には描いてあるようだった。

　その澄んだ眼まな差ざしの先に見える別れを意識してしまって、花穂の表情が一瞬曇くもる。けど、すぐに曇り空を晴らす太陽のような笑みを浮かべた。

「まだまだ満足するには早いよ、花音ちゃん。一番の目的は私がステージの上で勝ち名乗りを受けるのを見て、それをみんなに自慢することでしょ？」

「あーうん、そうだね。楽しみにしてるよ！」

「うん。思う存分、まわりの人達に自慢してね。私が花音ちゃんの親友だって」

「任せといて！　もう、これでもかって言うくらいに自慢しちゃうから！」

　──大丈夫、きっとすべて上手くいく。花音ちゃんに、最高の私を見せることが出来る。

　何も心配しなくていいよって。

　私はこんなにも強くなったよって、見せることが出来るはず。

　この時まで花穂は、そう信じていたのだった。




　──コンコン。

　激励を終えた花音と入れ替わるようにして、控え室の扉がノックされた。

「は～い」

　花穂が立ち上がり控え室のドアを開くと、そこには見たことのない男の人が立っていた。

　首からスタッフパスを下げているので、主催者側の用意したスタッフだろう。

「山やまの辺べ花穂さんですか？」

「はい、そうですけど、あの、なにか？」

「こちらの手紙を渡すように言われまして」

　男性スタッフが差し出す封筒を、花穂は首をひねりながら受け取った。

　明あ日す香かや詩し乃のなどの宝石歌姫ビジユカンタトリスであれば、イベントの度にファンレターやプレゼントを貰もらうことも多いだろう。

　けど、花穂はまだカンタトリス音楽院の学生であり、演習以外だと六月の音楽祭のステージにしか立っていない。

　しかも、それは来武ライブ開始と同時にナスターシャの襲撃があり事実上中止となっているので、花か穂ほの名前が一般のお客さんまで知れ渡っているとは到底思えなかった。

　相当マニアックな人でもいるのかな？　花穂は少し気になってスタッフに尋たずねてみる。

「どんな人でした？　手紙を渡して欲しいってお願いした人は」

「三十代くらいの男性の方でしたよ。それでは、私は仕事がありますので」

「あ、はい。わざわざありがとうございます」

　男性スタッフが去ってから、花穂はじっくりと封筒を眺めてみる。裏返してみても、差出人の名前は書いていなかった。

　とは言え、封筒の厚みは便びん箋せん一枚程度のものなので、中に変なものが入っているとも思えない。

　日本の会場だし、もしかしたら養護施設の人とかが見に来てくれたのかな？

　花穂は封筒の封を開けてみる。中には便箋と写真が一枚ずつ入っていた。

「ん？　なんだろう？」

　写真を取り出したところで、花穂の動きが停止した。全身を流れる血液が一気に冷却され、心臓が停止してしまったのではないかと錯覚を覚えるくらいに花穂は停止した。

「な、なにこれ！」

　写真に映っていたのは花か音のんだった。

　しかし、ただの花音ではない。多分、画像ソフトで加工したのであろう。見るだけで吐き気をもよおすような、惨むごたらしい姿になっていた。

　そして赤のマジックで花音の客席番号と『この写真の意味、わかるよね？』の文字が書かれている。

　花穂は震える手で便箋を広げた。

　拝啓、山やまの辺べ花穂さま。そんな書き出しから始まった手紙の内容は花穂の予想通りのもので、涙がこぼれ落ちそうになる。

　ついさっきまで、希望に溢あふれていたのに。天国から一気に地獄まで突き落とされた気分だった。

　手紙の内容を簡単に言うならば──今日の来武ライブ中、花穂の魔法の使用を禁止する。たとえ姫ひめ咲さき明あ日す香かがどのような状態になったとしても。もし一度でも魔法を使えば、花音は写真のような姿になるだろう。自分からギブアップ宣言をするのも禁止。それと、この手紙のことを誰だれかに話した場合も花音は同じ末路を辿たどることになる、といったものだ。

「ど、どうしてこんな……」

　ガクガクと膝ひざが震えた。視界がふらふらと揺れて、そのまま暗転していきそうになるのを、ぎりぎりのところで堪えた。

「……この手紙、隠さないと」

　これを誰かに見られでもしたら、それだけで花音の命が危ない。

　花か穂ほは写真と便びん箋せんを封筒の中に戻すと、慌あわててそれを鞄かばんの中へと隠した。

（どうしよう）

　気持ちが焦あせる。不安に心が押しつぶされそうになる。

　タケルと明あ日す香かに相談したら、なにか良い解決策を見つけてくれるかもしれない。

　そう考えて、一瞬でそれを打ち消す。

　それがバレたら花か音のんはあの写真のような姿にされてしまうのだ。手紙の差出人が誰だれなのかすらわかっていない状況で、そんな危険をおかすことは出来ない。

　でも……。

　手紙の指示に従うってことは、タケルと明日香を裏切るということだ。

　自分たちのために、こんなにも良くしてくれたふたりを。自分のことを照れながら友達だと言ってくれた可か憐れんな少女を。

　自分のために用意してくれたステージの上で、これ以上もないくらいに。

　──裏切ることになる。

　ツンと鼻の奥に痛みが走った。嗚咽おえつが零れそうになる。胃がぎゅっと圧迫されて、嘔おう吐と感が込み上げてくる。

（誰か助けて……）

　心の中で喘あえいだその言葉は、決して外にこぼせる物ではなかった。
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「じゃあ、試合前に簡単に今回のルールと作戦のおさらいをしておきましょうか。兄さんと花穂はＩＣＣルールの大会に出るのは初めてだし」

　明日香に連れられての日本政府や大手企業のお偉いさんたちへの挨あい拶さつまわりが終わり、控え室へと戻ってこられたのは自分たちの来武ライブ開始時間の三十分前だった。

　気合い注入とばかりにゼリータイプの栄養食を一気に胃の中へと押し込んだ明日香が僕達を見回す。

　僕の隣で、緊張のためか表情を硬くした花穂が頷うなずいた。

「まず、大前提として対戦相手を殺すのは禁止ね。あくまで競技なんだから。勝敗が決した後の意図的な攻撃、反撃行為は最も厳しく罰せられるから気をつけて」

　軽くて歌姫カンタトリスとしての資格剝はく奪だつ、最悪の場合は法で裁かれ実刑を受けることになる。

「そして、今回の会場はトップグレードのステージになるから、幻創曲管理協会ＩＳＲＣが定める評価尺度レベル６までの魔法を使用することが出来るわ」

　ＩＣＣ主催大会──グランプリシリーズではステージの広さ、ステージから客席までの距離、緊急時の客席防衛用魔法スタッフの数、ステージと客席を遮しや断だんする防衛ガラスの有無、つまり施設の強度、観客の安全度によってステージのグレードが決定される。

　そのグレードによって、歌姫カンタトリスの使用できる魔法に制限がかかるのだ。

　幻創曲レチタテイーヴオは歌姫自ら申請するか、来武ライブなど公の場で使用した段階で、ＩＳＲＣのライブラリへと登録され、管理されることになる。

　その段階で制御性、危険性、破壊力など複数の項目がＩＳＲＣの定める尺度によって評価され、幻創曲──つまり魔法のレベルが決定されるのだ。

　レベル１から順に魔法の危険度は高くなり、範囲制御不能な超高出力破壊魔法、つまり使用した時点で会場もろともあたり一面を無差別に破壊してしまうような魔法がレベル７に分類されている。

　当然、レベル７の魔法はどの大会でも使用が禁止されているので、レベル６まで使用できる今回の会場はトップグレードということになるわけだ。

　まあ花か穂ほなど学生の扱う魔法は大抵がレベル１、得意な魔法でようやくレベル２といったくらいなので今回は特に意識することもないだろう。

「そして、これは多分、暫定的な特別ルールなんだと思うけど、タッグマッチにおいてはセットリストの提出は不必要となってます。状況にあわせて、好きなように曲を演奏しても良いってことね。ただ、一度魔法を発動させた曲の再演奏の禁止はそのままね」

　歌姫が四人同時にステージに上がり歌っている時点で、舞台演出なんて出来ないだろうし、そんな必要が無いくらいに見栄えのするステージになるだろうって算段なのかな。

　まあ、見てる側としては、より駆け引きが楽しめるようになると思うので歓迎すべきことなのかもしれない。

　演奏する側としてはますます大変になることは間違いないんだけどさ。

「ってことを考慮した上での作戦なんだけど、今回の対戦相手、情報がまったく無いから対策の立てようがないのよね。その辺も含めて臨機応変にいきましょうってことで」

　さすがは宝石歌姫ビジユカンタトリスの余裕なのだろうか。明あ日す香かは何でもない風にそう言った。

　一方、花穂は極度の緊張のためか、その顔は青白くなっていた。

　色々あった上で念願かなっての出場だ。それに、花か音のんに自分の晴れ姿を見せられる最後のチャンスなのだ。

　意気込みが緊張に変わってしまうのも仕方のないことだろう。

「こら、へなぽ娘こ。初めての大会で緊張するのはわかるけど、さすがに緊張しすぎでしょ。顔色、悪すぎるわよ」

「す、すいませんっ」

「いや、別に謝らなくても。緊張するのは仕方ないことだし。でも、せっかくなんだから楽しんでいきましょう。タッグマッチはわたしも初めてだから、どんな展開になるか今からドキドキしてるし。それに、今回は特別に兄さんを独占させてあげるんだから、もっと嬉うれしそうにしてなさいよ」

　明あ日す香かはソリストだから奏士トルヴエールの演奏の援護を受けなくても歌が持つポテンシャルを十分に発揮できる。

　その分、僕は花か穂ほの演奏に集中できるってわけだ。

　これが普通であれば、状況にあわせて歌姫カンタトリスふたりの演奏を交互に切り替える。さらに、相手の魔法に対応して曲自体も臨機応変に変更していく。

　自分の楽器を演奏するだけでも大変だけど、それ以外にも自分では演奏出来ない楽器パートの伴奏データのオペレーションコントロールだって必要になるのだ。

　まさに神業的な作業を求められることになる。

　現状でそんなことが出来る奏士は存在しないだろう。

　だからこそ、今後はさらに奏士の重要性が増してくるのは間違いなさそうだった。

　僕もさらなるスキルアップをしていかないとな。

　そんなことを考えていると、僕の隣でうつむき気味だった花穂が意を決したように顔をあげた。

「あ、あの、明日香さんっ！」

「ん？」

　けれど花穂は、少し逡しゆん巡じゆんした後、蕾つぼみが萎しぼむように「あ、いえ、何でもないです」と言葉を濁した。

　顔色は相変わらず青白いままで、緊張はまったく解ほぐれていないみたいだ。

　明日香は立ち上がって、花穂の側まで歩いてくると、不安で押しつぶされそうな子供をあやすみたいにぽんぽんと肩を叩たたいた。

　そして、しゃがんで目線をあわせてから、にかり、と勝気に笑う。

「大丈夫、任せておきなって。たとえ花穂がどんなミスをしたとしても、このわたしが何とかしてあげるからさ」

「そ、そうですよね。明日香さんが付いているんですもんね。明日香さんひとりでも、きっと勝てちゃいますよね」

「まあね。けど、今回だけは一番オイシイところを譲ゆずってあげるよ」

　茶目っ気たっぷりに言う明日香に、ようやく花穂は少しだけ表情を崩したのだった。
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　ステージにあがってみて、改めてこの場の凄すごさを実感する。

　音楽祭のステージも確かにすごいと感じた。しかし、ここはそれとは比較なんて出来ないくらいに別次元だった。

　言ってしまえば音楽祭はただのお祭りだ。一般的な学校で言えば、体育祭や文化祭に近いものがあるかもしれない。

　もちろん音楽祭だって出場者は本気で来武ライブをしている。学生にとっては自分の実力を周囲に証明する場であり、それは進路へと直結するものだから。

　けど、それはやはり学校主催のイベント内でのことであって、国を代表した歌姫カンタトリス達がその看板を背に本気でぶつかり合うこの場とでは空気そのものが違った。

　観客だってそれをわかっている。音楽祭には出場者全員を応援するような温かな空気があった。

　しかし、今この場に立って浴びている空気はそんな生やさしいものでは無い。

　重圧だ。応援という形で浴びせられる重圧。ブーイングという形で浴びせられる重圧。

　こんな重圧の中で、明あ日す香かはいつも戦っていたのか。

　四方八方から押し寄せてくる津波のような声を全身に浴びながら気持ちよさそうに会場を見回す明日香を見て、改めてその凄すごさを思い知らされる。

　こんな環境の中で自然体でいられる、それだけでものすごい才能だよなあ。

　恥ずかしながら、僕は足の震えを抑えるので精一杯だ。

　隣に立つ花か穂ほは多分無意識のうちの行動だろう、僕の服の袖そでを摑つかみながら身を縮みこませていた。

「よっし、いっちょ会場を沸かせてやりますか」

　明日香が脳天気に言って、僕の顔をいたずらっぽく覗のぞき込んでいた。

「あー、ちなみにかなりのブーイングが起こると思うから覚悟しといてね♪」

「ブーイ──」

　僕の「ブーイング？」という疑問は途中で塞ふさがれた。明日香の唇によって。

　は、はいぃ？

　あまりに突然の出来事に僕の頭は真っ白になった。

　な、なんでいきなりキス？　明日香が？　なんで？　こんな場所で？

　混乱のあまり硬直している僕を、さらに明日香はぎゅっと抱きしめて、濃密に唇をあわせてくる。

「ん、んんっ……」

　明日香のつけているリップクリームの匂においだろうか。グレープフルーツの爽さわやかな匂いが鼻孔をくすぐる。

　唇を合わせたまま、はむはむと僕の唇を甘あま嚙がみするように弄もてあそんでから、ようやく明日香は僕から離れてくれた。

「よし、音楽祭の時の仕返し完了♪」

　してやったり、みたいな感じでぺろりと舌を出してから、唇を舐なめる。

　その仕草が妙に色っぽくて、僕の心臓はおかしくなりそうだった。

「あの時は突然されたから、せっかくの兄さんとのチューをぜんぜん味わえなかったし。これでわかったでしょ？　いきなりチューされるのがどれだけびっくりするか」

　そして、ここにきてようやく明あ日す香かが何をしたのか僕の脳が理解してくれた。

（もしかして、チューニングか？）

　心のなかで訊きくと、頭の中に明日香の声が響いてくる。

（うん、ちゅ～ニング。さて、そろそろ来るかな～）

　明日香が唇に手を当てて、はにかむ。その表情が大型スクリーンに大写しになった。

　美少女の恥じらいと喜びが絶妙にブレンドされた計算されつくした表情だ。

　会場はいつの間にか静寂に包まれていた。

（ＩＣＣ設立以来最大級のブーイングが巻き起こるよ、きっと。なんせ、日本の宝石歌姫ビジユカンタトリス、姫ひめ咲さき明日香さんのチューニング、世界初公開だもんね）

　そう言い終わるや否や、

　Ｂｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！！！！！！！！！！！！！

　ものすごいブーイングが巻き起こった。

　僕に向けて！

　な、なんだこれ！　ものすごい圧力が襲いかかってきて、びりびりと全身を震わせる。

「うんうん、これで全世界に向けてアピール出来たみたいね。わたしが兄さんのモノだってことが」

　満足気に何を言ってるんだかこの妹は。

　今この瞬間、僕は全世界の男子諸君から呪じゆ詛そを投げかけられてるような気がするぞ。

　と、急に背中側から寒気が走った。なんかすごく嫌な予感がする。

　恐る恐る振り返ってみると、そこにあったのは男子からの呪詛ではなくて、ジト目で僕を見つめる花か穂ほの姿だった。

「あ、あの、花穂さん？」

「…………」

　花穂は無言のまま僕ににじり寄った。

　な、なんだろうな、このプレッシャーは？　花穂はただ無言で、光を宿していない瞳ひとみで僕を凝視しているだけなのに。

　蛇に睨にらまれた蛙かえるのように、僕の足は竦すくんでいる。

「え、えっと、花──」

　再び僕の言葉が封じられたのだった。今度は花穂の唇で。

　花穂は背伸びをすると、両手で僕の頭を抱き寄せるようにして、自分の唇を僕の唇へと押し付けてきた。

　もしこれが映画だったら、今、僕達のバックではホイットニー・ヒューストンが『えんだぁぁぁぁ─────ぃぁあぁ』と歌い上げているだろう。

　それくらいに情熱的なキスだった。

　いや、キス違うから！　チューニングだから！

　明あ日す香かのとは違って、僕の唇を弄もてあそぶような余裕はなくて、ただ押し付けるだけの不器用な口づけ。だからこそ、必死に見えて、可愛かわいらしく映るそんなチューニング。

　それが、これまた大型スクリーンに映し出されているのを確認しながら、そして鳴り止まないブーイングを全身に浴びながら、僕は心の中で願ったのだった。

　今日の帰り道、誰だれか僕のボディーガードになってくれないかな、と。




　そんなこんなで、チューニングも無事（？）に終わり、僕達は改めて対戦相手と対たい峙じする。

　対戦するは中国チーム。代表となったふたりの歌姫カンタトリスは初めて聞く名前だった。

　李深音リ・シエンインとベータ・Ｖフイア。Ｖさんの方はリングネーム的なものなのだろうか？　珍しい名前だ。

　フォーメーションは李さんがひとり前方に立ち、その後方に奏士トルヴエールの人とＶさんが控える形だった。

　李さんが攻撃担当、Ｖさんが支援という役割なのかな？

　前衛の李さんはカラスの羽のように艶つややかな黒髪のロングヘアーを切り揃そろえ、顔の横に一房だけ細い三つ編みを作っている。

　童顔の中でキリッとした切れ長の目はいかにも気が強そうで、濃いアイシャドーに真紅の唇が妖よう艶えんな雰囲気を醸かもし出していた。

　Ｖさんは黒猫のような耳のついた大きな帽子をすっぽりとかぶり、色白の肌の中で赤い瞳ひとみがひときわ目立っている。まるで吸血鬼みたいだ、というのが僕の第一印象だった。

　ふたりは黒を基調としたゴシックロリータを意識したステージ衣装を着ていた。

　一方、明日香と花か穂ほはアニメの魔法少女をイメージした可愛らしいステージ衣装を身に纏まとっている。なんでも日本らしさを意識して、明日香がデザインしたらしい。

　学院の演習や音楽祭は制服がステージ衣装の代わりになっているけど、ＩＣＣの大会ではそれぞれがステージ衣装を用意して身に纏う。

　歌姫自身の可か憐れんさ、美しさも当然ながら、衣装の華やかさや妖艶さなどもステージを彩る重要な要素として観客の目を楽しませているのだ。

　もちろん、これらの衣装はただの衣装ではなく、特殊な素材で作られた特注品で見栄えと同時に動きやすさや防護性能など、ボディアーマーとしても最上級のものとなっている。

　当然、お値段もとんでもない金額になるので、今日の花穂の衣装は明日香からの借り物だ。

「さてと、相手さんがどんな魔法を見せてくれるのか、楽しみね」

　試合開始直前になっても、明あ日す香かはまったく余裕な態度のままに、屈伸などをしている。

　花か穂ほは再び緊張がぶり返してきたのか、その表情は硬い。

「とりあえず兄さんとへなぽ娘こは防御系の魔法を準備しといて。まずは防御に専念して状況になれること。その間に、わたしが探りを入れてみるから」

「わかった。ってことは、最初は『ゆらゆらメモリーズ』で良いかな？」

『巨大な深緑の蔦ジヤツクズ・ウイツプ』と呼ばれる大きな植物の蔦つたを召喚する花穂の代表曲のひとつ。

　攻守兼用、さらに同じフレーズを繰り返すことで、破壊されるまでは召喚、操作し続けられるという、使い勝手の非常に良い幻創曲だ。

「はい、それでいきましょう」

　花穂もこくりと頷うなずいた。

「でも、焦あせって発動はしないでね。相手の魔法如何いかんによっては、すぐに別の曲に切り替えてもらうかもだから、発動のタイミングは必要ぎりぎりまで粘ること。ＯＫ？」

「わ、わかりました」

「以降は臨機応変に。わたしがある程度指示を出していくから、適当に付いて来てね」

　ストレッチを終えた明日香が立ち上がり、集中するように瞳ひとみを閉じた。

　会場が徐々に静まっていく。まさに嵐あらしの前の静けさ。

　会場から音が消えて行くに従って、それと反比例するように音にならない熱気が充満していく。

　肌に痛いくらいの緊張感。乾いた唇を舐なめて湿らせる。

　いよいよ、本当の来武ライブが始まるんだ。

　僕が目指した道。この戦場で結果を残して、僕が信じた魔法のあり方を守るために。

　その第一歩を、今、踏み出す！

『──来武、開始っ！』

　審判のコールと同時に、明日香の眼が開かれた。囁ささやくように、唇が数回動く。

　瞬間、明日香の眼前で空気が爆ぜた。

　と同時に、僕達の三十メートルほど先で歌唱体勢に入ろうとしていた李リさんの身体が後方に吹っ飛んだ。

「え？」

　僕は驚きで目を見開く。隣で花穂も歌うのも忘れ、その光景を呆ぼう然ぜんと見ていた。

　もしかして、明日香が魔法を使ったのか？

　試合開始のコールとほぼ同時に、囁くように何かを呟つぶやいただけで、さっきの魔法を完成させたと言うのか？

　圧倒的なまでのファーストアタック。音速を超えた衝撃波の射出。

　観客たちもまだ状況が飲み込めていないのか、会場は静まり返ったままだ。

　静寂の中、何事もなかったかのように優雅に立つ明あ日す香かと、吹き飛ばされて仰あお向むけに倒れたまま動かない李リさんの姿が対照的で印象的だった。

　けど、これって大丈夫なのか？

　歌で魅せることを完全に放棄した魔法の発動。観客は明日香が何の歌を詠ったのかもわからないだろう。側にいた僕だってわからないのだから。

　セットリストの提出が無いからこそ出来た奇襲作戦。

　でも、これで決着なんてことになったら、観客からすごいブーイングがありそうな。

　けど、そんな僕の不安とは真逆に、数秒の後、一気に会場が歓声で包まれた。

「す、すごいですっ！　こんな高度な魔法の発動、はじめて見ましたっ！」

　隣で興奮している花か穂ほのその言葉が、観客の声を代表するものなんだろう。

　演習や音楽祭なんかでは絶対に見られない、戦闘という分野においての高度な技術。

　明日香が世界でトップレベルの歌姫カンタトリスであることの絶対的な証明。

　スコールのように降り注ぐ歓声の中心で、明日香は冷静なままに李さんを見ていた。

「さすが、代表に選ばれるだけはあるわね。目のよさ、反射神経、判断力、歌唱速度、どれも一流みたい。なんで今まで無名だったんだろ？」

「え？　じゃあ──」

　僕が訊きくよりも早く、李さんがネックスプリングで跳ね起きた。

「まったく、びっくりしたじゃない。日本の宝石歌姫ビジユカンタトリスはせっかちさんなんだから」

　李さんは人を喰くったようにそんなことを言って、コキコキを首を鳴らす。

「いきなりこんな子供だましを仕掛けてくるとは流石さすがに思ってなかったですわ。ほんと、傑けつ作さくですわね、貴方」

　自分の感情を落ち着かせるかのように三つ編みを弄いじりながら、李さんはそう言った。

「……もしかして、まったく効いていない？」

　僕が尋たずねると、明日香は首を縦に振る。

「ぎりぎりのタイミングで水の緩かん衝しよう壁へきを作って防がれちゃった。後方に飛んだのも勢いを殺すためにわざとだし。ま、たったワンワードの詠唱じゃ、物理現象は起こせても幻想まほうとしては完成していないから、歌唱状態に入って幻想化してる歌姫に与えるダメージなんてたかが知れてるとは思ってたけど、無傷なのはちょっと予想外だったかな。水属性、防御特化型の歌姫ってことかしらね。ってことは、攻撃担当は後方に陣取ってるＶフイアって子の方？」

　たったあれだけのやり取りで、それだけの情報を読み取れるのか？

　僕達には一撃必殺に見えていたファーストアタックを李さんは子供だましと言い切り、明日香は情報収集のための手段として使っていた。

　圧倒的なレベルの違いを改めて実感させられる。

　けど、同時にワクワクしている自分がいるのも事実だった。早くこのレベルまで到達したい。

　本当の意味で、明あ日す香かと同じ舞台に立てるように、早くなりたい。

　沸ふつ々ふつと熱いものが込み上げてくる。

「さ、兄さん。ここからは正攻法よ。基本的に歌姫カンタトリスを倒せるのは幻想として成立した魔法だけ。へなぽ娘この魔法をきっちりと完成させてあげて」

「了解！」

　僕は花か穂ほへと視線を移す。花穂の顔色は相変わらず優れないままだけど、それならば僕の演奏で花穂の緊張を取り払ってやればいい。

　一度小さく息を吐き出して、そしてピックを弦げんに叩たたきつけた。

　鳴り響くギターの音色。何千回、何万回と弦を震わせ、耳にしてきたこの音を聴くと自然と心が落ち着いてくる。

　奏でるはクリーントーンのアルペジオ。春の芽生えを待ち望む地中の種が強烈な生命力をその内に蓄えるように、繰り返し奏でるアルペジオの音色が旋律を重ねていく。

　花穂の心を震わせるように。最高の状態で魔法が発動するように。

　ギターの音色にあわせて、花穂の、まだぎこちなさの残る歌声が広がっていく。

　対する中国チームも、各々に幻創曲を奏で始める。

　奏士トルヴエールの奏でる楽器は二に胡こだろうか？　深みのあるビブラートのかかった音が伸びやかに響く。

　李リさんがまるでマリオネットのように、くるり、くるりとその音色に身体を踊らせた。

　一方、Ｖフイアさんは直立のまま動かず、静かに歌を口ずさんでいる。

　さっきの一連のやり取りの中でもひとり微動だにせず、その幻想を創り続けていた。

　そして、口火を切るようにＶさんの魔法が完成した。




　──Ｄａｓ　Ｍｕｔｔｅｒｍｅｅｒ，　ｅｉｎｅ　Ｔｕｒ　ｉｓｔ　ｊｅｔｚｔ　ｏｆｆｅｎ




　淡々と紡ぐ歌詞。どこか機械を思わせる無機質な声が、形ある世界を構築していく。

　その瞬間、視界がグラッとぶれた。足元が──ステージが揺れだしたのだ。

「アースクエイク？　そっちは土系の魔法？　って違う！　なにこれっ!?」

　明日香が慌あわてたように後方へと飛び退く。

　硬質なステージの中にずぶずぶと足が沈み込んでいく感触。

「タケルさんっ！」

「うん、僕たちも！」

　歌は一いつ旦たん停止してしまうけど仕方がない。

　明あ日す香かに倣ならって後方へと退く。その一瞬の後、今まで立っていたステージの床が溶けるように消え去った。

　代わりにそこに存在していたのは──巨大な水たまりだった。

　五十メートル四方の正四角形のステージ。その側端を五メートルほど残して、ステージの大部分を水たまりへと変えてしまった。

　いや、これはただの水たまりじゃない。波打つ水面。そして鼻を突く塩の匂におい。これは、

「ステージを海に変えたってわけ？　メアリーと同じ電子結界系──でも、ないか。っていうと、環境変化──いや環境召喚魔法、どこかの海自体をここに召喚したってこと？」

　僕の思考の後を継ぐように、明日香が疑問を口にする。

「けど、なんでこんな魔法を？　援護するにしても、もっと意味のある魔法があるでしょうに」

　ステージの中央部──というよりは大部分を海へと変化させたＶフイアさんの魔法。けど、これによって得られる効果は、海によっての互いの分断だ。

　つまり相手を攻撃するには飛び道具系か、接近するために海を渡らないといけない。

　しかし、それはお互い様だし、基本魔法は飛び道具的な扱いのものが多いので、明日香の言うとおり援護として微妙な気もする。けど、

「それはどうかしらね？　貴方はこれを見ても、そんなこと言っていられるかしら？」

　二に胡この旋律にのせて優雅に舞っていた李リさんが、明日香を真正面に捉とらえてそのステップを止めると、

「ようやく私のための環境が整ったみたいですわね。それでは、イッツ・ショータイム、ですわ！」

　天を指差して歌い始める。相手奏士トルヴエールが用意していたサブ音源のヘビーなギターサウンドに二胡の旋律が絡まっていく。

　李さんの歌声は強く、そして重い。可か憐れんな声質なのに、そこから感じる印象は極めてネガティブだ。

　さらにゴシック・ロックのテイストを含んだその曲調は、李さんの纏まとう黒の色彩と相まって独特の空間を創り上げる。

　水面が大きく波打つ。激しくのたうつように荒れ狂う。やがて、中心に大きな渦が出来上がっていた。

「ふ～ん、今度は何を見せてくれるつもりかしら？」

「きっと宝石歌姫ビジユカンタトリスさんにもお気に召していただけると思いますわ。それではご紹介いたしましょう。私の可愛かわいい下僕を」

　李リさんはくるり、とコマのように一回転し、トントンと踵を鳴らした。

　その瞬間、バシャ──ッ！！！！　と盛大な水みず飛沫しぶきをあげて、海中から巨大な生物が姿を現した。

　──おぉぉぉぉぉぉぉっ！

　という、どよめきが会場中から沸わき上がる。

　ぬめりを持った表面。ウネウネと、それぞれが大蛇のように動く十本の触手。ぎょろりとした巨大な目。その形態を象徴する三角の耳。

　何よりも驚異的なのはその大きさだった。体長十メートルは超えているだろう。ただ存在しているだけで、とんでもない威圧感だった。

「こ、こんなのって……」

　その威圧感に押されたように花か穂ほが一歩後ずさる。

「クラーケンっ!?　幻想動物の召喚なんてアナスタシアの専売特許じゃない！」

　明あ日す香かの表情にも驚きよう愕がくが浮かんでいた。

　幻想動物。世界中の神話、伝説に登場する想像上の動物。一番メジャーなところで言えばドラゴンだろう。

　実際には存在しない空想の生き物。そんな幻想動物を細部までイメージし、構築し、召喚魔法として幻創曲を創り上げたのがロシアの宝石歌姫ビジユカンタトリス──通称『深雪の妖精』、アナスタシア・カーチナだった。

　存在そのものが伝説である幻想動物は非常に強力であり、また憧あこがれの対象でもある。

　故に何人もの歌姫カンタトリスが幻想動物の召喚に挑戦し、ただのひとりも成功せずに失敗を繰り返していた。

　幻想動物を扱える歌姫は妖精と称されるアナスタシアのみ。

　今やそれが世界の常識となっていたのだけど、まさかこんなところで新たな使い手がお目見えするとは。

「なるほど。海上戦闘一点突破型の幻獣使いってわけね。どうりで今まで表舞台に出てこないわけだわ。確かにあなたのための環境が整ったみたいね」

　明日香の瞳ひとみに緊張の色が混じる。目の前にそびえるように存在するこのクラーケンは見掛け倒しではなく、本物の力を持っているってことだろう。

　けど、その口元にはまだ笑みが浮かんでいた。

「兄さん、へなぽ娘こ、曲を変更して。『ずきずきマイハート』だっけ？　精密射撃できる投槍ピルムのやつ。わたしがクラーケンを引き付けるから、その隙すきをついてＶフイアって方を狙ねらって」

「Ｖさんの方を？」

「うん。李深音シエンインはようやく私のための環境が整ったと言った。つまり、彼女が召喚できる幻想動物はクラーケンのみなのよ。召喚系の歌姫が何を召喚できるか、それは生まれ持っての相性に左右されるって話だし。だから、こんなに強力な魔法を持ちながらも、今まで表舞台に出てこられなかった。だって、普通のステージ上にクラーケンは呼び出せないから」

　強力な魔法の使い手でありながらも、今まではその能力がルールにそぐわなかった為、ずっと日陰で燻くすぶっていた。

　なるほど、タッグマッチだからこそ活きる歌姫カンタトリスってわけか。そして、その歌姫が最良の相方を見つけた。

「だから、環境を創り出しているＶフイアの方を止めてしまえば、必然的に李深音も出来ることがなくなるわ」

　他の幻創曲もそれなりには（と言っても、最初の明あ日す香かとの攻防を見ていると、僕達よりは）使えるんだと思うけど、その程度なら明日香にとってはまったく問題にならないってことなんだろう。とはいえ、

「この状況でＶさんを狙ねらえって言われても」

　眼の前に立ちはだかるのは三階建てのビルほどの大きさもあるクラーケンだ。

　その向こう側に陣取るＶさんの姿は完全に隠れているし、それぞれが自由に動くクラーケンの十本の触手は確実にＶさんを守ってくるだろう。

「大丈夫。わたしが何とか射線を作りだすから。だから、へなぽ娘こ。その隙すきを突いて、一気にＶを仕留めちゃって。かなりの見せ場になるから、倒した後の決めポーズとかもちゃんと考えといた方が良いわよ」

　明日香が花か穂ほの緊張をほぐすように茶目っ気たっぷりに言う。けど、

「あ、あの、明日香さんっ！」

　花穂は追い詰められたような青い顔で明日香に何かを訴えようと身を乗り出した。

「大丈夫だって。この前も言ったけど、花穂はもっと自分に自信を持ちなさい。あんたの発動後の魔法制御能力は相当なものなんだから。このわたしが保証してあげるから。ってことで、しっかり頼んだわよ！」

　明日香は力強くそう言うと、クラーケンへと向けてその身体を走らせた。
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（Kaho's view）




「あ、明日香さんっ！」

　走りだす明日香の背中に向かって花穂が手を伸ばす。けど、その手は虚むなしくも空を切り、花穂の心に重たいものを残した。

（ど、どうしよう……）

　気持ちは焦あせるばかりだった。

　結局、何の手も打てないままに、ここまで来てしまった。自分が魔法を使わなくても、明あ日す香かひとりで勝利できることを願って。

　実際に、それは可能だと思っていた。

　けど、今、目の前に立ちはだかっているのは想像以上の強敵で、そして、それを打破するための切り札とも言える役割が花か穂ほに託されたのだ。

　でも、私は魔法を──。

「花穂、せっかく明日香が僕達に見せ場を用意してくれたんだ。客席で見てる花か音のんのためにもいっちょカッコいいところを見せてやろうぜ」

　あきらかに様子のおかしい花穂を心配してだろう。タケルが花穂に笑いかける。

　頭がおかしくなりそうだった。

　どうすればいい？　なんでこんなことに？　私はどうすればいいの!?

　叫びたい衝動。こみ上げてくる吐き気。膝ひざがガクガクと震える。涙が溢あふれそうになる。

（い、言おう。今、タケルさんに全部言えば、まだ何とかなるかもしれない。やっぱりタケルさんも、明日香さんも裏切ることなんて出来ない！）

　意を決して、花穂が口を開きかけた時だった。

　視界の隅にその姿を捉とらえてしまった。

　一階アリーナ席の最前席。花穂が花音のために用意した特別な席。本当であれば笑顔を向けるべき約束の席。

　その背後に、ニタニタと嫌らしい笑みを浮かべた張榮威チヤン・ウインウエイが居るのを、花穂は見つけてしまった。

　心臓を鷲わし摑づかみにされたかと思った。恐怖で顔が引ひき攣つる。

　あの手紙の主が誰だれなのか、どうしてあんな手紙を花穂に出したのか、その目的が何なのか、全てが一気に理解できた。

　よくよく見てみると、花音の周囲の席に陣取っている連中は、みんな張とよく似た服装をしている。

　その中のひとりの顔が──花穂に手紙を持ってきた職員の顔だった。

　つまり、そういうことなのだ。すでに状況は詰んでいる。

　唇を嚙かみうつむく花穂に向けて、張の視線は雄弁に語りかけていた。

　わかっているよな、と。余計なことをせずに、そのまま来武ライブを進め、そして最高のタイミングで姫ひめ咲さき明日香を裏切れと。

「さあ、花穂。今までの僕達の積み重ねてきた努力の成果を全部ぶつけてやろう！　僕達だって明日香や李リさんたちに負けていないぞって見せつけてやろう」

　普段であればそんな嬉うれしい言葉も、今は花穂の罪悪感を増幅させるだけだった。

　けど、それでも、もう止められない。運命は止まらない。

　タケルがルートＦのパワーコードをかき鳴らした。

　──花か穂ほにとって、そしてタケルたちにとっても、もっとも最悪な形で演奏が始まってしまったのだった。
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（Asuka's view）




（集中、集中。しっかりと動きを見極めれば、十本程度の触手なんかなんてことないわ）

　ステージと海との境界に立ち、明あ日す香かはクラーケンを見上げた。

　伝説級の幻想動物。アナスタシアが召喚するドラゴンに比べれば格は落ちるけど、それでも規格外の怪物であることは間違いない。

　明日香をもってしても、真正面から戦えば危険なくらいに。

（けど、やっぱりワクワクしちゃうわよね、このシチュエーション！）

　歌唱する幻創曲は『ａ　ｔｏｙ　ｂｏｘ』。明日香の固有属性『反転幻創アンチスペル』を象徴するかのような魔法。

　歌詞を紡ぎ、脳内に創りだすのはそのタイトルが示すとおり、たったひとつのおもちゃ箱だ。しかし対戦相手にとってはおもちゃ箱なんて可愛かわいらしい表現はとても出来ない悪魔の箱。

　そこから取り出す──現実世界へと具現化されるのは、対戦相手にとって最も効果的な武器なのだから。

「さて、今日は何が飛び出すかしら」

　歌い手本人でさえも開けてみるまでわからないパンドラの箱を、

「ｇｅｔ　ｓｅｔ，ａｎｄ　ｒｏｌｌ　ｏｕｔ！」

　明日香は開いた。

　空想の中のおもちゃ箱が開き、飛び出したのは銀で装飾されたフリントロック式のピストルだった。

　カチャリ、と音を立てて、明日香の両手に二丁の銃が収まる。

「ふ～ん、海賊銃？　それとも銀加工ってことは化け物退治用ってことなのかしら？　ま、いっか」

　親指で撃鉄を起こす。

　盛大に水みず飛沫しぶきを上げて、空気を切り裂きながら迫り来るクラーケンの攻撃をぎりぎりのタイミングで躱かわす。

　クラーケンの十本の触手はそれぞれ自由に動く。とはいえ、触手を振るえば必ず重心の移動が生じるために、そのすべてを無軌道に動かすことは構造的に無理だ。

　一度に襲いかかってくるのはせいぜい三本。であれば、躱すことは不可能ではない。

　歌いリズムを取りながら、まるで振り付けのように左頭上から打ち下ろされた触手をステップで躱し、勢いそのままに右側面から足元を薙なぎ払はらうように繰り出された攻撃をジャンプしてやり過ごす。

　そこに、追い打ちをかけるように繰り出されたクラーケンの鋭い突き。

　空中で自由に動きのとれない明あ日す香かは、にこりと笑みを浮かべて迫り来るクラーケンの触手へと右手の銃口を向ける。

「攻撃は最大の防御なり、ってね」

　引き金を引くと、爆音と共に白銀の銃弾が発射された。と同時に消失する右手の銃。思いの外、激しい反動に明日香の身体が後方へと流される。

（一発使いきりの高火力タイプか）

　明日香は冷静にそんなことを考えながら、空中で身体を捻ひねり、左手側の銃の照準をクラーケンの別の触手へと合わせトリガーを引いた。

　轟ごう音おん。手首、そして肘ひじを通り身体へと突き抜けてくる反動。さらに後方へと流される身体を上手く宙返りすることで安定させ、地面へと着地した。












　視線をクラーケンへと向ける。

　撃ち放った二発の弾丸は見事にクラーケンの触手に直撃し、十あった触手は八へとその数を減らしていた。

　──あれ？　耐久力は意外と脆もろい？

「ちっ。生意気な小娘ですわね。けど、あなたの武器は消滅。こっちはまだ八本も残ってますわよ」

　虚勢を張る様な李リに対し、明あ日す香かは微笑ほほえみ返す。

「まだ、わたしの歌は途中なんだケド？」

　精神世界の中で流しているＢＧＭうたはまだ途切れてはいない。奏士トルヴエールの伴奏がない分、他の人にはわかりにくいかもしれないけどね。

「そして、わたしのおもちゃ箱には、いつでもおもちゃが満タンなのよね！」

　カチャリ、と再び両手に装着された二丁の銃を空高く放り投げる。

　続けて二丁、さらに二丁、合計六丁の銃を上空へと放り投げると、明日香は半身になってクラーケンを指さす。

「一気に決着をつけてあげるわ。ｇｅｔ　ｓｅｔ，ａｎｄ　ｒｏｌｌ　ｏｕｔ！」

　付き出したその手の中にも銃が装着される。

「くっ。一斉攻撃、参りますわ！」

　李の歌声が荒々しく、攻撃的なものへと変化する。それに呼応するように、クラーケンの動きも激しくなった。

　触手を振り回すたびに巨体が海中で暴れ、激しい水みず飛沫しぶきが広範囲へと飛び散る。

　叩たたきつけるような攻撃が硬質なステージの床を抉えぐる。一撃でも食らったら、かなりのダメージを受けることは必至だ。

「けど、そんなの食らわなければいいだけのことだよね！」

　両手に携えた二丁の銃を撃ち放つ。発射される二発の弾丸は寸分の狂いもなくクラーケンの触手を二本消滅させた。

「これで残り六つ！」

　明日香は思い切りジャンプすると最後に上空に投げた二丁の銃を両手に摑つかみ、すぐさまに発射。着弾なんて確認するまでもない。

　さらに後方宙返りをしながら、宙に舞う二丁の拳銃を摑みとり照準をあわせる。残っている触手はすでに四本だ。

　両手の人差し指をトリガーに触れさせ、わずかに絞る。まったく同じタイミングで爆音をあげ撃ちだされるふたつの魔弾。

　音速の数倍の速さで飛ひ翔しようする弾魔丸法は幻獣ですらも打ち砕く。

「こ、こんなバカな。私の下僕がこんな簡単にっ」

　動揺する李リの声を聞き流して、地面に着地した明あ日す香かは両手を突き上げた。

　これでフィナーレよとばかりに、明日香の両手には上空から降ってきた最後の二丁が収まった。

「へなぽ娘こ！　今よっ！」

　トリガーを引くと同時に、明日香は叫んだ。

　撃ち放たれた弾丸は間違いなく残り二本の触手を破壊するだろう。

　これでＶフイアを守るものは何も無い。

（今回だけ、一番オイシイところは譲ゆずってあげるから、かっこ良く決めなさいよ）

　──明日香は花か穂ほを振り返った。
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　流れるような、ダンスでもするような優雅でありながらも計算されつくした明日香の一連の攻撃。

　それは確実にクラーケンを追い詰め、花穂の投槍ピルムがＶさんへと到達するための道を創り上げた。

　クラーケンのすべての触手がもがれ、その大きな身体のバランスが崩れる。

　僕達の眼前にはＶさんへと届く一本の線が引かれる。

「花穂、今だっ！」

　僕は最善のタイミングで花穂の『戦乙女の投槍ヴアルキリーピルム』が放たれるように、力強くピックを弦げんへと叩たたきつけた。

　オーバードライブのエフェクトのかかった、歪ひずんだ音が攻撃的に鳴り響く。

　けど、予測した弾道ライン上に花穂の投槍は現れなかった。花穂の歌声が停止する。

　何か、演奏でミスったか？

「花穂？」

　僕は花穂の方を振り返った。

　そこにあったのは、さっきまで以上に青白い顔をした花穂の顔。

　膝ひざがガクガクと震え、立っているのがやっとのような、そんな花穂の姿だった。

「……ごめんなさい」

　掠かすれたような小さな声で、花穂が謝罪の言葉を零す。

「いや、まだ大丈夫だよ！　もう一度、魔法を──」

「撃てないんです！　私、魔法、使えないんです……」

　堪えていた涙が堰せきを切ったように花穂の瞳ひとみから溢あふれ出す。

「魔法が使えないって、どういう──」

　意味なんだという僕の疑問は、問いかける前に解消された。

　花か穂ほの後方。アリーナ席最前列。そこに、心配そうにステージ上を見つめる花か音のんの姿があった。

　そして、さらに後ろの席で立ち上がり拍手をする男の姿。歓喜で顔を歪ゆがめ、心から愉たのしそうに拍手を送るその男。

「──張榮威チヤン・ウインウエイ」

　張は僕の方を見て、満面の笑みを浮かべると、人差し指を伸ばし銃の形にした右手を前の席に座る花音の後頭部に向け、「バァン」と撃つ仕草を見せた。

「花穂、もしかして花音が？」

「……ごめんなさい」

　涙で滲にじむ声で、花穂はただ謝罪を繰り返す。

　腸はらわたが煮えくり返るというのはこういう感情を言うのだろう。

　張に対しても、そして自分に対しても僕は腹が立っていた。

　花穂の様子はずっとおかしかったのだ。花穂はＳＯＳの信号を常に出し続けていた。それなのに僕は、単に緊張しているだけだと思い込んでいた。

　冷静に考えれば、花穂は僕たちに何かを──つまり、このことを伝えたかったのだ。しかし、それもきっと口止めされていて、ひとりで全部抱え込んでいた。

「張榮威──っ！」

　叫ぶ僕に、張はことさら面白そうに僕を指差して笑った。

　いや、違う。張は僕ではなく、僕のさらに背後に向かって指差していた。

「きゃぁぁっ！」

　耳じ朶だを打ったのは明あ日す香かの悲鳴だ。慌あわてて振り返ると、そこにあったのはクラーケンの触手に四肢を捕らえられ、宙ちゆう吊づりにされた明日香の姿だった。

「クラーケンの触手が？　なんで？」

　クラーケンの触手はさっき明日香がすべて破壊したはずなのにっ!?

「ふふふ、あはははははは！　ホントあなた達は単純なおバカさんですわね。それとも、私たちのお芝居が上手すぎるのがいけないのでしょうか？」

「どういう意味よ！」

　両手両足をそれぞれクラーケンの四本の触手で搦めとられ、大の字で上空へと吊つり上げられている明日香が、李リさんに対して叫ぶ。

「私の下僕がそんなに弱いわけないでしょう？　この子の一番の自慢は生命力の強さ。触手なんてすぐに生えてくるに決まってるじゃありませんか。そもそも、さっきのはわざとヤラれてあげていたと言うのに、まったく調子に乗って油断しまくってくれやがりますから、バカの相手は本当に楽しいですわ」

「確かに、ちょっと油断しすぎてたみたいね。勝負がつく前に敵に背中を見せるなんて失態をするなんて。これはちゃんと反省しないと」

（兄さん、へなぽ娘こに何があったの？）

　李リさんと会話をしながら、心の声で僕に訊きいてくる。

（どうやら張チヤンのヤツが花か音のんを人質にとって花か穂ほを脅おどしているらしい）

　明あ日す香かは花音の席の方へと視線を移して、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

（まったく、どこまで腐った男なんだか。わかった、わたしひとりで何とかしてみる。けど、花穂と花音に危険がありそうだったら、すぐに棄権して）

（了解）

　明日香は僕を見て一度頷うなずくと、再び李さんを睨にらみつける。

「けど、四肢を捕らえたくらいじゃ、わたしは止められないわよ」

　次の魔法を発動をしようと明日香が口を開いた瞬間──

「わかってますわ。だから、先にその生意気な口も塞ふさがせてもらいます。原始的ですが、やっぱり効果的ですからね」

　クラーケンの触手の一本が明日香の口にねじ込まれた。

「んぐぐっ！」

　塞がれた口からくぐもった声が漏れる。限界まで大きく開かれた明日香の口の中をクラーケンの触手が侵入していく。

　奥へ、奥へと、喉のどを突くように。

「あらあら、宝石歌姫ビジユカンタトリスともあろうお方が、人前でこんなに太いのを口いっぱいに頰ほお張ばっちゃって。最近の若い子は慎みというものが無いのかしら？」

　スクリーンに明日香の顔が大写しになった。苦しそうに歪ゆがむ表情。喉を突かれ嘔え吐ずきながら、それを拒こばむ手段がない。

　閉じることのできない口の端からは、唾だ液えきが糸を引いて垂れ落ちていた。

「ああ、たまりませんわ、その苦しそうな表情。小さな口いっぱいに太い物体を無理やり咥え込まされて、奥まで突かれちゃうなんて。ほら、聞こえますか姫ひめ咲さき明日香さん。お客さんたちの大興奮な歓声が」

　李さんの言うとおりだった。嗜し虐ぎやく心しんをくすぐるその光景にあてられたのか、会場にはなんとも言えない興奮の空気が充満し始めていた。

「さすがは人気の美少女歌姫カンタトリスさん。じゃあ、もっと会場の皆様にサービスしてあげないと」

　明日香の四肢を捕らえる四本の触手が明日香の身体を引き裂かんばかりに引っ張り合い、明日香の両手、両足は大の字に限界まで伸ばされる。

「んぐぁぁぁっ！」

　くぐもったままの苦しそうな明日香の悲鳴が、マイクを通して会場中に響き渡った。

「イッツ、ショータイム、アダルトバージョン、ですわ！」

　鞭むちのように大きくしなりながら、クラーケンの触手の先端が明あ日す香かの腹に叩たたきつけられた。

　バシンッ、と打撃音が響くと同時に、左脇わき腹ばらから右腰の辺りまでステージ衣装が切り裂かれる。観衆の目に晒さらされる明日香の白い肌。

　身動きがとれず、魔法の使えない状態に明日香を追い込んで、大観衆の前でいたぶり、辱はずかしめる。

　張チヤンの狙ねらいはこれか。

　あの日、教室で散々明日香に恥をかかされたことに対する復ふく讐しゆう。最初からそれが狙いで、そして李リさん、いや、李もＶフイアもそのグルだったってことだ。

　捕らえられ反撃のしようのない明日香。そして、呆ぼう然ぜんとしたまま歌を歌わない花か穂ほ。

　その様子を見ていた審判が、棄権するかと目線で訊きいてくる。

　そうするしかないか。花か音のんには悪いけど、こんなふざけた試合を続ける意味はない。

　事情を話せば、花音だって納得してくれるはずだ。けど、

「棄権は、ダメなんです」

　泣きながら、花穂が僕の袖そでを摑つかんでそう言った。

「棄権したら、花音ちゃんがっ……」

　それすらも許さないと言うのか。このまま張のヤツの気が済むまで、明日香が辱められるのを見続けていろと、そういうことなのか。

　明日香の命が危険に晒されるまでの攻撃は絶対にしてこないだろう。そして、花穂が歌姫カンタトリスとして自由に行動できる以上、こちらから申請しない限り審判は試合を止めない。

　もはや、張の方を振り返ることすらしたくなかった。きっとこれまでにないくらいに最高の笑顔を浮かべているだろうから。

　その顔を想像しただけで吐き気がする。

「ごめんなさい、ごめんなさい……」

　糸が切れたマリオネットのように花穂はその場で膝ひざをつき、自分自身に対する呪じゆ詛そのような謝罪を繰り返していた。

　吊つり上あげられた明日香は、公開での鞭むち打うち刑の如く、幾度も触手を打ち付けられる。

「そのスカートも、もっと短いほうが良いのではないでしょうか？　股また上うえ三センチくらいなんて刺激的でとってもお似合いだと思いますわよ」

　言うが早いか、明日香の太ももを叩いたクラーケンの触手は、スカートをざっくりと切り裂く。

　ぼろぼろにされた明日香の衣装。晒される柔肌。明日香自身のダメージも大きく、その頭は力なく垂れ下がっていた。

　徹底的な敗北者の姿。口にねじ込まれていた触手を抜かれても、もはや詠う力もない。

　僕はそんな明あ日す香かの姿を、ただ拳こぶしを握りしめて見ていることしか出来なかった。





　　◇◇◇






（Akatsuki's view）




「さてと、そろそろ頃ころ合あいかな。年とし頃ごろの女の子をこれ以上辱はずかしめるのはさすがに酷こくだからな。ま、これでわがままお姫様に少しはお灸きゆうをすえることも出来ただろう」

　アリーナ席前方でステージ上の出来事を見守っていた東雲しののめ暁あかつきはインカムを通して、おそらく中央監視室でモニタをチェックしているであろう東雲詩し乃のへと話しかけた。

「聞こえてるか、詩乃。アリーナＢ７ブロックだ。大至急来てくれ」

「ついに張チヤンが動いたの？」

「山やまの辺べ花か穂ほが招待した女の子を龍尾ドラゴンテイルの構成員と共に囲んでいる。ステージ上の様子を見るに、山辺はそれで脅迫でもされているんだろうな。なので、これから拘束に動く」

「山辺が招待した女の子？　一般人なの？」

「ああ。名前は川かわ澄すみ花音かのん。山辺が入学前に生活を送っていた施設で一緒だった女の子だな。どうやら山辺とは一番の友人という間柄らしい。ちゃんと裏はとれている」

「一般の子を人質に取るなんて。腐りきってるわね」

　インカムの向こう側で、詩乃は嫌悪感を隠さずに吐き捨てた。

「ま、相手は犯罪シンジケートだからなあ。それに、いかにもあのお坊ちゃんの好きそうな演出だよ。わざわざ本人が出張ってきちゃってるあたり、いかにも三流だけどなあ」

「それで、川澄って子の安全は大丈夫なの？」

「おいおい詩乃。それは俺おれを含める、ウチの情報官に対する侮辱的発言だぞ？」

　やや語気を強めた暁に対し、詩乃は素直に謝る。

「ごめんなさい、兄さんたちの実力を信用していないわけじゃないの。ただ私はこれ以上、人が死──」

「大丈夫だ。人命を最優先して行動している。お前はとにかく急ぎで来てくれればいい。重要な仕事をしてもらいたい」

「私は何をすればいいの？」

　やや硬い詩乃の質問に暁は笑いながら答えた。

「ジェスチャーでも何でもいいんで、ステージ上の山辺花穂に川澄花音の安全は確保したと伝えてほしい。顔も知らない俺たちじゃ、彼女を安心させることは出来ないからなあ」

　一瞬の沈黙の後、インカムの向こうで詩乃が小さく息を吐き出す様子が窺うかがえた。

「わかった、大至急向かいます。確かにそれは非常に大切な仕事だわ」

　たっ、たっ、たっ、と廊下を駆ける音が聞こえてくる。あと数分で詩し乃のは到着するだろう。

　暁あかつきは周囲に目配せをする。

　花か音のんを囲うように陣取った張チヤンとその取り巻き。それをさらに取り囲むように暁の部下たちが準備していたのだ。

　張はその姿を見せることで、花か穂ほへ状況はすでに詰んでいると伝えた。

　けど、実際は張がその姿を見せることで、自分自身がすでに詰んでいたのだ。

「さてと」

　暁が立ち上がると同時に、部下たちに緊張が走る。失敗は許されない。

（けど、ひどい茶番だよなあ。結局こいつらも、俺おれたちも踊らされているだけだもんなあ）

　暁の口元に浮かぶは自じ嘲ちようの笑みだ。

（ま、国土内に神楽かぐら特とつ区くなんて火薬庫を抱え込んじまった日本だ。上手く立ち回るためには犯罪組織の内部抗争のお手伝いでも何でもしなけりゃ、やっていけんか）

　暁が合図を送ると同時に、迅じん速そくに部下たちが行動を起こした。

　音も立てず、言葉も発させず、抵抗もさせず、三人の龍尾ドラゴンテイルの構成員を拘束する。

　いきなりのその展開に張榮威ウインウエイは混乱していた。

　まったく想像もしていなかった光景が目の前に広がっているのだろう。気の毒になるくらいに、取り乱していた。

　そんな張の前にゆっくりと暁が立つ。

「こんばんは、お坊ちゃま。ちょいとご同行願えますか？」

「だ、誰だれだお前っ？」

　張が引ひき攣つった顔で声を裏返らせる。

「誰って、そうだなあ。女の子の窮きゆう地ちに駆けつけた、正義の味方ってところでどうですかね？　イタズラ好きなお坊ちゃまをお仕置きしないといけないんでねえ」

「お、お前！　僕を誰だかわかっているのか？　僕は龍尾の──」

「多分だけど、張大人タイレンなら今いま頃ごろはもう冷たい海の中じゃないかな？」

「え？」

　張の顔から表情が抜け落ちた。張にとって絶対であり最強の切り札が、思いもしない言葉で遮さえぎられたのだ。

「パパが、冷たい海の中？　どういう意味だっ!?」

「そのまんまの意味ですよ、お坊ちゃま。さ、ご同行願いましょう。大人しく従えば、キミにはお父様とは違う未来への選択肢をご用意いたしましょう。もちろん、お父様とご一緒にダイビングをお楽しみになりたいのであれば、お止めはしませんが」

「ひぃぃ……」

　脳が受け止めきれる情報量の上限を超えたのか、張チヤンは白目を剝むいて失神した。

「まったく、本当に情けないお坊ちゃまだな。ま、仕事が楽になっていいけど」

　暁あかつきは下した顎あごを撫なでながら、視線をステージの方へと移す。

　そこにあるのは、クラーケンの触手に捕らえられ、辱はずかしめを受けている姫ひめ咲さき明あ日す香か。そして、責任を感じ膝ひざ立だちのまま呆ぼう然ぜんとしている山やまの辺べ花か穂ほ。

「さて、この最悪の状況をどうやって立て直すのか、キミの才能を見させてもらおうじゃないか、神かん凪なぎタケルくん。けど、上手くやらないと、歌姫カンタトリスふたりとも二度と詠えなくなってしまうかもしれないぞ」

　そう呟つぶやく暁の下へ、詩し乃のが息せき切って駆けつけたのだった。





　　◇◇◇






　──くそっ！

　全身をめぐる血が沸ふつ騰とうしそうだ。怒りが、憎悪が思考を支配して、すべてをめちゃくちゃにしてやりたくなる。

「ごめんなさい……ごめんなさい……」

　謝罪を繰り返す花穂の中で渦巻いている罪悪感は如い何かほどのものか。

　辱めを受けている明日香の心の傷は如何ほどのものか。

　僕の大切な妹とパートナーをめちゃくちゃにしやがって！

　こうなったらっ！

　そんなことは不可能だって十二分に理解している。けど、このまま何もしないでいるなんて僕には出来ない。

　海を泳いで、直接相手の李リたちを殴り飛ばしてやる！　そして、その後、張の野郎も！

　今の僕に出来ることなんてそれくらいしかないんだから！

　ギターを外そうと、左肩のストラップに手をかけたその瞬間、




　──冷静になりなさい！　神凪タケル！




　ざわつく会場内で、その声がはっきりと僕の耳に届いた。

　声のした方を振り向く。そこには、学院長の姿があった。

　さらに、数人の男たちが張と、その取り巻き連中を取り押さえていた。

「張たちは全員、拘束したわ！　花か音のんさんの安全は私が責任を持って保証します！　だから、思う存分に戦いなさい」

「え？」

　その声に、花か穂ほが反応した。ぼんやりと焦点の合っていなかった瞳ひとみに光が宿る。

　ゆっくりと、花か音のんの方へと首を動かす。

　ふたりの視線が交錯した。

　花音は学院長たちから事情を聞いたのだろう。

　泣きそうな顔で、それでいて怒りに満ちた瞳で、花穂に向かって叫んだ。

「花穂、お願いっ！　立って！　戦って！　こんな奴らに、こんな卑ひ怯きような奴らに、絶対に負けないで！」

　涙混じりの、さまざまな感情の渦巻く花音の声が僕達の耳へと届く。

　花穂の心へと響く。

「……タケルさん」

「うん」

　僕は花穂の目を見ながらしっかりと頷うなずいた。

「まずは立とう。しっかりと背筋を伸ばして。花穂は何も悪くない。明あ日す香かだって絶対にそう思っているはずだ。だから、明日香を助けるために、花穂の力を貸して欲しい」

　圧倒的なまでの存在感で立ちふさがるクラーケンを睨にらみつけながら、僕はギターのネックを握りしめた。

　クラーケンに捕らえられたままの明日香を何とか救出したい。そのためには花穂の魔法が絶対に必要だ。

　視界の端で、花穂がゆっくりと立ち上がるのが見えた。しっかりと足を踏ん張って、今日はじめて見せる、花穂らしい佇たたずまいで。

「タケルさん、指示をお願いします。明日香さんを助けるため、私に出来ることならなんでもします。私に償つぐないをさせてください」

　強い意思のこもった声。これなら大丈夫だろう。

　──これで花穂の魔法が使える。

　けど、どうすればいい？

　多分、花穂の魔法ではあのクラーケンを傷つけることすらも難しいだろう。

　花穂の魔法はせいぜいレベル２。対してあのクラーケンは間違いなくレベル６に価する幻創だろう。

　真正面からぶつかるにはレベルが違いすぎる。

　クラーケンを倒すには明日香の力が必要だ。けど、その明日香はクラーケンに捕らえられ、詠うことが出来ない。

　では、『ずきずきマイハート』で歌姫カンタトリスを直接狙ねらうか？　明日香を捕らえているクラーケンの触手は四本。残り六本の触手をかいくぐって、直接Ｖフイアを撃ち抜けるか？

　花か穂ほが一度に繰り出せる『戦乙女の投槍ヴアルキリーピルム』は五本。数としてはやはり心こころ許もとない。

　しかも、今回は明あ日す香かが射線を確保してくれるわけでもない。

　発射後の遠隔操作によって投槍ピルムを大きく迂う回かいさせ、クラーケンの背後にいるＶフイアを狙う。

　防御に使ってくるであろう触手をかいくぐりながら。

　──不可能、だよな。

　いくら花穂が魔法制御能力に優れているとは言え、それはやはり不可能だ。

　頭を使え。もっと思考を高速回転させろ。必要条件を導き出せ！

　まず、絶対条件として、クラーケンを倒すには明日香の魔法が必要だ。

　そのためには、明日香を歌える状態にまでもっていかなければならない。

　別に四肢が拘束された状態でも魔法の発動──幻創曲を詠うことは出来る。であれば、僕達がするべき最初の一手は明日香の意識を、体力を回復させることだ。

　意識を回復させたのち、明日香の魔法の発動によって自力での脱出。多分、方法はそれしかない。

　しかし、敵だってそれを黙って見ているわけがない。明日香が歌い出したらすぐに、さっきまでと同じようにクラーケンの触手で強引に口を塞ふさぎ、身体を締め上げ、明日香の歌を停止させるだろう。

　だから、気づかれる前に魔法を発動する必要がある。最初に見せたようにワンワード、最大でも一小節分くらいの歌唱時間での魔法の発動が。

　けど、たった一小節分の完成度の魔法では、クラーケンの触手を破壊することは不可能だろう。

（やっぱり、ダメか……この状況をどうにかするのは、僕には不可能なのか……）

　諦あきらめの気持ちが湧わき起こってしまった僕の右手を、花穂がぎゅっと握った。

「タケルさん。タケルさんは明日香さんの曲を演奏してください」

「明日香の曲を？」

「はい。タケルさんの演奏があれば、その演奏にあわせてならば、たとえ一小節の歌唱でも、クラーケンにダメージを与えられるだけの魔法を創ることが、明日香さんには出来ると思います」

　ああ、調律チユーニングの効果で僕の思考が花穂にも伝わってしまっていたのか。

「だから、タケルさんは明日香さんのために演奏をしてあげてください。そして、私が明日香さんの傷を癒します。私の新曲で」

　花穂は祈るように胸に手を当てた後、花か音のんの方に顔を向ける。そして、もう一度僕の方へと戻したその表情には決意が溢あふれていた。

「花音ちゃんの為に創ったこの幻創曲『カノン』なら、必ず明日香さんの体力を回復させることが出来ます」

　花か穂ほにしては珍しく、はっきりと自信をもってそう宣言する。

　これは多分、僕の想像でしかないけど、『カノン』は花穂がずっと温めてきた幻創曲。花穂がこの世界で魔法を望んだ、一番の理由なはずだ。

　花か音のんの病気を癒すために続けてきた、花穂の努力の結晶。

　けど、魔法で病気は治せない。

　本人の回復力を促進し治ち癒ゆを早めることは出来る。進行を一時的に停止させることも出来る。しかし、その効果は歌唱中に限る。

　そう、魔法の最大の欠点。魔法は歌姫カンタトリスの歌唱中にしかその現象を持続できない。

　だから、どんなに治癒系の魔法を──幻創曲を創ったところで、治る過程にあるものを早期に治す手助けは出来ても、壊れゆく過程にあるものを修復することは決して出来ないのだ。

　運命の書き換えは出来ない。

　それが魔法という奇跡の中で定められたルールで、どうしようもないほどに絶対的な現実だった。

　けど、それでも花穂はこの歌を、奇跡の歌を諦あきらめることが出来なかった。

　だからこそ、奇跡が起こせるかもしれない。

　この状況を打破するための奇跡が。

「よし、その作戦で行こう。でも、僕が演奏するのは明あ日す香かの曲じゃない」

「え？　どういうことですか？」

「僕の演奏する曲と、花穂の詠う歌が別の曲だったら、さすがに警戒されると思うんだ。だから、僕は花穂の曲を演奏する」

「でも、それじゃあ、明日香さんの魔法は──」

「うん、効かないだろうね。だから、花穂の曲を演奏しながら、明日香の曲も同時に演奏する」

　左手はギターのネックへ。ピックを持った右手は手首をぶらぶらと揺らしてリラックスさせる。

「同時に演奏って、そんなこと出来るんですかっ!?」

「普通に考えれば出来ないよ。けど、今は出来る。条件が揃っているから」

　むしろ、そうなるように最初から運命に組み込まれていたんじゃないかって思えるくらいに。

「三つのヴァイオリンと通奏低音のためのカノンとジーグニ長調、第一曲。通称、パッヘルベルのカノン。日本でもっとも有名と言えるかもしれないクラシック音楽。花穂の『カノン』のイメージ元もこの曲だよね？」

「はい」

　こくりと頷うなずく。

　トニックのＣから始まりＧ、Ａｍと続いていくこのコード進行は『カノン進行』『大逆循環』などと呼ばれる世界的にも有名なコード進行だ。

　古今東西、さまざまなヒット曲がこのコード進行によって作られている。それは幻創曲においても一緒だ。

「僕はこれからコードバッキングのみをするから、花か穂ほはそれにあわせて歌って。コードは当然──」

「カノンコードですね」

　僕の意図することがわかったのだろう。花穂が大きく頷く。

「さあ、反撃開始だ！　今までの借りを全部まとめて返してやろうぜ！」

「はいっ！」




　全身の力を抜いて、自然体で立つ花穂。両手を胸の前であわせているその姿は神に祈る聖女のようにも見える。

　僕は四分の四拍子で和音コードを展開していく。

　Ｃ、Ｇ、Ａｍ、Ｅｍ、Ｆ、Ｃ、Ｆ、Ｇ。そして再びＣへと循環する、美しいコード進行。

　メロがのらないコードバッキングだけでも、いくつもの世界を想像させる、人間が本能的に美しいと思う音の流れ。

　そこに、花穂の歌声が重なった。それは、やはり祈りのように聴こえた。

　李リの視線が僕達の方へと向けられる。しかし、その瞳ひとみには警戒の色は無い。

　僕達がどう足搔いたところで、クラーケンを倒せるような魔法が使えないことを理解しているのだろう。

「オマケに過ぎないあなたが今さら何をしようと思っているのかわかりませんけど、無駄な努力ですわ。宝石歌姫ビジユカンタトリスですらこのザマですのに」

　特に僕達の演奏を止めようとするでもなく、楽しげに明あ日す香かに話しかける。

「それにしても無様な恰かつ好こうですわね。今時接近戦メインの歌姫カンタトリスなんて流は行やらないですわよ。母親の理想を追いかけるだかなんだか知りませんが、不用意に近づいて捕まってるようじゃ目も当てられませんし」

　それは絶対的に有利な立場にいるからこそ生じる油断だ。

　その油断で、僕達は窮きゆう地ちに追い込まれた。けど、今度はその油断を利用させてもらう。

　後光が差すように花穂の身体が淡い光に包まれた。

　その光は徐々に大きく膨ふくらみ、そしてある形を作っていく。それは大きな蕾つぼみだった。

　澄んだ歌声。優しい揺らぎ。温かな響き。心からの安らぎ。

　花穂の歌声にのせて、蕾がゆっくりと花開いていく。

　それはまるで命の芽生え。開いた花弁の先から、光の粒子が風に踊るように、上空へと舞い上がっていく。

（届け！　この祈りが。花か穂ほの信じた努力が。花穂の願った奇跡が。届きますように）

　祈り、願い、そして奏でる。ただ信じて、伝わると信じてギターを奏でる。

　見上げた先。頭を垂れ、ぐったりと動かない明あ日す香かの唇が微かすかに動いた気がした。




　──たとえ今は　どんなに小さな祈りだとしても　いつか　きっと




　花穂の歌声と、




　──絶対に譲ゆずれない夢がある　だから　Ｉ　ＢＥＬＩＥＶＥ．




　明日香の歌声が、




　ひとつのコード進行の上で重なった。




「はああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！！！」

　気合い一いつ閃せん。明日香は顔を上げると捕らえられていた両手でクラーケンの触手を摑つかみ、一気に引きちぎった。




　グォォォォォォォ！！！！！！！！！！




　苦痛によりあげられたクラーケンの大音量の叫び声がドームの天井を揺らした。

　両手が自由になった明日香は、そのまま前屈し、足に絡んでいる触手を摑みとる。そして、自分の十倍ほどの大きさのあるその触手を、今度はぶっこ抜いた。

「まだ詠える体力がっ！」

　慌あわてたように李リはクラーケンをコントロールし、明日香の口を塞ふさごうとする。

　けど、それももう遅い。鋭く突き刺すように襲いかかってくる触手を豪快にぶん殴る。

『ｂｅｌｉｅｖｅ』──明日香の発動したその魔法はＩＳＲＣライブラリに登録されている魔法の中でもっともシンプルな効果を現す魔法のひとつだ。

　自分強化。思考力、身体能力、感覚。戦闘に必要なあらゆる能力を驚異的に上昇させるドーピング魔法。

　それは母さんが得意としていた魔法でもある。

　李の言うとおり、接近戦は危険が大きい。だから、ほとんどの歌姫カンタトリスの魔法は遠距離での戦いを想定したものになるし、その方が有利なのも確かだ。

　けど、ぶっ放したら周りをも危険に晒さらす魔法より、自分の責任で、自分の拳こぶしでぶっ飛ばすだけの魔法の方が素敵だろ？

　そんな母さんの理想を明あ日す香かも追い求めたいと思っているのだ。

　母さんの信じた道を、明日香も信じると。

「せいやっ！」

　身体の拘束を自らの力でぶち破った明日香は、クラーケンの耳を地面がわりに蹴けりつけて、一気に対岸、李リの下へと飛ひ翔しようした。

　着地と共に、一気に李の懐ふところまで潜り込む。腰を落とし、右肘ひじを後方に引いて身体を捻転させる。

「こ、このっ！」

　焦あせった李が迎撃しようと拳を振り上げる。

　しかし『ｂｅｌｉｅｖｅ』により身体自体が魔法と化している明日香と、ただの肉体である李では勝負になんてなるはずがなかった。

「接近戦が危険だってことを改めて教えてくれてありがとう。でもね、接近特化型に接近を許しちゃったら勝ち目はないわよ。今後、お互い油断には気をつけましょうね」

　捻ひねった身体を戻す反動を利用して、突き上げるように李の鳩尾みぞおちに明日香の掌しよう底ていが突き刺さった。

「──かはっ！」

　直撃を受けた李は大きく後方へと吹き飛ばされ、そのまま場外へと落下した。

　仰あお向むけに倒れたその姿は、最初の時とは違ってぴくりとも動かない。そして、李の召喚したクラーケンも霧が晴れるように消滅する。

　李が意識を失い、完全に歌唱が──幻創世界との接続が途切れた証だ。

　明日香は僕達を振り返ると、人差し指を突き出す。今度こそ、ちゃんと決めなさいと。

「花か穂ほ」

「はいっ！」

　ここからは一気にテンポアップだ。

　クリーントーンで奏でていたカノンコードから、オーバードライブのエフェクトをかけたディストーションサウンドへと。

　激しく、熱く、攻撃的に。

『ずきずきマイハート』──さっき発動できなかった分も込めて、全力でぶっ放してやる。

「ファイッ！」

　気合いの入った花穂のシャウト。ぴょんと飛び跳ねると共に、頭上に現れたのは『戦乙女の投槍ヴアルキリーピルム』だ。

「タケルさん、いきますっ！」

「おうっ！」

　重心を落とし、溜めるような仕草のあと、花か穂ほは今までの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように、腹の底から声を発した。

「──ＢＲＥＡＫ　ＯＵＴ！」

　放たれる魔槍。

　唸うなりを上げて一直線に、空気を切り裂き雲を引いて、Ｖフイアへと襲いかかる。

　一秒にも満たない僅わずかな時間の後、

　Ｖは躱かわすでも防ぐでもなく、飛来する槍を真正面から受け、膝ひざから崩れ落ちるように前のめりに倒れた。

　眼前に広がっていた海原が消滅し、代わりに硬質なステージの床が現れる。

　すべての歌声が止まり、会場は静寂に包まれた。




『勝者、日本チーム！　姫ひめ咲さき明あ日す香か、山やまの辺べ花穂、神かん凪なぎタケル！』




　ややあって、会場に勝利者の名前がコールされた。

　──わぁぁぁぁぁぁぁっ！！！！！！！！！！

　大歓声と大きな拍手の音。

　花穂がぽかんとした表情で、僕の顔を見上げていた。

「ほら、花穂。せっかくの勝ち名乗りなんだから、アピールしないと。花か音のんが待ってるぞ」

「あ、は、はい！」

　花穂は少しぎこちない動きで花音の方へと身体を向ける。そして、力いっぱいに左手を天に向って突き上げた。




　──わああああああああぁぁぁぁぁぁぁっ！！！！！！！！！！




　再び沸わき上がる会場。そんな会場の中で、

「みんな見て見て！　あれが、あたしの自慢の親友。未来のスーパースター！　山辺花穂よ！　どうだー、羨うらやましいだろー！」

　心から自じ慢まん気げな、花音の声が響き渡ったのだった。





　　◇◇◇






（Akatsuki's view）












「すべて計画通りに進みましたね」

　タケルたちの試合が終わった後、東雲しののめ暁あかつきはとあるＶＩＰルームを訪れていた。

「防衛省情報本部ＤＩＨの協力に感謝します。任務、ご苦労様でした東雲暁一佐」

　柔にゆう和わな表情を浮かべながら暁にそう声をかけた男の年の頃ころは三十代半ばくらいだろうか。

　身長は１７５cmほどで細身の身体。その身体を黒色の長袍チヤンパオで包み、優雅にソファーに腰掛けている。

　長い黒髪を後ろで括り、柔らかに微笑ほほえむその姿から感じる印象は『良い人』だ。

　しかし、そんな笑顔を浮かべながら、この男は何人もの人間の命を葬り去ってきた。

　汪相竜ワン・シヤンロン。龍尾ドラゴンテイルの幹部のひとりである。

「貴方がたの協力のお陰で、無事にゴミを取り除くことが出来ました」

「いえ、日う本ちとしても汪さんとの良い関係は続けていきたいですからね。こんなタイミングで張チヤン一派にしゃしゃり出てこられても困るわけですよ。まあ、ギブアンドテイクってヤツで」

　そう言う暁に汪は薄く笑って首肯する。

「我々もまったく同じ気持ちです。これからも日本とは良い関係が築けそうですね」

「そうなることを心から願います」

　そして交わされる握手。ビジネスの話はこれで終わりだとばかりに、暁あかつきは明るい声をだした。

「それにしても李深音リ・シエンインでしたっけ？　ありゃ、戦争用に仕込んでおいた歌姫カンタトリスでしょう。龍尾ドラゴンテイルはあんなものまで隠してたんですかい？」

「ルールの中でのお遊びなんてものは国同士にやらせておけばいい事ですからね。我々が歌姫に求めているのは実際に兵器としてどれだけ役に立つかどうか、そしてどれだけ高く売れるか、それだけです」

「なるほど。けど、それならなぜ今回？」

　張大人チヤン・タイレンからの要請があったのは確かだろうが、汪ワンであればそれを止めることも出来たはずだ。

「せっかくタッグマッチなんて新しいルールが出来たのです。新ルールにはこんな利用の仕方もあるのだということを皆さんに見せておくのも良いかと思いまして。これでタッグマッチに対する各国のアプローチの仕方も変わってくるでしょう。結果、もっと場が荒れてくれることを我々は望んでいます」

　表情は柔にゆう和わなままに、しかし、その眼光は殺気とも呼べる鋭さを持っていた。

　場が荒れる。ＩＣＣランキング変動が起こることによって、危ういバランスの上で安定している今の情勢が変化する。

　つまり、それは世界そのものが荒れることへと繫がっていくのだ。

「日う本ちとしては、あまり荒れすぎても困るんですけどね」

　そうなった時、一番の火種になるのは間違いなく神楽かぐら特とつ区くであろう。それを国土内に抱えているという状況は、日本にとって非常に頭の痛い問題だった。

「歌姫の戦闘はなるべくルールの中だけでやってくれることを望みますよ」

　もしくは、日本の国土以外で、と心の中で付け加える。

「そう言いながら、そちらもなかなかに面白い駒こまをお持ちではないですか。神かん凪なぎタケル君と言いましたかな。あんな方法で複数の歌姫を同時に歌わせるなんて。ウチでもひとつ、試してみるとしますかね」

　奏士トルヴエールの演奏が付くかどうかで歌姫の能力は大きく変化する。故に今ではソリスト以外の歌姫に対して奏士の存在は必ひつ須す。

　しかし、歌姫の数に対して奏士の数は世界的に不足しているのだ。

　だから、一度の演奏で複数の歌姫を歌わせることの出来る奏士の出現は、新しい幻想動物使い以上に世界（の要人たち）に衝撃を与えていた。

「いや、あれは特別ですよ。実は同じようなことを何人もの奏士、歌姫を使って試してみたんです。けど、あんな風に魔法が発動したケースはひとつもありませんでした。そのほとんどはどちらの歌姫の魔法も発動せず。だからあの方法は使い物にならない、そう結論づけてたんですけどねえ」

　実際、暁あかつきもあの光景を見て衝撃を受けていたのだ。

　他の奏士トルヴエールたちと何が違うのか。調べてみたい。情報官としての血が激しく騒いでいた。

「なるほど。では、ますます面白い駒こまをお持ちのわけだ。ぜひともウチに欲しいですね」

「勘弁してくださいよ。せっかく今から我が宝石歌姫ビジユカンタトリスがつばを付けてるんですから」

「ははは、冗談ですよ。ただ、あの逸材を欲しいと思う人間は我々だけでなく、世界中にいるでしょうな」

　口調はあくまでも軽く。けど、暁の耳にはその言葉の響きは決して冗談には聞こえなかった。

　龍尾ドラゴンテイルは間違いなく神かん凪なぎタケルをマークし続けるだろう。そして、他の国や組織も。

（こりゃ警護対象を増やしておいた方が良さそうだな）

　汪ワンと談笑しながらも、暁の脳内では今後の計画が高速で組み立てられていくのだった。





　　◇◇◇






（Kaho's view）




「お疲れ様、花か穂ほ」

　色々とあった大会も終わり、朧おぼろげな月明かりが照らす初秋の夜道を、花穂と花か音のんは歩いていた。

　アスファルトに残った日中の太陽の残ざん滓しを洗い流すように、涼やかな秋の風が吹いている。

「ほんと、疲れたよ～」

　本当に色んなことがあった。そのほとんどは良い記憶ではないし、タケルや明あ日す香かにかけた迷惑を考えると、申し訳なさで胃のあたりが重たくなる。

　けれど、それでも花音との約束を守れた。フラワーズ結成の時に交わした約束。

　あの日、テレビの中で輝いていた歌姫のように、花音ちゃんの前で勝ち名乗りをあげる。

　最後の最後に、何を犠牲にしてでも守りたいと思った約束を守れた。

「最期にさ、すごく良いものが見れた。あたしはさ、幸せだよ」

　満ち満ちた笑顔で、清すが々すがしい声で、花音はそう言った。

「……やっぱり最期、なんだよね？」

　気づいてはいた。けど、確認はしなかった。したくなかった。それを確認したらもう、認めざるを得なくなっちゃうから。

　けど、これでやっぱり最期だから。

「うん。やっぱバレちゃってたか。意外と鋭いんだね、花か穂ほって」

「私が鋭いんじゃなくて、花か音のんちゃんがわかりやすすぎるんだよ。昔からずっと、どんな噓うそをついてもバレバレなんだから」

「そっかぁ、バレバレかぁ」

　のんびりとした時間。いつものように、何気ない感じで。

　語りたいことは語り尽くせないほどにあるし、伝えたい言葉は伝えきれないほどにある。

　けど、最期の時間に望むのは、やっぱりいつもと同じような日常だった。

「もう、会えないの？」

「うん、無理だと思う。今回のだって、かなり無茶を言って出てきちゃったからさ。さすがにもう我わが侭ままは言えないよ。帰ったら先生たちにすんごい小言を言われそう」

　そう言って、たははと笑う花音。花穂は思いつめたように唇を嚙かみ締めた。

「あ、あの、私、学校休んで花音ちゃんの最期まで──」

「ダメだよ、花穂」

　言いかけた花穂の言葉を、花音はゆっくりと遮さえぎった。

「花穂はもう進み始めてるんだから。花穂が進むべき道を、ちゃんと歩き始めている。だから、振り返ったりしちゃだめ」

　くしゃっと、花穂の顔が泣き出しそうに歪ゆがむ。

「でも、私っ……」

　鼻の奥にツンと痛みが走って、こらえ切れない嗚咽おえつで言葉が途切れた。

「あーこれこれ。フラワーズルールその１、忘れちゃった？　女が泣いていいのは嬉うれしい時と男を騙だます時だけだぞ？」

　おどけたように花音が言う。けど、そんな花音の声だって小さく震えている。

「無理だよぉ。大好きな、大好きな親友とお別れになっちゃうのに、泣かないなんて無理だよぉ！」

　理性の堤防を越えて溢あふれ出した感情は、涙という流線型に形を変えて、大きな瞳ひとみからこぼれ落ちる。

　自分の胸に顔をうずめて泣きじゃくる花穂の頭を、花音は困ったように撫なで続けた。

「まいったな。だから……フラワーズルール、作ったのにさ……」

　震える肩。こらえ切れない涙。

　花音だって、花穂が自分のことを好きなくらいに、いや、それ以上に花穂のことが大好きなのだ。

「そんな風に泣かれちゃうとさ……困っちゃうんだな」

　いつか、花穂が死にゆく自分のために泣いてくれる日が来ちゃうと思ったから。

　そうなったら、自分が泣いてしまうのを我慢できる自信がなかったから。

　一度泣いてしまえば、自分の弱い気持ちが溢あふれ出てしまうから。

　あたし、死にたくなんて、ないんだよって。

　花か穂ほとずっと一緒にお友達でいたいんだよって。

　花穂と一緒に、色んなことをして、すっごく笑って、たまには喧けん嘩かして、仲直りして、苦手な勉強だって一生懸命して。

　だって、それはすごく楽しいことだから。

　そんな風に思ってしまうから、そんな弱さを花穂に見せてしまいそうになるから、だから、そうならないようにって考えたルールだったのに。

　それももう、限界だった。

　口に出せない言葉はただ嗚咽おえつとなって、小さく空気を震わせる。

　親友同士のふたりはしっかりと抱きあいながら、しばらくの間、泣き続けた。

　初めてふたりが親友になったあの日と同じように、

　互いが互いを想い合って、

　本当に大切な友達だから。

　優しい月明かりだけが、ふたりをそっと見守っていた。




「あーあ、最後までかっこ良く決めたかったのにさ」

　鼻を啜すすりながら、花か音のんが不満気に言う。

　駅の改札をくぐり、ホームの上。ふたりでベンチに座って別れまでの時間を過ごす。

「あはは、花音ちゃんの顔、ぼろぼろだね」

「ぼろぼろだね、じゃないわよ！　目は腫はれるわ、鼻水止まんないわ、お化粧崩れるわ。あたし、これから電車に乗らないといけないのに」

「注目の的だね」

「そんな注目浴びたくない！」

　頰ほおをふくらませる花音に、花穂は笑みを返す。

　そんな花穂の顔だってひどい有様だ。さっきまでステージの上で輝いていた歌姫カンタトリスとは思えないくらいに。

「電車、もう少しで来ちゃうね」

「うん」

「なんか、あっという間だったね」

「そうだね」

　別れの時間が近づくにつれて、口数は徐々に減っていく。

　最後に何を伝えればいいのか。

　私は大丈夫だよ、とか、これからも頑張るよ、とか、花音ちゃんに会えて嬉うれしかったよ、とか。

　色々考えるけど、どれもが違う気がして、言葉にならなくて。

「さてと」

　不自然なくらいに明るい声を出して、花か音のんがベンチから立ち上がった。

「えっとさ、約束守ってくれてありがと。あんなおっきな会場で、あんな沢山のお客さんの前で、あんなすごい試合をして。勝ってくれて、本当にありがとう」

「……花音ちゃん」

「あー、ダメダメ。もう泣いちゃだめ。これ以上変な顔になっちゃったら、ほんと電車に乗れなくなっちゃうから」

「あ、うん。ごめん……」

　しょんぼりと俯うつむく花か穂ほに、花音は優しく言葉をかける。

「あたしはさ、本当に花穂には感謝してるんだ。あの日、花穂と出会うことがなかったら、あたし、もっと早く死んじゃってたと思うんだ。楽しいことなんて何もなかったし、毎日がただ無意味で無価値で、それがなんか悔しくて、なんであたしなんかが生まれてきたんだろって思ってて、生まれてきた意味なんてあるんかなって」

　淡々と語る花音の想い。

「けどさ、花穂と出会って、花穂が歌姫カンタトリスを目指してくれて、それであたしの生きる意味が見つかったって言うかさ。花穂が幻創曲を創る理由、歌姫として頑張っているその意味、ちゃんとわかってるから。あたしのために治ち癒ゆ系の魔法、いっぱい創ってくれてるんだよね。だから、それで花穂が頑張れるんだったら、あたしはどんなに痛くても、どんなに苦しくても、どんなに身体にメスを入れることになっても、限界ギリギリまで必死に生きようって思った」

「でも──」

　涙で詰まりそうになりながら、花穂は顔を上げて、

「私は間に合わなかった。私は奇跡を起こせなかったんだよ。花音ちゃんの病気を治せる魔法、創れなかった」

　懺ざん悔げをするように、言葉にする。

「うん、それはしょうがないよね。だって、魔法で病気を治すことは出来ないんでしょ？」

　あたしも色々調べてみたんだよ、と花音は続けた。

「でも、でもね。今は無理かもしれないけど、いつかさ、あたしの名前が付いた花穂の歌でさ、たくさんの病気の人を救えるようになったら素敵だと思わない？」

　少しだけ強がるような声。花音の小さな肩が小刻みに震えて、頰ほおを一筋の涙が流れていく。

「たくさんの救われた命の中に、あたしの名前が宿るの。学校に通ったり、好きな人が出来たり、友達とわいわい遊んだり、大学受験に失敗して落ち込んだり、ファーストフード店でアルバイトしたり、恋人ができたり、大好きな人とセックスしたり、結婚したり、それで子供ができちゃったり。あたしはさ、もうそういうことは出来ないんだけどさ、でも、花か穂ほの歌まほうで救われたたくさんの人たちがそんな人生を送ってくれたら、それはすごく素敵なことだと思わない？」

　ボロボロと涙をこぼしながら、花か音のんは笑みをつくる。引きつりそうな頰で、にっこりと笑みをつくる。

「花音ちゃん」

　立ち上がる花穂。ぎゅっと下唇をかみしめて、顎あごを引いてまっすぐに花音を見る。

　大好きな親友。その親友から託された最期の想いを、しっかりと受け取る。

　それはすごく大変なことで、確率なんて限りなくゼロに近くて、それこそ奇跡を起こすようなもので、でも、それでも、

「フラワーズルールその２。フラワーズはいつだって奇跡を？」




　万ばん感かんの思いを込めて、空を仰ぎ見て、迷うようなことは何もなくて、




「諦あきらめない！」




　ただ、ひとつの決意だけが藍あい色いろに染め上げられた空気を震わせたのだった。













outro　─妹と女の子─









「流石さすがに今日はちょっとヒヤヒヤしたよね。あんな失態晒さらしたの、人生で初めてだよ」

　アパートまでの帰り道。明あ日す香かがおどけながらそう言う。

　表情は明るく、口調は軽やかに。

　だからこそ、悔しかったんだなって、必要以上に強がってしまうほど悔しかったんだってわかってしまった。

　それも無理のないことだ。

　思春期の女の子が大衆の前であんな風に辱はずかしめられ、宝石歌姫ビジユカンタトリスとしてのプライドもずたずたに傷つけられたのだから。

　そして多分、明日香が何よりも悔しいと思っているのは、その全てが自分の油断から生じたってことなんだと思う。

　失態。確かに油断が生んだ失態だったのだ。

「せっかく兄さんとの初めての大会だったのにな。情けないったらありゃしないね」

　あはは、と笑う明あ日す香か。

　まるで責めて欲しいと言わんばかりに。だから、僕は、

「明日香はよくやったよ」

　ちゃんと明日香のことを見つめながらそう言った。

「そんなことないって。もう、反省しないといけないことばっかりだよ」

「うん。僕も含めて反省することはいっぱいあるんだけど、それでも明日香はよくやったって」

　来武ライブに勝てたのは間違いなく明日香の実力があったからだ。それに、そもそも明日香の力が無かったら、ステージに上がることさえ出来なかったわけだし。

「僕は、心から明日香はすごいって思ってる。世界中の人々に誇りたいくらい、僕の自慢の妹だよ」

「……兄さん」

　明日香は少し戸惑ったような、なんとも言えない顔をして僕を見つめた。

「まあ、だからそんなに自分を責めなくてもいいって言うかさ、明日香も誇れ。花か穂ほと花か音のんにとってかけがえのない特別な時間を創り出したのは、紛れも無く明日香なんだから」

　一瞬、明日香の表情が崩れそうになって、すぐに困ったような顔をして頰ほおを搔かいた。

「んもう、兄さんってホントずるいよね。このタイミングでそんなこと言っちゃうってさ」

　拗すねたように、それでいて甘えたように唇を尖とがらせる。

「わたし、兄さんに褒ほめてもらえるようなこと、できた？」

「ああ。いくらでも褒めてやりたいくらいだ」

「じゃあさ、ご褒美くれる？」

　大きな瞳ひとみを潤ませながら、上目遣づかいで僕のことを見る。

「僕にあげられるものなら。けど、今月はかなりピンチだから高いものは無理だぞ」

　アポワルージュで花音にふたつもケーキを奢おごっちゃったからな。自分のジュース代すらも危ういくらいの懐ふところの寂さびしさだ。

「大丈夫。お金はそんなにかからないから」

　とん、とん、とん、と跳ねるようにして三歩ほど僕の前に出ると、くるりと振り返る。

　軽く一度深呼吸をして、

「……今度、デートしてよ。ご褒美に」

　胸に両手を当て、自分の鼓動を抑えるようにしながら明日香はそう言った。

「それくらい別に良いけど。でも、兄妹が一緒に出かけることを、世間一般ではデートとは言わないんだぞ？」

　明日香は事あるごとにデートと称して僕を買い物だったり遊びだったりに付きあわせる。

　だから、そんなこと今更で。けど、

「うん、知ってるよ」

　明あ日す香かは緊張した様子で頷うなずいた。

　そして、いつもとは違う雰囲気で、

　どこまでも真面目な眼まな差ざしを僕に向けて、

　それは僕が初めて見た明日香の表情で、




「──だから、わたしとデートしてください」




　月明かりの下で今にも泣き出しそうな顔でそう言葉にした明日香は、どうしようもないくらい僕にとっても女の子だった。












あとがき




『詠うたう少女の創楽譜フルスコア３』をお手にとっていただき、ありがとうございます。雨あめ野の智ち晴はれです。

　今回、三巻目にして初めてあとがきで二ページいただけるってことで、ようやく謝辞をきちんと書けそうです。あとがきでお世話になった方々に謝辞を書くって小説家っぽくてカッコイイじゃないですか！　今シリーズでデビューさせていただいたヒヨっ子作家としましてはずっと憧れていたわけですよ。

　いつか僕も先輩作家の皆様のように、溢あふれんばかりの感謝の思いを華麗に巧みに言葉に変えて、あとがきのページを埋め尽くしてやるんだ！　そんな夢がついに叶います。

　とは言いつつも、いきなり謝辞しちゃうわけにもいかないので（なんせ今回は二ページもありますから、余裕です余裕！）まずは、あとがきから読み始めちゃうせっかちさんのために３巻がどんな内容なのかを軽くご紹介しましょう──って普通に紹介しても面白くないので、執筆期間＆挿絵の発注をしていた時の僕の検索ワード履歴の一部をここで紹介しちゃおうと思います。

　ほら、原稿を書いている時とか色々と調べものをしますし、絵の発注をかける時は構図やポーズの参考資料を探すわけですよ。だから、検索ワード履歴を見れば、その時に僕がどんな情報を知りたかったのか一発でわかるわけで、皆様もその検索ワードから３巻がいったいどんな内容なのか、すでに本文をお読みの方はどこを書いているときに調べたワードなのかを想像してみてください！




〈検索ワード一部〉

『妹　おっぱい　揉もむ』『恥ずかしいメール』『お風ふ呂ろ上あがり　Ｔシャツ一枚』『体育座り　ダボダボのシャツ』『おしっこポーズ』『触しよく手しゆ　美少女』『バストアップ体操』『女子　下着　タンス』『美少女　腋わき』




　はい、そうです！　素敵ワード満載な検索履歴からもわかる通り、今回のお話は花か穂ほとその親友である花音をメインにしたちょっぴり切ない感動ストーリーです（でした）！




　ってことで、いよいよです。謝辞です！　まずは毎回素晴らしいイラストを描いてくれているたにはらなつき先──って、あ、あれ？　ぎょ、行数が足りないっ!?　あ、あわわ。えっと、制作に関わってくださった全ての方々、この本を手にとって下さった貴方あなた、心から感謝しております！　再び四巻でお会いできることを願いまして。
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